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 はじめに   

 

学術研究の大型プロジェクトに関する作業部会（以下、「本作業部会」）は、平成２

１年６月に、学術研究の大型プロジェクト（以下、「大型プロジェクト」）を計画的に

推進するための方策について審議を行うために設置された。 

 

大型プロジェクトは、最先端の技術や知識を結集して人類未踏の研究課題に挑み、

当該分野を飛躍的に発展させ、世界の学術研究を先導する成果を挙げてきており、今

後も、社会や国民の幅広い理解を得ながら、長期的な展望を持って戦略的・計画的に

推進していくことが必要である。 

 

本作業部会では、欧米で策定されているロードマップを参考に、学術研究の大型プ

ロジェクトの推進に関する基本構想「ロードマップ」を策定することとした。 

 

ロードマップは、関連施策を推進する上で十分考慮すべき資料となるように、日本

学術会議のマスタープランに盛り込まれた４３計画についてさらに検討を深め、大型

プロジェクト推進に当たっての優先度を明らかにする観点から、各研究計画について、

本作業部会としての評価結果を整理した。 

 

本作業部会としては、このロードマップを基本に、国において、大型プロジェクト

を推進するための予算の確保に向けた最大限の努力を期待するとともに、研究者コミ

ュニティにおいても、ロードマップに示した評価結果を参考に、個々のプロジェクト

に関する活発な議論が行われることを期待したい。 
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 １．学術研究の大型プロジェクトについて  

 

（１）大型プロジェクトの推進の意義 

 

○ 我が国においては、これまで、「Ｂファクトリー」、「すばる望遠鏡」、「ス

ーパーカミオカンデ」、「大型ヘリカル」等の大型プロジェクトを推進してきた

が、こうしたプロジェクトは、最先端の技術や知識を結集して人類未到の研究課

題に挑み、当該分野を飛躍的に発展させ、世界の学術研究を先導する画期的な成

果を挙げている。 

 

○ このようなプロジェクトの推進は、大学や大学共同利用機関における教育研究

を支え、多様な研究分野や産業への波及効果を生み出すのみならず、国際舞台で

我が国がリーダーシップを発揮して世界に貢献するものである。また、Ｂファク

トリーにおける実験が小林・益川理論を実証し、ノーベル物理学賞受賞に結びつ

いたように、次代を担う子どもたちをはじめ国民の科学に対する関心を高め、国

民に夢や希望、自信を与えるという意味でも、スポーツや文化の振興等と並ぶ極

めて重要な意義を有する。 
 
○ 大型プロジェクトには多額の投資を要するため、近年の厳しい財政状況の下で

円滑な推進が困難になっているが、我が国が強みを有する基礎科学の分野におい

てこのようなプロジェクトを進めることは、中長期的な視点から人類の英知の創

出と蓄積に貢献するものであり、我が国の持続的発展と世界への貢献の観点か

ら、不可欠な取組である。このため、今後我が国においては、社会や国民の幅広

い理解を得ながら、このような大型プロジェクトに一定の資源を継続的・安定的

に投入していくことを、国の学術政策の基本として明確に位置づけることが必要

である1。 

 

（２）大型プロジェクトの基本的な考え方 

 

①基本的性格 

 

○ 学術研究の大型プロジェクトの基本的な性格については、これまで概ね、下

記のような性質を持つものを大型プロジェクトとして捉え、学術政策上の重要

課題として推進してきた。 
 

                         
1
 平成２２年６月１６日に総合科学技術会議基本政策専門調査会が決定した「科学技術基本政策策定の基本方針」

においては、「多額の資金を要する科学研究の大型プロジェクトについて、研究計画毎の研究者コミュニティの議

論を踏まえて策定される計画を基本としつつ、客観的かつ透明性の高い評価を行った上で、安定的・継続的に推

進する。プロジェクト開始後も、中間評価を厳正に行い、その結果に基づいて、計画の変更や凍結も含めた不断

の見直しを行い、より優先度の高いプロジェクトへの重点化など資源配分の最適化を図る。」とされている。 
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・人類の発展に貢献する真理の探究を目指すことを目的として、研究者の知的

好奇心・探求心に基づく主体的な検討と研究者コミュニティの合意形成により構

想されているプロジェクト 

・当該研究分野の研究者コミュニティの支持を前提として共同利用・共同研究

体制により推進されるプロジェクト 
・最先端の技術や知識を集約して人類未踏の研究課題に挑み、世界の学術を先

導する画期的な成果を期するプロジェクト 
・大学における研究・教育を支え、国民の科学への関心を高め、国際的な競争

と協調の中で我が国がリーダーシップを発揮し世界に貢献しうるプロジェク

ト 

 
○ 今後も、これらの要素に該当するものを大型プロジェクトとして捉えていく

ことが必要である。   
 
○ 一方、大型プロジェクトの対象分野については、これまでは、素粒子物理学

や天文学、核融合など、大型装置の整備を前提とするプロジェクトが中心であ

った。しかしながら、近年は、生命科学や物質科学、人文・社会科学等の分野

において、多数の研究者が協力して、長期的に当該分野の重要課題に取り組む

ような大規模研究の必要性が高まっている。例えば、生命科学の分野では、ヒ

トゲノムが解読され網羅的研究が開始されると、従来の研究費では賄えない巨

額の経費を必要とする研究基盤・設備の整備が必要となっており、また、人文・

社会科学を含めた幅広い分野においては、膨大なデータベースの構築と有効な

利用が求められるようになってきた。 
 
○ 今後は、研究分野の特性や研究者コミュニティの要望、社会的な要請等に応

じて、大型装置の整備を前提とするもののほか、大型装置の整備は伴わないも

のの、複数の研究施設がネットワークを形成して、多数の研究者の参加により、

全体として大きなテーマに挑戦するようなタイプのものなども含めて、大型プ

ロジェクトの性格を柔軟に捉えていくことが必要である。 

 

②実施主体 

 

○ 大型プロジェクトについては、今後も、共同利用・共同研究体制により推進

されることが適当であり、こうした観点から、実施主体については、大学共同

利用機関や全国共同利用の附置研究所等（共同利用・共同研究拠点）が中心に

なるものと考えられる。 
 
○ 一方で、例えば独立行政法人を実施主体としてトップダウン型の意思決定に

より行われる大型プロジェクトの中にも、当該プロジェクトの性格や期待され
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る成果等を考慮すると、多数の研究者の積極的な参画がなければ円滑な推進が

難しいものもある。このようなプロジェクトについても、研究者コミュニティ

のボトムアップ的な意思を整理し、学術研究の大型プロジェクトの対象として

検討する必要がある。 
 
○ また、上述のように、組織原理や意思決定プロセスが異なる場合であっても、

研究システム全体を重厚かつ重層的なものとし、多様な発想を確保したり競争

的な環境を醸成する観点からは、プロジェクトの特性等に応じて、両者の協力

や協調が重要であることに留意する必要がある。 
 

③予算規模 

 

○ これまで、大型プロジェクトの予算規模については、概ね１００億円以上の

建設費を要するものとして捉えられてきた。 

 

○ 今後は、運転経費や運営費を含めた、研究計画全体として、通常の予算（運

営費交付金、科学研究費補助金、その他競争的資金）では措置が困難な、例えば数

十億円以上の経費を一応の目安とした上で、研究分野の特性等に応じて柔軟に取り

扱うことが適当である。 

 

（３）大型プロジェクトの推進の具体的方策 

 

①基本的な視点 

 
○ 大型プロジェクトは、長期間にわたって多額の経費を措置する必要があるた

め、内外の学術研究の全体状況はもとより、学術研究に対する公財政支出の相

対的状況や今後の見通し等にも留意しつつ、社会や国民の幅広い理解を得なが

ら、長期的な展望をもって戦略的・計画的に推進していくことが必要である。 
 
○ 一方で、今後の研究動向や大型プロジェクトなどの学術研究を取り巻く社会

状況が変化することも予想されることから、こうした事態に対応して、必要に

応じて、戦略の見直しや計画の変更を行うなど、柔軟な対応に留意することも

必要である。 
 
○ また、大型プロジェクトを計画する際には、特定の研究分野だけでなく、広

範な分野の研究者の参加にも配慮し、新たな学問領域の創成や異なる分野への

波及効果の創出も含め、幅広い学術研究の推進に留意する必要がある。このた

め、計画段階から、幅広い研究者コミュニティの意向を踏まえる工夫が必要で

ある。 
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○ さらに、経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）のグローバル・サイエンス・フォー

ラム（ＧＳＦ）やＧ８の科学技術大臣会合においても、新たな大規模研究施設

建設の将来計画に関する国際的な情報交換を促進することが合意され、プロジ

ェクトの大規模化等に伴い、国際的な連携と協力の下で推進することが重要な

課題になってきている。このため、多国間で検討されているプロジェクト構想

について、効果的な情報交換や議論を行う場の設定が必要であり、また、実際

に大型プロジェクトを推進するに当たっては、その分野や内容の特性に応じて、

海外の研究機関や研究者との役割分担を明確にして、協力・連携体制を構築し

ていく必要がある。 
 

②欧米におけるロードマップの策定とその意義 

 

○ 欧米で策定されているロードマップは、例えば、欧州の「ヨーロッパ研究基

盤戦略フォーラム（ＥＳＦＲＩ）」、英国の「研究会議（Research Council）」、

米国の「エネルギー省（ＤＯＥ）」によるものなどがある。それぞれのロードマ

ップは、若干の違いはあるものの、概ね、評価の高いプロジェクトをリストア

ップし、プロジェクトの全体像や、個々のプロジェクトの内容、経費、スケジ

ュールなどを明らかにして、大型プロジェクトの推進計画を示すものとして策

定されている。 
 
○ 大型プロジェクトを、研究者コミュニティの意向を踏まえながら、戦略的・

計画的に推進していくためには、本作業部会では、まず、欧米で策定されてい

るロードマップに注目し、同様の計画を我が国において策定する意義について

検討した。 
 
○ その結果は、おおむね下記のように整理することができる。 

・ロードマップの策定により、科学的評価に基づき、戦略的・計画的な政策決

定を行うことが可能となる 
・社会や国民の理解・支持を獲得しつつプロジェクトを推進することが可能と

なる 
・国際的な競争や協力に迅速かつ適切に対応することが可能となる 
・研究者コミュニティが将来目標やその達成のための必要条件を主体的に検討

する契機を与えることが可能となる 
・異なる研究者コミュニティ同士の相互作用を促進し、複雑な科学的挑戦に対

する分野横断的な取組を促進することが可能となる 
・研究者コミュニティの意見が予めロードマップという形で整理されることに

より、 
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１）トップダウン型の意思決定によるプロジェクトにおいても、何らかの

形でボトムアップの意見を反映することが容易になること 

２）補正予算等により、大型プロジェクトへの新たな支援スキームができ

た場合にも、研究者コミュニティとして迅速かつ効果的に活用できる

こと 

３）研究開発に関連する文部科学省以外の政府機関にとっても、各分野の

ニーズを把握することが容易となること 

が可能となる 

 
○ 他方、欧米の経験を踏まえれば、ロードマップの策定手法や活用方法によっ

ては、例えば下記のような問題を生ずることも懸念される。 

・高コストの大型プロジェクトに対して過剰にコミットすることによる関係予

算の圧迫 
・新たな科学的挑戦に対応する柔軟性の喪失 
・中小規模のプロジェクトの軽視 
・過剰に幅広い研究領域をロードマッピングすることによる重点目標の喪失 

 
○ 以上のように、ロードマップの策定については、一定の課題があるものの、

その意義や国際協力における活用等を勘案し、大型プロジェクトを長期的な展

望を持って戦略的・計画的に推進する観点から、本作業部会において、我が国

のロードマップを策定することとした。 
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 ２．ロードマップの策定  

 
（１）日本学術会議におけるマスタープランの策定 
 
○ 本作業部会において、各分野における大型プロジェクトの検討状況を把握した

ところ、コミュニティとしての検討がある程度熟している分野がある一方で、検

討の途上にある分野や一部の研究者による構想ベースの議論にとどまっている

分野もあることが判明した。 
 
○ 一方、研究者コミュニティの代表機関である日本学術会議では、平成２０年１

０月以来、科学者委員会において、学術の大型研究計画について精力的に検討が

行われており、本作業部会では、同会議に対して、各分野における大型プロジェ

クトの全体像や個々のプロジェクトの内容等について意見を聴くこととした2。 
 
○ 日本学術会議は、平成２２年３月に、我が国の学術研究の推進方策を示した「学

術の大型施設計画・大規模研究計画－企画・推進策の在り方とマスタープラン策

定について－」3を決定し、現在計画されている大型研究計画の調査、リストアッ

プの基準の作成、さらに、ヒアリングを踏まえた諸要件についての各研究計画へ

の評価検討等を経て、我が国の学術研究や科学技術の発展に真に必要とされる７

分野４３の研究計画からなる「マスタープラン」が盛り込まれた。 
 
（２）マスタープランを踏まえた検討 
 
○ 日本学術会議のマスタープランは「各計画を純粋に科学的視点に立って評価し、

妥当性・必要性の検討を行うことにし、予算に関わる順位付けを行うのではない

こと」を方針として策定された。 
 
○ 一方、本作業部会では、ロードマップは、予算措置を保証するものではないが、

各分野の研究者コミュニティの意思が示されたものとして、関連施策を推進する

上で十分考慮すべき資料とすることが適当であるとした。 
 
○ このような基本的考え方に基づき、ロードマップは、純粋に科学的視点から評

価した日本学術会議のマスタープランを踏まえ、大型プロジェクト推進に当たっ

ての優先度を明らかにする観点から、各研究計画について、本作業部会としての

評価結果と主な優れた点や課題・留意点等を整理した。 

                         
2
 平成２１年１１月に、科学技術・学術審議会の学術分科会長から、日本学術会議に対し、学術研究の大型プロ

ジェクトに関する意見を伺うべく依頼を行った。 
3
 URL：（要旨・本文）http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-21-t90-2.pdf 

（資   料）http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-21-t90-2-2.pdf 
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○ なお、ロードマップは、日本学術会議のマスタープランの見直しの状況や、社

会情勢、国際的動向、国民や研究者コミュニティからの要請など、諸状況の変化

を踏まえ、柔軟に見直しを行っていく必要がある。 
 
（３）各研究計画の審議及びロードマップの策定 
 
○ 以上の考えに立ち、本作業部会では、マスタープランに盛り込まれた７分野４

３の研究計画を対象に、ヒアリングを行った上で審議を実施した。 
 
○ 主な検討の経緯は以下のとおり。 
・評価の観点は、日本学術会議のマスタープランのリストアップ基準である、①

研究者コミュニティの合意、②計画の実施主体、③共同利用体制、④計画の妥

当性のほか、⑤緊急性、⑥戦略性、⑦社会や国民の理解を加えて設定 
・上記の観点について、個々の研究計画毎に、３段階で評価を行うとともに、優

れた点や課題等を整理 
・以上の評価結果を基本に、４３計画について以下のとおり整理。 

１）計画推進の上で満たすべき基本的な要件と考えられる上記①～④の観点

における評価に基づき、「ａ」「ｂ」「ｃ」に分類 

２）作業部会において新たに設定した上記⑤～⑦の観点における評価に基づ

き、「ａ」「ｂ」「ｃ」に分類 

・上記１）において「ａ」と評価され、かつ開始年度が早期（平成２５年度以前）

の計画を、基本的な要件が満たされており、一定の優先度が認められる計画と

して、その他の計画と区別してロードマップに整理 

・全ての計画について、計画の内容、上記１）、２）の評価結果、主な優れてい

る点や課題・留意点等をロードマップに整理 

 

○ 評価の結果をまとめると、基本的な要件が満たされており、一定の優先度が認

められる計画が１８計画、これらのうち、上記２）について評価の高かったもの

から順に、「ａ」が８計画、「ｂ」が５計画、「ｃ」が５計画と整理される。 
 
○ なお、文部科学省の「最先端研究基盤事業」4に採択された計画については、そ

の対象事業の推進の際に、関連研究者及びコミュニティの参考に資する観点か

ら、本作業部会における指摘が採択事業の今後の推進に活かされることが期待さ

れる旨を明記することとした。 
 

                         
4
 国際的な頭脳循環の実現に向け、国内外の若手研究者を惹きつける研究基盤の整備を強化・加速するため、研

究ポテンシャルが高い研究拠点において、最先端の研究成果の創出が期待できる設備を整備するとともに、運用

に必要な支援を行う事業。 
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○ また、独立行政法人が中心的な実施主体となる計画については、その推進に当

たっては、本作業部会における評価結果を踏まえつつ、科学技術・学術審議会の

他の分科会等における検討が期待される旨を明記することとした。 
 
○ 研究者コミュニティにおいては、ロードマップに示された評価結果を参考に、

各研究計画、ひいては、我が国の学術研究全体の飛躍的な発展につながるような、

積極的な議論が活発に行われることを期待したい。なお、今回の審議では、コミ

ュニティの検討の熟度に応じて、全体として評価が低い傾向となった分野も見受

けられるが、今後、ロードマップ策定を契機に、当該分野の研究計画の成熟度が

高まることを期待する。 
 
○ また、日本学術会議のマスタープランは、今後、定期的な改訂を行っていく予

定とされているが、その見直しの検討に際しても、本ロードマップが効果的に反

映されることが期待される。また、当該マスタープランの改訂を踏まえて、本ロ

ードマップも定期的な改訂を行っていくこととする。 
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 ３．大型プロジェクトの着実な推進に向けて  

 

○ これまで、大型プロジェクトが、世界の学術を先導する画期的な成果を創出し、

国民に夢や希望、自信を与えてきたこと、また民間企業の参画も得つつ、最先端

の技術開発を行ってきた副次効果として、数多くの技術革新をもたらし、産業技

術力の向上や国際競争力の強化に多大な貢献をしてきたことなど、様々な波及効

果があり、我が国の国力を高めるために欠かせない、いわば、先進国のアイデン

ティティとなっていることについて、改めて強調しておきたい。 

 

○ 多額の投資を要する大型プロジェクトを着実に推進していくには、社会や国民

への説明責任を果たす観点からも、これまで以上に、社会や国民の理解を得られ

るようにしていくことが重要であり、下記の（１）～（３）のような取組が必要

である。 

 

（１）新たなプロジェクトの推進 

 

○ 今後、新たに大型プロジェクトを推進する際には、ロードマップを踏まえ、本

作業部会等において、改めて、専門家による客観的かつ透明性の高い事前評価を

行うことが必要である。 
 
○ 新たなプロジェクトを進めていく際には、国民や関係者の意見を反映しながら

議論を進め、その実施の可否を決定することが重要であることから、例えば、パ

ブリックコメントの実施や「熟議カケアイ」サイト5の活用のほか、国民や研究者

との対話の場を確保するなどの取組が必要となる。 

  

○ また、新たなプロジェクトの推進にあたっては、目標達成時期をできる限り明

確に設定することが重要である。加えて、既存の施設や設備の十分な活用を検討

するとともに、進行中のプロジェクトの見直し・中止等により、新たなプロジェ

クトへの資源の重点化を図るなど、限られた資源の効率的な活用について、十分

な工夫が必要である。 

 

（２）進行中のプロジェクトの評価 

 

○ 進行中の大型プロジェクトについては、プロジェクト毎に適切な時期を設定し、

専門家による客観的かつ透明性の高い評価を実施することが必要である。 
 
 

                         
5
 現場の方々の声を集め、「熟議」（多くの当事者による「熟慮」と「討議」を重ねながら政策を形成していくこ

と）を通じて政策を創り出す、文部科学省公式インターネットサイト。 
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○ 評価の結果、目標達成が見込めないプロジェクトについては、中止や改善等の

方針を打ち出すなど、資源の「集中」や「選択」の考え方を徹底することが必要

である。 
 

（３）社会や国民とのコミュニケーションの強化 

 

①目標の明確かつ分かりやすい発信 

 

○ 大型プロジェクトは、最先端の技術や知識を集約して人類未到の研究課題に

挑むものであり、高度な専門知識を要するプロジェクトとなるが、国民にとっ

ても、子供からお年寄りまで、その実現に向けて夢を共有し、応援したくなる

ように、目標を明確かつ分かりやすく伝えていく必要がある。 

 

②大型プロジェクトに対する社会や国民からの理解の獲得 

 

○ 基礎科学には、例えば以下のような特殊性が見受けられる。 

・基礎科学で新しい知見を得るためには非常に息の長い研究が必要である 

・基礎科学への投資は、人類共通の「知」の基盤への国際貢献であるという意

味合いがある 

・科学者の知的好奇心によって得られた知見が偶然にも革命的な成果を産み出

した例が存在する 

 

○ 大型プロジェクトの着実な推進のためには、社会や国民から、上記の基礎科

学の特殊性を踏まえたプロジェクトの意義について十分な理解を得ることが必

要である。また、大型プロジェクトは、最先端のテーマを扱うとともに、幅広

い波及効果が望まれる性質を有するため、近傍領域の研究者や教師等への情報

発信を行い、当該テーマに関連する幅広いコミュニティを育成していくといっ

た視点も重要である。 

 

○ このため、例えば、 

・研究者自身が、学校や市民講座におけるレクチャーなど様々な機会を通じて、

プロジェクトの内容や成果、科学の面白さについて分かりやすく発信する 

・インターネットなどを活用して、プロジェクトの進捗や成果に加えて、例え

ば施設の建設段階の状況や成果に至らなかった場合の反省など、活動実態を

きめ細かく発信するとともに、国民や社会からの意見にも十分配慮する 

・プロジェクトの実施機関において、双方向コミュニケーションに関する専門

的知識を有する専任教員や科学コミュニケーター、事務職員の配置または専

門部署の整備など、支援体制の充実を図る 

・研究者等に対して、積極的にアウトリーチ活動を行うように促すとともに、
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個人の評価につながるよう配慮する 

・プロジェクト実施機関が実施する一般公開等の機会において、研究者に国民

との対話を行う場を提供する 

・メディアが必要とする情報等の効果的な提供体制を整えるなど、相互の信頼

関係の構築にも配慮しつつ、ジャーナリズムとの協同による魅力的な情報発

信を行う 

といった取組を進めることが考えられる。 

 

○ なお、プロジェクト毎に対外的な発信や双方向型の対話を行う体制を予め構

築しておくことも必要と考えられるが、特に、複数の研究機関がネットワーク

を組むようなプロジェクトを推進するにあたっては、各機関の役割分担を明確

にした上で、情報の発信等を行っていくことが必要である。 

 

（４）安定的・継続的な財政措置 

 

①安定的継続的な予算の確保 

 

○ 基礎科学で新しい知見を得るためには、非常に息の長い研究が必要であり、

国は、ロードマップを基本に、長期的視点に立ち、大型プロジェクトの着実な

推進に向けて、安定的・継続的な予算の確保に最大限の努力をすることが必要

である。 

 

②実施機関の自助努力による予算の確保  

 

○ 大型プロジェクトの推進に際しては、既存の施設や設備の活用や事業の効率

化・見直しによる経費の節減などを図るとともに、プロジェクトの性格や内容

によっては、費用分担など国際協力の確保、産業界など第三者からの支援の働

きかけなど、安定的・継続的なプロジェクトの推進に向けて、実施機関におい

ても、さらなる自助努力を続けていく必要がある。 

 

③安定的・継続的な財政措置の在り方の検討 

 

○ 大型プロジェクトの財政措置については、現状において、施設や設備の整備

費については、主として施設整備費補助金により、運転経費等の運用費につい

ては、主として運営費交付金により措置されているが、安定的・継続的な財政

措置を実現するためには、施設・設備の整備費や運用費が一体となった予算枠

の確保など、新たな予算措置方策の可能性も含め、幅広い観点から検討を進め

ていくことが必要である。 
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計
画

（
大

規
模

な
研

究
基

盤
・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

や
デ

ー
タ

集
積

等
を

行
う

計
画

）
。

「
年

次
計

画
」
：
■

・
・
・
建

設
・
初

期
投

資
期

間
、

■
・
・
・
運

転
・
運

用
期

間
。

１
８

計
画

及
び

２
５

計
画

に
お

け
る

計
画

の
並

び
は

、
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

に
お

け
る

分
野

毎
の

順
序

。

別表
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１
．
基
本
的
な
要
件
が
満
た
さ
れ
て
お
り
、
一

定
の
優
先
度
が
認
め
ら
れ
る
計
画
（
１
８
計
画
）

H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
1

H
3
2

H
3
3

H
2
2

H
2
6

H
2
7

H
3
1

H
2
3

H
3
2

H
2
2

H
3
1

主
な

課
題

・
留

意
点

等
所

要
経

費
（
億

円
）

Ｂ

備
考

評
価

②

H
2
2
－

H
3
1

（
H

2
2
－

H
2
6

開
発

期
間

、
H

2
7
－

H
3
1
運

用
期

間
）

分 野
計

画
名

称
計

画
概

要
主

な
優

れ
て

い
る

点
等

（
年

次
計

画
）

カ
テ ゴ リ
ー

実
施

主
体

計
画

期
間

評
価

①

「
地

域
の

知
」

の
資

源
の

グ
ロ

ー
バ

ル
な

構
造

化
と

共
有

化
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム

地
域

の
知

の
研

究
資

源
（
古

文
書

、
古

地
図

な
ど

）
を

収
集

・
デ

ジ
タ

ル
化

、
構

造
化

す
る

。
地

域
の

研
究

の
飛

躍
的

発
展

に
資

す
る

。
収

集
、

保
存

管
理

、
検

索
、

分
散

利
用

の
た

め
共

有
化

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

を
開

発
・
構

築
し

、
恒

常
的

拠
点

を
形

成
す

る
。

日
本

語
の

歴
史

的
典

籍
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
構

築

日
本

文
化

の
根

幹
を

な
す

歴
史

的
典

籍
の

活
用

態
勢

が
整

っ
て

い
な

い
。

著
作

権
・
出

版
権

の
法

的
検

討
や

、
新

漢
字

コ
ー

ド
等

の
開

発
の

上
に

、
書

誌
・
原

本
画

像
・
翻

字
テ

キ
ス

ト
が

リ
ン

ク
し

た
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

構
築

し
、

万
人

の
利

用
を

可
能

に
す

る
。

・
明

確
な

目
標

設
定

が
な

さ
れ

た
計

画
で

あ
り

、
新

た
な

文
理

融
合

の
成

功
例

と
な

り
、

広
い

分
野

で
利

用
さ

れ
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
・
本

計
画

は
、

日
本

語
研

究
の

歴
史

的
な

デ
ー

タ
の

集
大

成
で

あ
り

、
国

家
的

事
業

と
し

て
早

急
に

実
施

す
べ

き
。

・
誰

も
が

ア
ク

セ
ス

可
能

な
、

日
本

文
化

を
系

統
的

に
捉

え
る

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

と
し

て
、

社
会

や
国

民
の

理
解

が
得

ら
れ

る
。

・
研

究
者

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
お

け
る

十
分

な
合

意
に

向
け

て
、

さ
ら

な
る

検
討

が
望

ま
れ

る
。

・
我

が
国

が
ア

ジ
ア

を
中

心
に

国
際

的
に

貢
献

し
う

る
計

画
で

あ
る

。
・
「
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
」
が

実
現

す
れ

ば
、

人
文

社
会

科
学

分
野

の
研

究
で

広
く
利

用
さ

れ
、

大
き

く
研

究
が

進
む

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。

開
発

費
：
2
0
、

年
間

運
営

経
費

：
７

（
総

額
9
0
）

H
2
3
－

H
3
2
年

度

a a

初
期

投
資

：
2
0
、

年
間

運
用

経
費

：
年

間
1
9
×

1
0
年

で
1
9
0

東
京

大
学

、
京

都
大

学
、

理
化

学
研

究
所

、
産

業
総

合
研

究
所

、
慶

応
大

学
、

（
独

）
医

薬
基

盤
研

究
所

創
薬

基
盤

拠
点

の
形

成

生
命

科
学

の
進

展
に

よ
り

疾
患

に
関

す
る

理
解

が
格

段
に

深
ま

り
、

創
薬

研
究

の
気

運
が

高
ま

っ
て

い
る

。
し

か
し

日
本

の
大

学
等

の
公

的
機

関
に

は
基

盤
設

備
が

な
い

た
め

、
本

格
的

創
薬

研
究

は
行

え
な

い
状

況
に

あ
る

。
こ

の
恒

常
的

拠
点

形
成

を
目

的
と

し
た

計
画

。

・
本

計
画

の
一

部
は

、
「
最

先
端

研
究

基
盤

事
業

」
に

採
択

さ
れ

た
も

の
で

あ
り

、
当

該
事

業
の

選
定

の
観

点
は

本
作

業
部

会
に

お
け

る
評

価
の

観
点

と
は

異
な

る
も

の
の

、
本

作
業

部
会

に
お

け
る

指
摘

が
採

択
事

業
の

今
後

の
推

進
に

活
か

さ
れ

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

・
オ

ー
ル

ジ
ャ

パ
ン

で
創

薬
基

盤
の

拠
点

形
成

を
目

指
す

こ
と

は
重

要
で

あ
り

、
化

合
物

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

形
成

及
び

供
与

シ
ス

テ
ム

の
構

築
が

諸
外

国
に

比
較

し
て

遅
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
も

、
緊

急
性

は
高

い
。

・
創

薬
を

国
全

体
で

見
通

す
可

能
性

を
有

し
て

お
り

、
創

薬
の

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
を

構
築

す
る

必
要

性
が

あ
る

。
・
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

デ
ー

タ
バ

ン
ク

化
す

る
こ

と
は

、
日

本
の

創
薬

研
究

力
の

向
上

に
と

っ
て

必
須

で
あ

る
。

H
2
2
－

H
3
1

初
期

投
資

：
（
建

設
費

）
9
0
、

年
間

運
用

経
費

1
0

a

・
私

立
大

学
も

含
め

た
多

く
の

大
学

の
参

画
と

、
強

力
な

共
同

利
用

体
制

の
構

築
が

望
ま

れ
る

。
・
学

術
的

に
ど

の
よ

う
に

体
系

的
な

成
果

が
得

ら
れ

る
の

か
を

明
確

に
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

a

c a

・
「
地

域
の

知
」
の

グ
ロ

ー
バ

ル
な

構
造

化
の

必
要

性
を

明
確

に
す

る
必

要
が

あ
る

。
・
ど

こ
ま

で
の

「
地

域
の

知
」
を

対
象

と
し

て
、

ど
こ

ま
で

深
く
研

究
を

推
進

す
る

か
明

確
に

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
デ

ー
タ

収
集

等
の

対
象

地
域

が
日

本
の

ほ
か

、
広

範
囲

な
国

々
に

及
ぶ

こ
と

で
、

成
果

が
中

途
半

端
に

な
ら

な
い

か
懸

念
さ

れ
る

。

【
中

心
機

関
】

京
都

大
学

地
域

研
究

統
合

情
報

セ
ン

タ
ー

、
東

京
大

学
空

間
情

報
科

学
研

究
セ

ン
タ

ー
、

地
域

研
究

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
・
地

理
学

連
携

機
構

【
連

携
機

関
等

】
北

海
道

大
学

、
日

本
大

学
、

立
命

館
大

学
、

東
京

女
子

大
学

、
法

政
大

学
、

東
京

外
国

語
大

学
、

神
奈

川
大

学
、

名
古

屋
大

学
、

奈
良

大
学

、
人

間
文

化
研

究
機

構
、

国
立

情
報

学
研

究
所

　
等

【
中

心
機

関
】

国
文

学
研

究
資

料
館

【
連

携
機

関
等

】
東

京
大

学
大

学
院

人
文

社
会

系
研

究
科

、
名

古
屋

大
学

大
学

院
文

学
研

究
科

、
北

海
道

大
学

大
学

院
文

学
研

究
科

、
東

北
大

学
大

学
院

文
学

研
究

科
、

早
稲

田
大

学
大

学
院

文
学

研
究

科
、

慶
應

義
塾

大
学

大
学

院
文

学
研

究
科

、
京

都
大

学
大

学
院

文
学

研
究

科
、

大
阪

大
学

大
学

院
文

学
研

究
科

、
同

志
社

大
学

大
学

院
文

学
研

究
科

、
九

州
大

学
人

文
科

学
研

究
院

　
等

（
今

後
、

国
立

国
会

図
書

館
・
国

立
公

文
書

館
等

に
も

必
要

に
応

じ
協

力
を

要
請

し
て

ゆ
く
。

）

ＢＢ

生 命 科 学人 文 ・ 社 会 科 学 人 文 ・ 社 会 科 学
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H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
1

H
3
2

H
3
3

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
2
2

H
2
5

H
2
6

H
3
1

H
2
2

H
3
3

建
設

期
間

：
H

2
2
－

H
3
3

運
用

期
間

：
H

2
2
－

建
設

費
：

　
2
0
0

運
用

経
費

：
　

2
0
/
年

Ｌ
Ｈ

Ｄ
：
H

2
2
－

H
3
3
施

設
整

備
及

び
運

転
、

Ｊ
Ｔ

６
０

Ｓ
Ａ

：
H

1
9
－

H
2
7
建

設
、

H
2
7
－

H
2
9
運

転

Ｌ
Ｈ

Ｄ
：
設

備
投

資
1
2
3
、

運
転

実
験

経
費

7
2
1
、

J
T
6
0
S
A

：
設

備
投

資
（
日

本
分

担
）
2
1
7
、

運
営

費
3
4
.4

（
他

、
既

存
設

備
解

体
・

改
造

費
要

）

H
2
2
－

H
3
1

(H
2
5
ま

で
設

備
)

設
備

費
：
6
3
、

運
営

費
等

：
2
0

【
中

心
機

関
】

核
融

合
科

学
研

究
所

、
日

本
原

子
力

研
究

開
発

機
構

【
連

携
機

関
等

】
筑

波
大

学
、

東
北

大
学

、
富

山
大

学
、

京
都

大
学

、
大

阪
大

学
、

九
州

大
学

の
関

連
セ

ン
タ

ー
等

の
大

学
・
研

究
機

関
、

T
h
e
 E

u
ro

pe
an

 J
o
in

t
U

n
de

rt
ak

in
g

・
本

計
画

は
、

独
立

行
政

法
人

が
中

心
的

な
実

施
主

体
と

な
る

も
の

で
あ

り
、

本
作

業
部

会
に

お
け

る
検

討
も

参
考

に
、

科
学

技
術

・
学

術
審

議
会

の
他

の
分

科
会

等
に

お
け

る
検

討
が

期
待

さ
れ

る
。

A

高
強

度
パ

ル
ス

中
性

子
・

ミ
ュ

オ
ン

を
用

い
た

物
質

生
命

科
学

研
究

J
-
P

A
R

C
物

質
生

命
科

学
実

験
施

設
(M

L
F
))

の
中

性
子

お
よ

び
ミ

ュ
オ

ン
実

験
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

ビ
ー

ム
ラ

イ
ン

の
高

度
化

お
よ

び
将

来
計

画
ビ

ー
ム

ラ
イ

ン
の

実
現

に
よ

り
、

物
質

科
学

・
生

命
科

学
分

野
の

研
究

に
強

力
な

ツ
ー

ル
を

提
供

す
る

。

九
州

大
学

応
用

力
学

研
究

所
、

大
阪

大
学

工
学

部
、

電
気

通
信

大
学

、
名

古
屋

大
学

工
学

部
、

東
北

大
学

工
学

部
、

核
融

合
科

学
研

究
所

J
A

E
A

、
K
E
K
 物

質
構

造
科

学
研

究
所

、
J
-
P

A
R

C
 セ

ン
タ

ー
　

等

高
性

能
核

融
合

プ
ラ

ズ
マ

の
定

常
実

証
研

究

核
融

合
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
早

期
実

現
の

た
め

に
は

高
温

高
密

度
プ

ラ
ズ

マ
の

定
常

保
持

の
実

証
が

不
可

欠
で

あ
り

、
核

燃
焼

実
験

炉
計

画
ＩＴ

Ｅ
Ｒ

と
相

補
的

に
我

が
国

独
自

の
ヘ

リ
カ

ル
方

式
に

よ
る

L
H

D
の

最
高

性
能

化
計

画
と

、
ト

カ
マ

ク
方

式
の

J
T
-
6
0
S
A

計
画

が
こ

れ
を

担
う

。

・
２

計
画

が
並

行
し

て
進

め
ら

れ
る

こ
と

と
な

る
が

、
そ

れ
ぞ

れ
に

特
色

が
あ

り
、

相
互

の
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
が

期
待

さ
れ

る
。

・
我

が
国

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

問
題

解
決

へ
の

寄
与

が
期

待
さ

れ
、

国
と

し
て

進
め

る
べ

き
計

画
で

あ
る

。

・
核

融
合

科
学

研
究

所
と

日
本

原
子

力
研

究
開

発
機

構
と

の
協

力
体

制
を

強
化

す
る

と
と

も
に

、
IT

E
R

も
含

め
た

長
期

的
な

見
通

し
と

総
合

的
な

戦
略

を
明

確
に

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
巨

費
を

投
じ

て
き

た
成

果
が

い
つ

確
実

に
出

る
の

か
疑

問
が

残
る

。
・
さ

ら
な

る
基

礎
的

研
究

の
重

要
性

を
社

会
や

国
民

の
理

解
を

得
る

工
夫

が
必

要
で

あ
る

。

B
a

・
本

計
画

の
一

部
は

、
「
最

先
端

研
究

基
盤

事
業

」
に

採
択

さ
れ

た
も

の
で

あ
り

、
当

該
事

業
の

選
定

の
観

点
は

本
作

業
部

会
に

お
け

る
評

価
の

観
点

と
は

異
な

る
も

の
の

、
本

作
業

部
会

に
お

け
る

指
摘

が
採

択
事

業
の

今
後

の
推

進
に

活
か

さ
れ

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

非
平

衡
極

限
プ

ラ
ズ

マ
　

全
国

共
同

連
携

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

研
究

計
画

核
融

合
、

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

密
度

、
ナ

ノ
・
バ

イ
オ

ま
で

広
く
展

開
す

る
最

先
端

プ
ラ

ズ
マ

物
理

研
究

の
方

法
論

を
、

非
平

衡
極

限
プ

ラ
ズ

マ
と

い
う

共
通

学
理

か
ら

連
携

し
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

を
推

進
。

核
融

合
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
実

現
や

新
機

能
物

質
創

成
研

究
を

加
速

A

・
物

質
生

命
科

学
と

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

科
学

技
術

と
い

う
ユ

ニ
ー

ク
な

最
先

端
融

合
に

よ
り

、
新

領
域

の
開

拓
が

期
待

で
き

る
。

・
汎

用
性

の
高

い
装

置
で

あ
る

J
-

P
A

R
C

を
積

極
利

用
す

る
た

め
の

重
要

な
計

画
と

言
え

る
。

・
J
A

E
A

と
K
E
K
と

い
う

目
的

の
異

な
る

機
関

を
超

え
て

検
討

が
進

め
ら

れ
て

お
り

、
実

施
主

体
が

明
確

で
あ

る
。

・
物

性
物

理
学

分
野

に
お

け
る

位
置

づ
け

や
成

果
と

経
費

の
比

較
な

ど
に

基
づ

き
、

優
先

順
位

を
明

確
に

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
・
ビ

ー
ム

ラ
イ

ン
の

実
現

に
よ

る
研

究
イ

ン
フ

ラ
の

整
備

ま
で

を
目

的
と

す
る

の
か

、
物

質
生

命
科

学
研

究
に

お
け

る
ブ

レ
ー

ク
ス

ル
ー

を
起

こ
す

と
こ

ろ
ま

で
推

進
す

る
の

か
、

目
指

す
成

果
を

明
確

化
す

る
こ

と
が

必
要

。
・
社

会
や

国
民

の
理

解
を

得
る

た
め

の
積

極
的

な
活

動
が

求
め

ら
れ

る
。

・
プ

ラ
ズ

マ
サ

イ
エ

ン
ス

を
切

り
口

と
し

た
新

し
い

考
え

に
基

づ
く
チ

ャ
レ

ン
ジ

ン
グ

な
計

画
で

あ
り

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
と

し
て

機
能

す
る

と
考

え
ら

れ
る

。
・
目

標
と

マ
イ

ル
ス

ト
ー

ン
が

明
確

で
あ

り
、

プ
ラ

ズ
マ

乱
流

や
ス

ー
パ

ー
ダ

イ
ヤ

モ
ン

ド
な

ど
、

日
本

の
強

み
を

伸
ば

す
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

・
大

規
模

計
画

と
し

て
の

推
進

の
理

由
が

、
従

来
の

研
究

費
の

枠
組

み
で

は
推

進
が

難
し

い
と

い
う

だ
け

の
印

象
を

受
け

る
た

め
、

社
会

や
国

民
の

理
解

を
得

る
観

点
か

ら
も

明
確

化
す

べ
き

。
・
計

画
の

推
進

体
制

に
関

す
る

必
然

性
が

明
確

で
な

く
、

科
研

費
で

は
実

現
で

き
な

い
研

究
基

盤
の

構
築

が
求

め
ら

れ
る

。

aa

c cb

カ
テ ゴ リ
ー

実
施

主
体

所
要

経
費

（
億

円
）

計
画

期
間

（
年

次
計

画
）

評
価

①
評

価
②

主
な

優
れ

て
い

る
点

等

エ ネ ル ギ ー ・ 環 境 ・ 地 球 科 学エ ネ ル ギ ー ・ 環 境 ・ 地 球 科 学 物 質 ・ 分 析 科 学分 野
計

画
名

称
計

画
概

要
主

な
課

題
・
留

意
点

等
備

考

（
J
T
6
0
S
A

）

（
L
H

D
）

H
2
2

H
3
3
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H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
1

H
3
2

H
3
3

H
2
6

H
3
1

H
2
3

H
2
8

H
2
2

H
2
5

H
3
2

建
設

期
間

：
H

2
3
－

H
2
6

H
2
3
－

H
2
7

運
用

期
間

：
H

2
3
－

H
2
8

建
設

費
総

額
：

3
5
0
、

年
間

運
用

経
費

：
7
0

・
本

計
画

の
一

部
は

、
「
最

先
端

研
究

基
盤

事
業

」
に

採
択

さ
れ

た
も

の
で

あ
り

、
当

該
事

業
の

選
定

の
観

点
は

本
作

業
部

会
に

お
け

る
評

価
の

観
点

と
は

異
な

る
も

の
の

、
本

作
業

部
会

に
お

け
る

指
摘

が
採

択
事

業
の

今
後

の
推

進
に

活
か

さ
れ

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

・
物

理
学

・
物

性
物

理
学

分
野

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

お
い

て
議

論
を

深
め

、
当

該
分

野
の

他
の

計
画

も
含

め
た

優
先

順
位

を
明

確
に

す
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

・
計

画
の

具
体

的
な

方
向

性
を

明
確

化
す

る
こ

と
が

必
要

。

・
本

計
画

の
一

部
は

、
「
最

先
端

研
究

基
盤

事
業

」
に

採
択

さ
れ

た
も

の
で

あ
り

、
当

該
事

業
の

選
定

の
観

点
は

本
作

業
部

会
に

お
け

る
評

価
の

観
点

と
は

異
な

る
も

の
の

、
本

作
業

部
会

に
お

け
る

指
摘

が
採

択
事

業
の

今
後

の
推

進
に

活
か

さ
れ

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

理
化

学
研

究
所

、
高

輝
度

光
科

学
研

究
セ

ン
タ

ー
、

K
E
K

建
設

費
：

　
4
8
0

運
用

経
費

：
 7

5
/
年

建
設

費
：

 3
0
0

運
用

経
費

：
 3

0
/
年

【
中

心
機

関
】

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

加
速

器
研

究
機

構

【
連

携
機

関
等

】
東

京
大

学
、

名
古

屋
大

学
、

東
北

大
学

　
等

・
関

連
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

の
関

係
を

よ
り

明
確

に
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
・
巨

額
の

経
費

を
要

す
る

こ
と

か
ら

、
他

国
と

の
費

用
分

担
も

含
め

多
角

的
な

検
討

を
行

い
つ

つ
、

社
会

や
国

民
へ

の
更

な
る

理
解

増
進

活
動

に
努

め
る

こ
と

が
必

要
。

建
設

期
間

H
2
2
－

H
2
5

運
転

期
間

H
2
5
－

H
3
2

a

・
生

命
科

学
も

含
め

た
ユ

ー
ザ

ー
の

範
囲

が
極

め
て

広
い

た
め

、
ビ

ー
ム

ラ
イ

ン
の

増
設

計
画

等
の

段
階

に
お

い
て

幅
広

い
意

見
集

約
を

行
う

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

・
産

業
界

か
ら

の
支

援
も

含
め

、
幅

広
い

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
を

得
な

が
ら

計
画

の
実

現
性

を
高

め
て

い
く
べ

き
。

建
設

期
間

：
H

2
4
－

H
2
6

H
2
9
－

H
3
1

運
用

期
間

：
H

2
6
－

H
3
1

評
価

②
主

な
優

れ
て

い
る

点
等

放
射

光
科

学
の

将
来

計
画

S
u
pe

r-
K
E
K
B

計
画

と
の

連
携

に
よ

る
超

高
輝

度
軟

Ｘ
線

・
V

U
V

光
源

の
整

備
（
K
E
K
-
X
計

画
）
、

お
よ

び
S
P

ri
n
g-

8
の

改
造

に
よ

る
回

折
限

界
エ

ミ
ッ

タ
ン

ス
を

持
つ

X
線

用
蓄

積
リ

ン
グ

型
放

射
光

源
の

実
現

（
S
P

ri
n
g-

8
 I
I計

画
）
。

・
物

質
・
分

析
科

学
分

野
の

ユ
ー

ザ
ー

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
た

め
の

汎
用

的
な

大
型

施
設

で
あ

り
、

日
本

の
国

策
と

し
て

推
進

さ
れ

る
べ

き
計

画
で

あ
る

。
・
純

粋
科

学
か

ら
応

用
科

学
ま

で
幅

広
く
、

学
術

全
体

へ
の

大
き

な
波

及
効

果
が

期
待

さ
れ

、
国

民
の

理
解

も
得

ら
れ

や
す

い
。

・
実

施
主

体
に

つ
い

て
、

共
同

利
用

・
共

同
研

究
の

実
績

が
認

め
ら

れ
る

と
と

も
に

、
そ

れ
ぞ

れ
の

個
性

を
活

か
し

た
責

任
体

制
が

明
確

に
な

っ
て

い
る

。

A

強
磁

場
コ

ラ
ボ

ラ
ト

リ
ー

（次
世

代
強

磁
場

施
設

）
計

画

我
が

国
の

主
要

強
磁

場
施

設
の

連
携

に
よ

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
型

研
究

拠
点

（
強

磁
場

コ
ラ

ボ
ラ

ト
リ

ー
）
を

構
築

し
、

パ
ル

ス
お

よ
び

定
常

強
磁

場
の

特
徴

を
活

か
し

た
オ

ー
ル

ジ
ャ

パ
ン

の
運

営
体

制
で

共
同

利
用

・
共

同
研

究
を

推
進

す
る

。

A
a

b

東
京

大
学

物
性

研
究

所
、

大
阪

大
学

極
限

量
子

科
学

研
究

セ
ン

タ
ー

、
東

北
大

学
金

属
材

料
研

究
所

、
（
独

）
物

質
材

料
研

究
機

構

・
日

本
が

誇
る

伝
統

あ
る

研
究

領
域

で
あ

り
、

生
命

科
学

等
と

の
融

合
に

よ
り

新
し

い
領

域
を

生
み

出
す

ダ
イ

ナ
ミ

ズ
ム

が
期

待
で

き
る

。
・
成

果
が

生
産

活
動

や
生

活
に

結
び

つ
く
こ

と
が

期
待

さ
れ

、
社

会
や

国
民

の
理

解
が

得
ら

れ
る

。

B
フ

ァ
ク

ト
リ

ー
加

速
器

の
高

度
化

に
よ

る
新

し
い

物
理

法
則

の
探

求

K
E
K
B

の
ビ

ー
ム

衝
突

性
能

を
4
0
倍

増
強

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
宇

宙
初

期
に

起
こ

っ
た

は
ず

の
極

め
て

ま
れ

な
現

象
を

再
現

し
、

そ
こ

に
現

れ
る

未
知

の
粒

子
や

力
の

性
質

を
明

ら
か

に
す

る
。

そ
れ

に
よ

っ
て

、
新

し
い

物
理

法
則

の
全

容
解

明
を

図
り

、
宇

宙
か

ら
反

物
質

が
消

え
た

謎
に

迫
る

。

・
競

争
相

手
が

撤
退

し
、

世
界

か
ら

期
待

さ
れ

て
お

り
、

日
本

が
進

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
計

画
。

・
国

際
的

に
日

本
の

当
該

分
野

の
地

位
は

高
く
、

目
指

す
成

果
の

科
学

的
意

義
も

大
き

い
。

・
世

界
の

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
引

き
つ

づ
き

発
展

さ
せ

て
い

く
べ

き
で

あ
る

。
・
準

備
が

十
分

に
整

っ
て

お
り

、
長

期
的

に
重

要
な

計
画

。
・
ノ

ー
ベ

ル
賞

以
来

、
当

該
分

野
に

対
す

る
国

民
の

期
待

は
大

き
い

。

A
a

a

評
価

①

b

物 質 ・ 分 析 科 学物 質 ・ 分 析 科 学 物 理 科 学 ・ 工 学分 野
計

画
名

称
計

画
概

要
カ

テ ゴ リ
ー

実
施

主
体

所
要

経
費

（
億

円
）

計
画

期
間

（
年

次
計

画
）

主
な

課
題

・
留

意
点

等
備

考

H
2
4

H
2
9

H
2
7
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H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
1

H
3
2

H
3
3

H
2
2

H
2
6

H
2
7

H
3
1

H
2
3

H
2
7

H
2
8

H
3
0

H
2
3
－

H
2
7

（
建

設
）

H
2
8
－

H
2
9

（
試

運
転

）
H

3
0
－

(運
用

(1
0
年

以
上

)）

建
設

費
：
1
5
5
、

運
用

経
費

：
4
.3

2
/
年

H
2
4
－

H
3
1

（
建

設
）

H
3
0
－

（
運

用
）

建
設

費
：
1
3
0
0
、

運
用

経
費

：
5
0
 /

年 （
日

本
は

各
1
/
4

程
度

を
分

担
）

・
本

計
画

の
一

部
は

、
「
最

先
端

研
究

基
盤

事
業

」
に

採
択

さ
れ

た
も

の
で

あ
り

、
当

該
事

業
の

選
定

の
観

点
は

本
作

業
部

会
に

お
け

る
評

価
の

観
点

と
は

異
な

る
も

の
の

、
本

作
業

部
会

に
お

け
る

指
摘

が
採

択
事

業
の

今
後

の
推

進
に

活
か

さ
れ

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

・
ハ

イ
リ

ス
ク

・
ハ

イ
リ

タ
ー

ン
の

計
画

で
あ

り
、

計
画

実
施

に
あ

た
っ

て
は

十
分

な
国

民
理

解
と

支
持

が
必

要
で

あ
り

、
青

少
年

に
夢

を
与

え
る

よ
う

な
広

報
活

動
を

期
待

す
る

。
・
宇

宙
観

に
ど

の
よ

う
な

イ
ン

パ
ク

ト
を

与
え

う
る

の
か

、
更

な
る

明
確

化
が

望
ま

れ
る

。主
な

課
題

・
留

意
点

等

A A

【
中

心
機

関
】

東
京

大
学

宇
宙

線
研

究
所

【
連

携
機

関
等

】
国

立
天

文
台

、
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
加

速
器

研
究

機
構

、
東

京
大

学
理

学
系

研
究

科
、

東
京

大
学

新
領

域
研

究
科

、
電

気
通

信
大

レ
ー

ザ
ー

セ
ン

タ
ー

、
産

業
総

合
研

究
所

、
東

京
大

学
地

震
研

究
所

、
大

阪
市

立
大

学
理

学
研

究
科

、
京

都
大

学
理

学
研

究
科

・
原

研
と

K
E
K
の

体
制

を
さ

ら
に

強
化

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
費

用
な

ど
に

つ
い

て
明

確
な

方
針

を
出

す
べ

き
。

・
原

子
核

物
理

や
J
-
P

A
R

C
に

つ
い

て
十

分
な

理
解

が
得

ら
れ

て
い

な
い

点
が

あ
る

こ
と

、
巨

額
の

経
費

を
要

す
る

こ
と

か
ら

、
他

国
と

の
費

用
分

担
も

含
め

多
角

的
な

検
討

を
行

い
、

社
会

や
国

民
へ

の
理

解
増

進
に

努
め

る
こ

と
が

必
要

。

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

合
意

の
も

と
に

長
期

的
に

準
備

さ
れ

て
き

た
計

画
で

あ
り

、
今

着
手

す
れ

ば
、

確
実

な
成

果
に

つ
な

が
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
・
世

界
の

競
争

に
勝

つ
た

め
に

は
、

今
年

が
最

後
の

チ
ャ

ン
ス

で
あ

り
、

緊
急

性
が

高
い

。
・
建

設
サ

イ
ト

や
準

備
状

況
の

観
点

か
ら

、
我

が
国

の
優

位
性

を
活

か
し

た
計

画
で

あ
り

、
学

術
的

な
意

義
も

大
き

い
。

・
小

型
モ

デ
ル

に
よ

る
予

備
実

験
が

進
ん

で
お

り
、

諸
外

国
と

の
競

争
の

中
に

あ
っ

て
、

計
画

の
妥

当
性

と
戦

略
性

は
大

き
い

。

3
0
m

光
赤

外
線

望
遠

鏡
（
T
M

T
）
計

画

直
径

3
0
m

の
光

赤
外

望
遠

鏡
を

ハ
ワ

イ
に

建
設

し
、

ダ
ー

ク
マ

タ
ー

・
ダ

ー
ク

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

物
理

、
初

期
宇

宙
の

銀
河

形
成

史
、

太
陽

系
外

惑
星

特
に

生
命

が
存

在
し

得
る

地
球

型
惑

星
の

探
査

、
ブ

ラ
ッ

ク
ホ

ー
ル

の
物

理
の

解
明

な
ど

、
広

範
な

宇
宙

解
明

の
最

前
線

を
開

く
。

・
「
す

ば
る

望
遠

鏡
」
と

の
効

果
的

な
協

働
や

、
鏡

の
作

成
を

日
本

が
担

う
こ

と
な

ど
、

計
画

の
妥

当
性

が
高

い
。

・
国

際
協

力
に

よ
る

計
画

で
あ

る
も

の
の

、
実

施
主

体
が

明
確

で
あ

り
、

共
同

利
用

体
制

に
つ

い
て

も
十

分
な

実
績

を
有

し
て

い
る

。
・
宇

宙
天

体
に

関
す

る
知

の
蓄

積
は

戦
略

性
の

観
点

か
ら

重
要

で
あ

り
、

国
際

協
力

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

社
会

や
国

民
の

理
解

も
得

ら
れ

る
。

J
-
P

A
R

C
加

速
器

の
高

度
化

に
よ

る
物

質
の

起
源

の
解

明

J
-
P

A
R

C
加

速
器

の
主

リ
ン

グ
ビ

ー
ム

強
度

の
増

強
、

ニ
ュ

ー
ト

リ
ノ

ビ
ー

ム
ラ

イ
ン

の
大

強
度

対
応

、
ハ

ド
ロ

ン
実

験
施

設
の

拡
張

と
ビ

ー
ム

ラ
イ

ン
の

整
備

を
行

い
、

さ
ま

ざ
ま

な
ビ

ー
ム

を
用

い
た

素
粒

子
原

子
核

実
験

を
世

界
最

高
感

度
で

行
う

。

・
カ

ミ
オ

カ
ン

デ
を

利
用

す
る

計
画

と
し

て
我

が
国

で
進

め
る

価
値

・
利

点
が

あ
る

。
・
フ

ァ
シ

リ
テ

ィ
（
加

速
器

）
が

あ
る

の
に

利
用

で
き

な
い

状
況

は
非

効
率

的
で

あ
り

、
実

験
施

設
拡

充
の

緊
急

性
は

高
い

。
・
基

礎
科

学
と

原
子

力
開

発
研

究
を

統
合

す
る

ア
プ

ロ
ー

チ
に

意
義

が
あ

り
、

実
績

も
あ

る
。

・
国

際
的

に
日

本
の

当
該

分
野

の
地

位
は

高
く
、

目
指

す
成

果
の

科
学

的
意

義
も

大
き

い
。

・
世

界
の

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
引

き
つ

づ
き

発
展

さ
せ

て
い

く
べ

き
で

あ
る

。

A

評
価

①
評

価
②

【
中

心
機

関
】

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

加
速

器
研

究
機

構
（
K
E
K
）

【
連

携
機

関
等

】
日

本
原

子
力

研
究

開
発

機
構

、
理

化
学

研
究

所
仁

科
加

速
器

研
究

セ
ン

タ
ー

（
予

定
）
、

大
阪

大
学

核
物

理
研

究
セ

ン
タ

ー
（
予

定
）
、

東
京

大
学

宇
宙

線
研

究
所

（
予

定
）

等

建
設

期
間

H
2
2
－

H
2
6

運
転

期
間

H
2
7
－

H
3
1

建
設

費
総

額
：

3
8
0
、

年
間

運
用

経
費

：
2
5

a
a

大
型

低
温

重
力

波
望

遠
鏡

（
L
C

G
T
）
計

画

人
類

が
い

ま
だ

観
測

し
た

こ
と

が
な

い
重

力
波

を
捉

え
る

超
高

感
度

レ
ー

ザ
ー

干
渉

計
を

建
設

し
、

世
界

初
検

出
を

目
指

す
。

７
億

光
年

先
ま

で
観

測
可

能
な

感
度

を
実

現
す

る
た

め
に

、
世

界
で

初
め

て
冷

却
し

た
鏡

を
用

い
、

地
下

設
置

と
す

る
。

a a

・
米

国
主

導
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

我
が

国
の

プ
レ

ゼ
ン

ス
の

確
保

に
関

す
る

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
努

力
が

期
待

さ
れ

る
。

・
運

営
経

費
も

含
め

て
巨

額
の

経
費

を
要

す
る

計
画

で
あ

り
、

社
会

や
国

民
の

理
解

を
得

る
こ

と
が

重
要

。

【
中

心
機

関
】

自
然

科
学

研
究

機
構

国
立

天
文

台

【
連

携
機

関
等

】
東

京
大

学
、

京
都

大
学

、
東

北
大

学
、

広
島

大
学

、
名

古
屋

大
学

、
北

海
道

大
学

、
大

阪
大

学
、

東
京

工
業

大
学

、
愛

媛
大

学
、

茨
城

大
学

、
埼

玉
大

学
　

等

主
な

優
れ

て
い

る
点

等

a a

物 理 科 学 ・ 工 学 物 理 科 学 ・ 工 学 物 理 科 学 ・ 工 学分 野
計

画
名

称
計

画
概

要
カ

テ ゴ リ
ー

実
施

主
体

所
要

経
費

（
億

円
）

計
画

期
間

（
年

次
計

画
）

備
考

H
2
4

H
3
1
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H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
1

H
3
2

H
3
3

H
2
2

H
3
1

H
2
3

H
2
5

H
2
6

H
2
8

H
2
3

H
3
0

H
2
3
－

H
2
5
年

度
：
大

型
装

置
設

置
、

H
2
6
－

H
2
8
年

度
：
研

究
課

題
実

施

H
2
2
－

H
3
1

初
期

投
資

：
6
0
、

運
用

経
費

：
3
8

×
1
0
年

総
額

：
9
0

（
初

期
投

資
：

8
4
、

運
営

費
等

：
6
）

・
本

計
画

は
、

独
立

行
政

法
人

が
中

心
的

な
実

施
主

体
と

な
る

も
の

で
あ

り
、

本
作

業
部

会
に

お
け

る
検

討
も

参
考

に
、

科
学

技
術

・
学

術
審

議
会

の
他

の
分

科
会

等
に

お
け

る
検

討
が

期
待

さ
れ

る
。

BB

【
中

心
機

関
】

大
阪

大
学

レ
ー

ザ
ー

エ
ネ

ル
ギ

ー
学

研
究

セ
ン

タ
ー

【
連

携
機

関
等

】
大

阪
大

学
光

科
学

セ
ン

タ
ー

、
原

子
力

研
究

開
発

機
構

関
西

研
究

所

人
類

社
会

の
持

続
的

発
展

に
は

原
子

力
・
放

射
線

の
利

用
が

必
要

で
あ

る
。

本
計

画
で

は
、

研
究

炉
・
加

速
器

を
用

い
る

共
同

利
用

・
共

同
研

究
を

軸
に

、
複

合
的

な
原

子
力

科
学

の
発

展
と

有
効

利
用

に
向

け
た

先
導

的
研

究
を

推
進

し
、

そ
の

拠
点

を
形

成
す

る
。

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

密
度

科
学

研
究

推
進

計
画

サ
ブ

エ
ク

サ
ワ

ッ
ト

レ
ー

ザ
ー

を
開

発
し

、
前

人
未

踏
の

超
強

度
場

を
実

現
す

る
こ

と
に

よ
り

、
相

対
論

的
プ

ラ
ズ

マ
物

理
、

非
線

形
量

子
電

磁
力

学
を

開
拓

す
る

。
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
密

度
科

学
の

フ
ロ

ン
テ

ィ
ア

で
あ

る
超

高
強

度
場

の
国

際
研

究
拠

点
を

目
指

す
。

・
日

本
の

特
色

を
活

か
す

計
画

で
あ

り
、

技
術

的
に

は
大

き
な

成
果

が
期

待
さ

れ
る

。
・
超

高
強

度
レ

ー
ザ

ー
に

よ
っ

て
新

し
い

研
究

分
野

へ
の

拡
が

り
が

期
待

さ
れ

る
。

・
研

究
者

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

か
ら

の
サ

ポ
ー

ト
や

共
同

研
究

へ
の

展
開

に
お

い
て

不
十

分
な

点
が

あ
る

。
・
グ

リ
ー

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

等
と

結
び

つ
け

ず
に

、
本

計
画

が
目

指
す

本
質

を
明

確
に

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

・
京

大
の

原
子

炉
実

験
所

を
中

心
と

し
た

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
責

任
体

制
が

明
確

に
な

っ
て

い
る

。
・
大

学
が

有
す

る
我

が
国

唯
一

の
教

育
・
研

究
用

の
原

子
炉

と
し

て
、

運
転

を
持

続
さ

せ
る

と
と

も
に

、
維

持
発

展
す

べ
き

。
・
利

用
分

野
は

広
が

っ
て

お
り

、
特

に
ガ

ン
治

療
な

ど
の

医
用

に
つ

い
て

国
民

の
理

解
が

得
ら

れ
る

。
・
原

子
力

人
材

を
育

て
る

教
育

機
関

と
し

て
も

重
要

な
役

割
を

担
う

。

・
オ

ー
ル

ジ
ャ

パ
ン

と
し

て
の

原
子

力
研

究
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
お

ら
ず

、
大

学
や

独
法

全
体

に
お

け
る

検
討

が
必

要
。

・
期

待
さ

れ
る

成
果

と
緊

急
性

に
つ

い
て

更
な

る
ア

ピ
ー

ル
が

必
要

。

京
都

大
学

原
子

炉
実

験
所

a
a

複
合

原
子

力
科

学
の

有
効

利
用

に
向

け
た

先
導

的
研

究
の

推
進

次
世

代
赤

外
線

天
文

衛
星

（S
P

IC
A

）計
画

「
ビ

ッ
グ

バ
ン

か
ら

生
命

の
誕

生
ま

で
」
の

宇
宙

史
の

解
明

を
目

指
す

赤
外

線
天

文
衛

星
。

絶
対

温
度

6
K
ま

で
冷

却
し

た
口

径
3
m

級
の

大
型

望
遠

鏡
を

搭
載

す
る

こ
と

に
よ

り
、

赤
外

線
で

の
圧

倒
的

な
高

感
度

を
達

成
す

る
。

日
欧

協
力

を
軸

と
し

た
国

際
ミ

ッ
シ

ョ
ン

。

・
我

が
国

が
中

心
と

な
っ

て
推

進
す

べ
き

計
画

で
あ

り
、

国
際

的
な

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
が

期
待

で
き

る
。

・
国

際
協

力
の

も
と

で
計

画
が

進
め

ら
れ

る
こ

と
や

、
冷

却
シ

ス
テ

ム
の

ス
ピ

ン
ア

ウ
ト

が
期

待
で

き
る

点
に

お
い

て
学

術
的

な
意

義
が

高
く
、

社
会

や
国

民
の

理
解

も
得

ら
れ

や
す

い
。

・
J
A

X
A

を
中

心
に

約
1
0
年

に
亘

っ
て

入
念

に
計

画
が

準
備

さ
れ

て
き

た
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

・
宇

宙
科

学
全

体
に

お
け

る
プ

ラ
イ

オ
リ

テ
ィ

と
人

知
に

も
た

ら
す

イ
ン

パ
ク

ト
を

明
確

に
す

る
必

要
が

あ
る

。
・
費

用
分

担
も

含
め

た
国

際
協

力
・
国

際
共

同
体

制
が

重
要

で
あ

り
、

計
画

の
更

な
る

強
化

を
期

待
。

宇
宙

航
空

研
究

開
発

機
構

、
東

京
大

学
、

名
古

屋
大

学
、

国
立

天
文

台
、

欧
州

宇
宙

機
構

 (
E
S
A

)、
S
P

IC
A

 観
測

装
置

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
（
約

1
0
 カ

国
）
、

韓
国

国
立

天
文

台
(K

A
S
I)
、

ソ
ウ

ル
大

学
、

N
A

S
A

　
等

H
2
3
－

H
3
0

（
建

設
期

間
）

H
3
0
－

H
3
5

(運
用

）

A
製

作
：
3
3
0
、

運
用

費
等

：
5
.6

/
年

a a

主
な

優
れ

て
い

る
点

等
評

価
①

評
価

② b b

物 理 科 学 ・ 工 学物 理 科 学 ・ 工 学 宇 宙 空 間 科 学分 野
計

画
名

称
計

画
概

要
カ

テ ゴ リ
ー

実
施

主
体

所
要

経
費

（
億

円
）

計
画

期
間

（
年

次
計

画
）

主
な

課
題

・
留

意
点

等
備

考
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H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
1

H
3
2

H
3
3

H
2
5

H
2
8

H
2
3

H
2
9

H
3
0

H
2
3

運
用

経
費

：
1
0
/

年

・
天

文
学

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
長

期
的

計
画

に
お

い
て

優
位

性
が

高
く
、

緊
急

性
も

高
い

と
認

め
ら

れ
る

。
・
こ

れ
ま

で
の

天
文

衛
星

の
中

で
も

最
大

規
模

を
誇

り
、

Ｘ
線

天
文

学
の

到
達

点
の

一
つ

と
し

て
学

術
的

な
意

義
が

大
き

く
、

世
界

を
リ

ー
ド

す
る

成
果

が
期

待
さ

れ
る

。
・
研

究
者

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

内
の

議
論

に
基

づ
き

十
分

な
合

意
が

な
さ

れ
て

お
り

、
こ

れ
ま

で
の

実
績

か
ら

、
共

同
利

用
体

制
も

確
立

さ
れ

て
い

る
。

・
費

用
分

担
も

含
め

、
諸

外
国

と
の

一
層

の
連

携
強

化
が

望
ま

れ
る

。
・
巨

額
の

経
費

を
要

す
る

こ
と

か
ら

、
期

待
さ

れ
る

成
果

に
つ

い
て

の
積

極
的

な
理

解
増

進
活

動
が

必
要

。

H
2
1
－

H
2
5

（
建

設
期

間
）

H
2
5
－

H
2
8
(第

一
期

運
用

)

製
作

：
約

1
6
7
、

運
用

費
等

：
４

/
年

・
本

計
画

の
一

部
は

、
「
最

先
端

研
究

基
盤

事
業

」
に

採
択

さ
れ

た
も

の
で

あ
り

、
当

該
事

業
の

選
定

の
観

点
は

本
作

業
部

会
に

お
け

る
評

価
の

観
点

と
は

異
な

る
も

の
の

、
本

作
業

部
会

に
お

け
る

指
摘

が
採

択
事

業
の

今
後

の
推

進
に

活
か

さ
れ

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

・
本

計
画

は
、

独
立

行
政

法
人

が
中

心
的

な
実

施
主

体
と

な
る

も
の

で
あ

り
、

本
作

業
部

会
に

お
け

る
検

討
も

参
考

に
、

科
学

技
術

・
学

術
審

議
会

の
他

の
分

科
会

等
に

お
け

る
検

討
が

期
待

さ
れ

る
。

・
当

該
計

画
で

国
際

競
争

の
最

先
端

に
な

り
う

る
の

か
疑

問
が

残
る

。
・
素

粒
子

や
天

文
、

物
性

・
分

子
物

理
分

析
と

い
っ

た
分

野
で

機
関

間
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
組

ま
れ

る
が

、
こ

れ
ら

の
分

野
か

ら
提

案
さ

れ
て

い
る

大
型

研
究

と
の

強
い

連
携

が
求

め
ら

れ
る

。
・
共

同
利

用
・
共

同
研

究
拠

点
と

し
て

の
活

動
の

延
長

に
あ

り
、

緊
急

性
を

明
確

に
す

る
必

要
が

あ
る

。

備
考

・
e
-
S
c
ie

n
c
e
へ

の
対

応
は

、
国

が
戦

略
的

に
取

り
組

む
べ

き
も

の
で

あ
り

、
情

報
基

盤
群

の
有

効
活

用
は

国
民

の
理

解
も

得
ら

れ
る

。
・
多

く
の

科
学

分
野

の
基

盤
と

し
て

、
学

術
的

な
意

義
が

大
き

い
。

運
用

期
間

:
H

2
3
－

c
a

B

国
立

情
報

学
研

究
所

、
学

際
大

規
模

情
報

基
盤

共
同

利
用

・
共

同
研

究
拠

点
（
北

海
道

大
学

、
東

北
大

学
、

東
京

大
学

、
東

京
工

業
大

学
、

名
古

屋
大

学
、

京
都

大
学

、
大

阪
大

学
、

九
州

大
学

の
情

報
基

盤
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

型
拠

点
）

A

・
学

術
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

し
て

、
「
ど

の
よ

う
な

方
法

で
何

を
ど

こ
ま

で
明

ら
か

に
す

る
か

」
を

明
確

に
す

る
必

要
が

あ
る

。
・
計

画
の

焦
点

が
絞

ら
れ

て
い

な
い

こ
と

や
、

プ
ラ

ズ
マ

宇
宙

観
に

関
す

る
理

解
が

困
難

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

よ
り

活
発

に
広

報
を

行
い

、
計

画
の

意
義

を
国

民
に

伝
え

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
・
組

織
だ

っ
た

共
同

利
用

体
制

の
確

立
と

、
経

費
分

担
も

含
め

た
国

際
協

力
・
国

際
共

同
の

一
層

の
強

化
が

望
ま

れ
る

。

ア
ス

ト
ロ

-
H

（
A

S
T
R

O
-
H

）
計

画

宇
宙

の
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
な

進
化

と
エ

ネ
ル

ギ
ー

集
中

過
程

の
解

明
を

目
指

し
、

X
線

超
精

密
分

光
と

広
帯

域
観

測
に

よ
り

銀
河

団
内

部
の

高
温

ガ
ス

の
運

動
を

測
定

し
、

厚
い

周
辺

物
質

に
隠

さ
れ

た
巨

大
ブ

ラ
ッ

ク
ホ

ー
ル

の
誕

生
と

成
長

の
過

程
を

明
ら

か
に

す
る

複
数

衛
星

に
よ

る
地

球
磁

気
圏

探
査

（
S
C

O
P

E
）
計

画

主
な

課
題

・
留

意
点

等
主

な
優

れ
て

い
る

点
等

宇
宙

プ
ラ

ズ
マ

の
「
そ

の
場

」
で

衛
星

編
隊

に
よ

る
同

時
マ

ル
チ

・
ス

ケ
ー

ル
観

測
を

実
施

し
、

磁
気

圏
現

象
に

お
け

る
大

規
模

ダ
イ

ナ
ミ

ク
ス

と
鍵

と
な

る
ミ

ク
ロ

物
理

と
の

連
携

（
ス

ケ
ー

ル
間

結
合

）
を

理
解

す
る

た
め

の
実

証
的

基
盤

を
与

え
る

。

・
我

が
国

の
お

家
芸

で
あ

る
地

球
電

磁
気

圏
観

測
を

マ
ル

チ
ス

ケ
ー

ル
で

行
う

も
の

で
あ

り
、

磁
気

圏
の

探
索

に
は

未
だ

開
発

す
べ

き
余

地
が

残
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

も
、

成
果

が
期

待
さ

れ
る

。
・
「
プ

ラ
ズ

マ
宇

宙
観

」
を

確
立

し
て

い
く
た

め
に

も
重

要
な

計
画

で
あ

り
、

学
術

的
な

意
義

が
大

き
い

。
・
研

究
者

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

内
の

議
論

に
基

づ
き

十
分

な
合

意
が

な
さ

れ
て

い
る

。

【
中

心
機

関
】

J
A

X
A

 宇
宙

科
学

研
究

本
部

【
連

携
機

関
等

】
東

京
大

学
、

京
都

大
学

、
名

古
屋

大
学

　
等

A

H
2
3
－

H
2
9

（
建

設
期

間
）

H
3
0
－

 （
運

用
）

【
中

心
機

関
】

宇
宙

航
空

研
究

開
発

機
構

【
関

係
機

関
】

N
A

S
A

、
名

古
屋

大
学

、
愛

媛
大

学
、

首
都

大
学

、
金

沢
大

学
、

埼
玉

大
学

、
理

化
学

研
究

所
、

S
R

O
N

、
大

阪
大

学
、

京
都

大
学

、
東

京
大

学
、

S
ta

n
fo

rd
 U

.、
広

島
大

学
、

早
稲

田
大

学
、

青
山

学
院

大
学

、
E
S
A

、
Y
al

e
 U

.、
W

is
c
o
n
si

n
 U

.、
S
T
S
c
I、

M
IT

、
M

P
I-

K
、

県
立

ぐ
ん

ま
天

文
台

、
工

学
院

大
学

、
神

戸
大

学
、

C
o
lu

m
bi

a 
U

.、
C

E
A

-
D

S
M

-
IR

F
U

、
C

fA
、

H
ar

va
rd

、
S
ai

n
t

M
ar

y’
s 

U
.、

D
u
rh

am
 U

.、
D

u
bl

in
In

st
it
u
te

 f
o
r 

A
dv

an
c
e
d

S
tu

di
e
s、

中
央

大
学

、
中

部
大

学
、

筑
波

大
学

、
東

京
工

業
大

学
、

東
京

理
科

大
学

、
東

邦
大

学
、

奈
良

女
子

大
学

、
日

本
大

学
、

日
本

福
祉

大
学

、
物

質
材

料
機

構
、

M
ic

h
ig

an
U

.、
宮

崎
大

学
、

U
. 
G

e
n
e
va

、
U

.
M

ar
yl

an
d　

等

製
作

：
1
8
5
、

運
用

費
等

：
４

/
年

a
c

大
規

模
分

散
型

高
性

能
計

算
お

よ
び

デ
ー

タ
共

有
シ

ス
テ

ム

学
術

を
推

進
す

る
た

め
に

必
要

と
な

る
最

新
鋭

の
ク

ラ
ウ

ド
型

計
算

資
源

お
よ

び
大

規
模

な
ス

ト
レ

ー
ジ

を
効

果
的

に
分

散
配

備
し

、
広

い
分

野
の

研
究

者
の

利
用

に
供

す
る

た
め

の
共

有
分

散
型

情
報

基
盤

の
整

備
と

必
要

な
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

研
究

開
発

を
推

進
す

る
。

初
期

4
年

の
成

果
を

評
価

し
、

恒
常

的
な

運
用

を
目

指
す

。

・
本

計
画

は
、

独
立

行
政

法
人

が
中

心
的

な
実

施
主

体
と

な
る

も
の

で
あ

り
、

本
作

業
部

会
に

お
け

る
検

討
も

参
考

に
、

科
学

技
術

・
学

術
審

議
会

の
他

の
分

科
会

等
に

お
け

る
検

討
が

期
待

さ
れ

る
。

a

評
価

①
評

価
② a

宇 宙 空 間 科 学 情 報 イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ ー宇 宙 空 間 科 学分 野
計

画
名

称
計

画
概

要
カ

テ ゴ リ
ー

実
施

主
体

所
要

経
費

（
億

円
）

計
画

期
間

（
年

次
計

画
）
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２
．
上

記
１
以

外
の
計

画
（
２
５
計

画
）

H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
1

H
3
2

H
3
3

H
2
3

H
2
8

H
2
2

H
2
5

H
2
6

H
3
1

H
2
2

H
3
1

H
2
2
－

H
2
5
：

建
設

期
間

H
2
6
－

H
3
1
：

運
転

・
運

用
期

間 H
2
2
－

H
3
1

備
考

・
様

々
な

機
関

に
お

い
て

「
心

の
健

康
」
の

課
題

が
取

り
組

ま
れ

て
い

る
中

で
、

本
計

画
の

優
位

性
を

明
ら

か
に

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
大

型
研

究
と

し
て

の
期

待
に

ど
の

よ
う

に
応

え
て

い
く
の

か
、

戦
略

性
と

具
体

性
を

よ
り

明
確

に
す

る
必

要
が

あ
る

。
・
成

果
の

明
確

化
や

社
会

へ
の

実
装

の
観

点
か

ら
十

分
な

準
備

が
行

わ
れ

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

・
本

計
画

は
、

「
最

先
端

研
究

基
盤

事
業

」
に

採
択

さ
れ

た
も

の
で

あ
り

、
当

該
事

業
の

選
定

の
観

点
は

本
作

業
部

会
に

お
け

る
評

価
の

観
点

と
は

異
な

る
も

の
の

、
本

作
業

部
会

に
お

け
る

指
摘

が
採

択
事

業
の

今
後

の
推

進
に

活
か

さ
れ

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

【
中

心
機

関
】

京
都

大
学

総
合

人
間

研
究

ユ
ニ

ッ
ト

（
文

・
教

育
・
総

合
人

間
学

部
・
人

間
環

境
学

研
究

科
・
情

報
学

・
こ

こ
ろ

の
未

来
研

究
セ

ン
タ

ー
、

霊
長

類
研

究
所

、
野

生
動

物
研

究
セ

ン
タ

ー
、

高
次

脳
機

能
研

究
セ

ン
タ

ー
、

高
等

教
育

研
究

開
発

推
進

セ
ン

タ
ー

か
ら

構
成

）

【
連

携
機

関
等

】
慶

応
義

塾
大

学
人

間
知

性
研

究
所

（
慶

応
大

と
理

化
学

研
究

所
の

共
同

構
成

）
、

北
海

道
大

学
社

会
科

学
実

験
研

究
セ

ン
タ

ー
、

東
京

大
学

進
化

認
知

科
学

研
究

セ
ン

タ
ー

、
お

茶
の

水
女

子
大

学
生

涯
発

達
追

跡
研

究
セ

ン
タ

ー
、

玉
川

大
学

脳
科

学
研

究
所

（
米

国
カ

リ
フ

ォ
ル

ニ
ア

工
科

大
学

と
の

国
際

連
携

）
、

理
化

学
研

究
所

脳
科

学
総

合
研

究
セ

ン
タ

ー
、

自
然

科
学

研
究

機
構

生
理

学
研

究
所

（
機

構
内

で
の

領
域

融
合

セ
ン

タ
ー

を
含

む
）

初
期

投
資

：
1
6
、

年
間

運
用

経
費

：
9

5
6

H
2
3
－

H
2
8

・
心

が
起

因
す

る
社

会
問

題
が

多
い

中
に

あ
っ

て
、

心
の

問
題

に
は

社
会

的
な

要
請

・
注

目
が

あ
り

、
現

代
的

問
題

解
決

に
向

け
た

学
術

面
か

ら
の

貢
献

が
具

現
化

す
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
・
科

学
的

に
興

味
深

い
大

き
な

テ
ー

マ
の

研
究

計
画

で
あ

り
、

挑
戦

的
な

ア
プ

ロ
ー

チ
で

あ
る

。

初
期

投
資

：
8
0
、

運
営

費
な

ど
：

1
0
0

計
画

期
間

b c

b

心
の

先
端

研
究

の
た

め
の

連
携

拠
点

（
W

IS
H

）
構

築

心
の

神
経

・
社

会
・
進

化
・
発

達
・
文

化
的

基
盤

の
解

明
と

社
会

科
学

へ
の

応
用

を
、

霊
長

類
研

究
の

成
果

を
活

か
し

つ
つ

文
理

連
携

体
制

で
推

進
し

、
計

画
終

了
時

に
世

界
初

で
最

先
端

の
「
心

の
先

端
研

究
」
拠

点
機

関
を

設
立

す
る

。

分 野
計

画
名

称
計

画
概

要

生
物

多
様

性
の

統
合

生
物

学
的

観
測

・
デ

ー
タ

統
合

解
析

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

拠
点

Ｂ

主
な

優
れ

て
い

る
点

等
実

施
主

体
評

価
①

Ｂカ
テ ゴ リ
ー

主
な

課
題

所
要

経
費

（
億

円
）

（
年

次
計

画
）

b

次
世

代
ゲ

ノ
ム

科
学

を
基

盤
と

し
た

環
境

適
応

戦
略

研
究

拠
点

の
形

成

生
物

は
常

温
の

他
、

極
限

環
境

(温
泉

、
雪

氷
下

、
砂

漠
、

深
海

な
ど

)
に

適
応

し
て

棲
息

す
る

力
を

持
つ

。
こ

の
多

様
な

環
境

適
応

機
構

に
つ

い
て

次
世

代
ゲ

ノ
ム

科
学

を
基

盤
に

解
析

し
、

そ
の

知
的

資
源

を
地

球
環

境
、

食
料

、
医

療
問

題
の

解
決

に
役

立
て

る
。

・
バ

イ
オ

リ
ソ

ー
ス

の
充

実
は

日
本

の
生

命
科

学
を

推
進

す
る

上
で

緊
急

の
課

題
。

・
成

果
の

科
学

的
基

盤
が

広
く
、

科
学

技
術

創
造

立
国

政
策

に
寄

与
す

る
。

・
科

研
費

規
模

の
計

画
と

い
う

印
象

が
あ

り
、

大
型

予
算

を
要

す
る

意
図

が
明

確
で

な
い

。
・
成

果
目

標
や

実
施

主
体

が
明

確
で

な
く
、

拠
点

を
構

築
す

る
意

義
と

機
能

に
つ

い
て

明
確

化
す

べ
き

。

【
中

心
機

関
】

統
合

生
物

学
大

型
研

究
総

括
チ

ー
ム

 （
日

本
学

術
会

議
統

合
生

物
学

委
員

会
と

の
連

携
の

も
と

に
新

た
に

組
織

さ
れ

る
）
、

日
本

長
期

生
態

学
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
(J

aL
T
E
R

)

【
連

携
機

関
等

】
 東

北
大

学
、

名
古

屋
大

学
、

北
海

道
大

学
、

東
京

大
学

、
国

立
環

境
研

究
所

　
等

生
物

多
様

性
ホ

ッ
ト

ス
ポ

ッ
ト

の
生

態
系

・
生

物
多

様
性

監
視

の
た

め
の

指
標

群
お

よ
び

広
域

・
長

期
観

測
デ

ー
タ

の
統

合
・
分

析
法

の
開

発
。

複
雑

で
動

的
な

対
象

の
包

括
的

理
解

に
も

と
づ

く
温

暖
化

、
富

栄
養

化
、

外
来

生
物

侵
入

の
影

響
の

評
価

お
よ

び
予

測
。

・
生

物
多

様
性

の
保

全
に

関
す

る
社

会
の

認
知

度
は

高
く
、

生
物

種
を

早
急

に
把

握
す

る
緊

急
性

が
認

め
ら

れ
る

。

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

中
心

拠
点

を
明

確
に

す
る

必
要

が
あ

り
、

そ
の

体
制

を
確

立
す

る
た

め
に

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
合

意
を

求
め

る
こ

と
が

重
要

。
・
従

来
の

考
え

方
・
進

め
方

と
比

較
し

て
斬

新
性

が
低

い
。

・
関

連
学

会
の

現
時

点
の

意
見

を
集

約
し

た
も

の
で

あ
り

、
計

画
と

し
て

十
分

に
成

熟
し

た
も

の
で

は
な

い
印

象
を

受
け

る
。

Ｂ

【
中

心
機

関
】

基
礎

生
物

学
研

究
所

、
国

立
遺

伝
学

研
究

所
、

理
化

学
研

究
所

バ
イ

オ
リ

ソ
ー

ス
セ

ン
タ

ー
、

東
京

大
学

（
総

合
文

化
研

究
科

、
理

学
系

研
究

科
、

新
領

域
研

究
科

）
、

千
葉

大
学

園
芸

学
部

、
海

洋
研

究
開

発
機

構
、

国
内

研
究

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

（
山

形
大

学
、

筑
波

大
学

、
立

教
大

学
、

愛
媛

大
学

、
広

島
大

学
、

山
口

大
学

、
熊

本
大

学
な

ど
）

ba

評
価

②

人 文 ・ 社 会 科 学 生 命 科 学生 命 科 学
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H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
1

H
3
2

H
3
3

H
2
2

H
2
5

H
2
6

H
3
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
8

H
2
3

H
2
4

H
3
2

H
2
2
－

H
2
5
：

初
期

投
資

期
間 H

2
6
－

H
3
1
：

運
転

・
運

用
期

間

初
期

投
資

：
3
1
.1

（
1
年

目
、

2
年

目
）
、

年
間

運
用

経
費

：
8
8
.8

1
6
0

初
期

投
資

：
7
0
、

年
間

運
営

費
等

：
1
0
年

で
9
0

備
考

・
本

計
画

の
一

部
は

、
「
最

先
端

研
究

基
盤

事
業

」
に

採
択

さ
れ

た
も

の
で

あ
り

、
当

該
事

業
の

選
定

の
観

点
は

本
作

業
部

会
に

お
け

る
評

価
の

観
点

と
は

異
な

る
も

の
の

、
本

作
業

部
会

に
お

け
る

指
摘

が
採

択
事

業
の

今
後

の
推

進
に

活
か

さ
れ

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

評
価

②
主

な
優

れ
て

い
る

点
等

先
進

的
医

学
研

究
の

た
め

の
遺

伝
子

改
変

動
物

研
究

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
の

設
立

多
く
の

疾
病

に
は

遺
伝

子
機

能
の

異
常

が
関

係
し

て
お

り
、

遺
伝

子
機

能
の

解
明

は
創

薬
に

直
結

す
る

．
機

能
解

明
に

最
も

有
効

な
手

段
で

あ
る

遺
伝

子
改

変
動

物
の

利
用

促
進

の
た

め
、

4
大

学
が

中
心

と
な

り
系

統
的

な
作

製
・
解

析
・
供

給
を

行
う

。

・
日

本
で

開
発

さ
れ

た
マ

ウ
ス

が
当

該
研

究
を

進
展

さ
せ

た
こ

と
は

広
く
知

ら
れ

て
お

り
、

こ
の

計
画

は
基

幹
的

役
割

を
果

た
す

。
・
医

療
応

用
に

向
け

た
明

確
な

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
な

っ
て

い
る

。

・
計

画
の

実
現

に
向

け
た

関
係

機
関

の
意

識
の

統
一

に
向

け
、

中
核

大
学

以
外

の
大

学
や

研
究

者
と

の
更

な
る

連
携

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
・
「
次

世
代

ゲ
ノ

ム
科

学
を

基
盤

と
し

た
環

境
適

応
戦

略
研

究
拠

点
の

形
成

」
と

の
一

本
化

な
ど

、
ゲ

ノ
ム

科
学

の
総

合
的

科
学

と
し

て
ま

と
め

る
こ

と
も

考
え

ら
れ

る
。

Ｂ

糖
鎖

科
学

の
統

合
的

展
開

を
め

ざ
す

先
端

的
・
国

際
研

究
拠

点
の

形
成

糖
鎖

科
学

の
重

要
な

柱
で

あ
る

構
造

解
析

と
機

能
解

析
の

統
合

的
展

開
に

よ
り

、
先

端
的

・
国

際
研

究
拠

点
の

形
成

を
め

ざ
す

。
と

く
に

、
進

展
著

し
い

質
量

解
析

・
N

M
R

の
成

果
と

、
日

本
が

リ
ー

ド
し

て
き

た
糖

鎖
遺

伝
子

・
ノ

ッ
ク

ア
ウ

ト
解

析
の

成
果

を
融

合
し

、
医

学
・
生

物
学

の
諸

課
題

の
解

決
に

貢
献

す
る

。

・
世

界
を

リ
ー

ド
す

る
糖

鎖
科

学
の

加
速

に
資

す
る

研
究

で
あ

り
、

当
該

分
野

の
国

際
的

拠
点

を
担

う
べ

き
計

画
。

・
医

学
・
分

子
物

理
化

学
の

統
合

と
し

て
の

成
果

が
期

待
で

き
る

。

・
生

物
学

的
に

本
分

野
か

ら
ど

の
よ

う
な

重
要

な
成

果
が

出
た

の
か

を
明

確
に

す
る

こ
と

が
必

要
。

・
国

際
展

開
が

不
十

分
で

あ
り

、
我

が
国

が
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
と

れ
る

よ
う

な
戦

略
が

必
要

。

Ｂ

H
2
2
－

H
2
3
：

建
設

期
間

、
一

部
運

転
・
運

用
期

間
H

2
4
－

H
2
8
：

運
転

・
運

用
期

間

【
中

心
機

関
】

理
化

学
研

究
所

、
名

古
屋

大
学

、
分

子
科

学
研

究
所

、
大

阪
大

学
、

九
州

大
学

、
京

都
大

学
、

北
海

道
大

学
、

東
京

大
学

、
東

北
大

学

【
連

携
機

関
等

】
立

命
館

大
学

、
大

阪
成

人
病

セ
ン

タ
ー

、
東

京
都

老
人

研
究

所
、

岐
阜

大
学

、
高

エ
ネ

ル
ギ

-
加

速
器

研
究

機
構

、
産

業
技

術
総

合
研

究
所

、
大

阪
府

立
母

子
保

健
総

合
医

療
セ

ン
タ

ー
研

究
所

、
東

海
大

学
、

宮
城

県
立

が
ん

セ
ン

タ
ー

、
愛

知
医

科
大

学
、

神
戸

薬
科

大
学

、
高

知
大

学
、

お
茶

の
水

女
子

大
学

、
東

北
薬

科
大

学
、

創
価

大
学

　
等

・
将

来
の

医
薬

・
医

療
開

発
に

役
立

つ
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
た

め
、

国
民

か
ら

の
理

解
が

得
ら

れ
や

す
い

。
・
国

の
科

学
技

術
立

国
政

策
に

寄
与

す
る

。

・
学

術
界

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

本
質

的
な

役
割

を
果

た
す

計
画

の
た

め
、

研
究

者
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

議
論

を
よ

り
充

実
す

べ
き

。
・
個

人
情

報
の

公
開

や
他

機
関

で
の

使
用

等
に

係
る

問
題

が
ク

リ
ア

に
な

っ
て

い
る

の
か

。
・
発

展
性

を
も

た
せ

る
た

め
に

、
厚

労
省

と
の

連
携

を
更

に
進

め
、

当
該

分
野

に
お

け
る

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

が
策

定
さ

れ
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

a

H
2
3
：
建

設
期

間 H
2
4
－

H
3
2
：

運
転

・
運

用
期

間

臨
床

研
究

推
進

に
よ

る
医

学
知

の
循

環
と

情
報

・
研

究
資

源
基

盤
の

開
発

研
究

計
画

研
究

成
果

の
実

用
化

を
加

速
す

る
「
橋

渡
し

研
究

基
盤

」
と

日
常

の
臨

床
デ

ー
タ

を
全

国
規

模
で

集
積

、
解

析
す

る
「
臨

床
情

報
基

盤
」
を

併
せ

持
つ

恒
常

的
拠

点
を

形
成

し
、

基
礎

研
究

か
ら

臨
床

医
学

、
臨

床
医

学
か

ら
基

礎
研

究
へ

の
「
知

の
循

環
」
を

実
現

。

総
額

：
4
5
0

（
初

期
投

資
：

1
5
0
、

年
間

運
営

経
費

：
3
0
）

主
な

課
題

Ｂ

東
京

大
学

医
科

学
研

究
所

、
大

阪
大

学
微

生
物

病
研

究
所

、
熊

本
大

学
生

命
資

源
研

究
・
支

援
セ

ン
タ

ー
、

九
州

大
学

大
学

院
医

学
研

究
院

附
属

動
物

実
験

施
設

東
京

大
学

医
学

部
附

属
病

院
、

京
都

大
学

医
学

部
附

属
病

院
、

大
阪

大
学

医
学

部
附

属
病

院
、

九
州

大
学

病
院

、
千

葉
大

学
医

学
部

附
属

病
院

、
筑

波
大

学
病

院
、

国
立

国
際

医
療

セ
ン

タ
ー

、
国

立
精

神
神

経
セ

ン
タ

ー
、

国
立

長
寿

医
療

セ
ン

タ
ー

、
理

化
学

研
究

所

b
a b

b b

評
価

①

生 命 科 学生 命 科 学生 命 科 学分 野
計

画
名

称
計

画
概

要
カ

テ ゴ リ
ー

実
施

主
体

所
要

経
費

（
億

円
）

計
画

期
間

（
年

次
計

画
）
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H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
1

H
3
2

H
3
3

H
2
3

H
2
7

H
2
3

H
2
7

H
2
2

H
3
1

H
2
2
－

H
3
1

初
期

投
資

：
5
0
、

年
間

運
用

経
費

：
1
8
×

1
0

年

H
2
3
：
建

設
期

間 H
2
3
－

H
2
7
：

運
用

期
間

初
期

投
資

：
1
2
0
、

年
間

運
用

経
費

：
2
0

備
考

東
京

大
学

、
三

重
大

学
、

新
潟

大
学

、
京

都
大

学

東
京

大
学

、
国

立
遺

伝
学

研
究

所
、

東
京

医
科

歯
科

大
学

、
大

阪
大

学
、

慶
應

義
塾

大
学

東
京

大
学

、
慶

応
大

学
、

国
立

医
薬

品
食

品
衛

生
研

究
所

、
大

阪
府

立
母

子
健

康
総

合
医

療
セ

ン
タ

ー
研

究
所

、
大

阪
大

学
、

理
研

植
物

科
学

研
究

セ
ン

タ
ー

Ｂ

・
ど

の
程

度
の

解
析

と
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

を
進

め
れ

ば
学

問
成

果
に

な
る

の
か

を
明

確
に

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
従

来
の

疾
患

関
連

遺
伝

子
研

究
支

援
と

の
違

い
が

明
確

で
な

い
。

・
本

計
画

は
「
臨

床
研

究
推

進
に

よ
る

医
学

知
の

循
環

と
情

報
・
研

究
資

源
基

盤
の

開
発

研
究

計
画

」
の

一
部

と
な

り
う

る
の

で
は

な
い

か
。

ま
た

、
他

の
ゲ

ノ
ム

関
係

計
画

と
ま

と
め

る
こ

と
も

考
え

ら
れ

る
。

b

ゲ
ノ

ム
医

療
開

発
拠

点
の

形
成

ゲ
ノ

ム
解

析
技

術
の

爆
発

的
進

歩
に

基
づ

き
、

パ
ー

ソ
ナ

ル
ゲ

ノ
ム

（
個

人
の

全
ゲ

ノ
ム

配
列

）
に

よ
り

、
最

適
な

診
断

・
治

療
方

針
を

進
め

る
「
パ

ー
ソ

ナ
ル

ゲ
ノ

ム
医

療
パ

ラ
ダ

イ
ム

」
を

実
現

し
、

医
療

の
質

を
格

段
に

高
め

る
た

め
の

拠
点

を
形

成
す

る
。

次
世

代
高

機
能

M
R

Iの
開

発
拠

点
の

形
成

M
R

Iの
更

な
る

性
能

向
上

に
は

、
超

高
磁

場
を

用
い

た
装

置
・
駆

動
用

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

、
そ

れ
ら

を
駆

使
す

る
分

析
法

の
開

発
が

喫
緊

の
課

題
で

あ
る

。
1
0
テ

ス
ラ

超
臨

床
用

装
置

を
開

発
・

運
用

し
医

理
工

の
学

際
的

人
材

育
成

も
担

う
研

究
拠

点
を

形
成

す
る

。

・
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
に

関
す

る
拠

点
形

成
は

、
2
1
世

紀
の

学
術

の
進

展
に

大
き

く
寄

与
す

る
も

の
で

あ
り

、
緊

急
な

成
果

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
・
高

機
能

M
R

Iの
開

発
は

ユ
ニ

ー
ク

で
あ

り
、

日
本

と
し

て
行

う
べ

き
研

究
で

あ
る

。

・
共

同
利

用
体

制
の

充
実

が
望

ま
れ

る
。

・
装

置
の

維
持

・
管

理
の

観
点

か
ら

、
関

連
研

究
者

の
意

見
集

約
を

行
う

な
ど

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

全
体

の
協

力
体

制
の

強
化

を
図

る
べ

き
。

・
７

テ
ス

ラ
ー

の
M

R
Iが

現
時

点
で

ど
の

程
度

必
要

と
さ

れ
る

の
か

、
目

標
達

成
に

向
け

た
道

筋
も

含
め

て
明

確
化

す
べ

き
。

・
日

本
人

の
ゲ

ノ
ム

の
多

様
性

解
析

が
諸

外
国

に
比

べ
て

遅
れ

て
い

る
こ

と
も

あ
り

、
緊

急
性

が
高

い
計

画
で

あ
る

。
・
難

治
難

病
に

悩
む

人
を

救
う

と
い

う
目

的
が

明
確

で
あ

り
、

社
会

的
な

理
解

は
得

ら
れ

る
。

・
産

業
界

も
含

め
た

幅
広

い
波

及
効

果
が

期
待

で
き

る
。

建
設

費
総

額
：

1
5
0
、

年
間

運
用

経
費

：
5
0

H
2
3
：
建

設
期

間 H
2
3
－

H
2
7
：

運
用

・
標

準
サ

ン
プ

ル
と

し
て

の
化

合
物

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

の
必

要
性

な
ど

は
、

「
創

薬
基

盤
拠

点
の

形
成

」
計

画
と

の
関

係
性

も
あ

り
、

一
体

的
に

推
進

す
る

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

。
・
大

型
科

研
費

等
に

よ
っ

て
個

別
に

行
わ

れ
る

研
究

の
よ

う
な

印
象

を
受

け
る

た
め

、
ど

の
よ

う
に

拠
点

を
形

成
し

、
当

該
研

究
テ

ー
マ

を
飛

躍
的

に
発

展
さ

せ
る

の
か

を
明

確
に

す
る

こ
と

が
必

要
。

・
時

間
を

か
け

て
長

期
的

に
推

進
す

べ
き

。

・
社

会
の

期
待

に
応

え
る

計
画

で
あ

る
。

・
研

究
分

野
の

重
要

性
か

ら
、

拠
点

化
に

よ
る

推
進

体
制

の
確

立
と

い
う

効
果

に
期

待
で

き
る

。

メ
タ

ボ
ロ

ー
ム

研
究

拠
点

の
形

成

生
体

内
の

あ
ら

ゆ
る

代
謝

産
物

を
主

と
し

て
質

量
分

析
計

に
よ

り
網

羅
的

、
包

括
的

に
解

析
す

る
メ

タ
ボ

ロ
ミ

ク
ス

研
究

を
飛

躍
的

に
発

展
・
普

及
さ

せ
る

た
め

、
解

析
・

化
合

物
収

集
・
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
構

築
を

行
う

中
核

と
な

る
拠

点
を

形
成

す
る

。

b

ＢＢ
a

c cb

評
価

①
評

価
②

生 命 科 学生 命 科 学 生 命 科 学分 野
計

画
名

称
計

画
概

要
カ

テ ゴ リ
ー

実
施

主
体

所
要

経
費

（
億

円
）

計
画

期
間

（
年

次
計

画
）

主
な

優
れ

て
い

る
点

等
主

な
課

題
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H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
1

H
3
2

H
3
3

H
2
2

H
2
8

H
2
3

H
3
2

H
2
2

H
2
8

地
球

環
境

問
題

解
決

の
た

め
の

原
子

力
及

び
水

素
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
利

用
拡

大
に

向
け

、
材

料
や

化
学

反
応

プ
ロ

セ
ス

な
ど

の
科

学
技

術
課

題
の

研
究

開
発

を
行

い
、

高
温

ガ
ス

炉
を

用
い

た
熱

化
学

法
に

よ
る

水
素

製
造

シ
ス

テ
ム

の
原

型
を

提
示

す
る

こ
と

を
目

指
す

H
2
2
－

H
2
8
試

験
試

験
経

費
：
3
2
.5

初
期

投
資

（
H

2
3
－

H
2
5
）
、

運
用

期
間

（
H

2
3
－

H
3
2
）

建
設

費
（
初

年
度

投
資

：
7
5
）
、

年
間

運
用

経
費

：
2
5
×

7
年

、
総

計
2
5
0

・
原

子
力

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

活
用

に
対

す
る

社
会

か
ら

の
一

定
の

理
解

は
あ

り
、

原
子

力
開

発
と

し
て

の
意

義
が

認
め

ら
れ

る
。

・
本

計
画

は
、

独
立

行
政

法
人

が
中

心
的

な
実

施
主

体
と

な
る

も
の

で
あ

り
、

本
作

業
部

会
に

お
け

る
検

討
も

参
考

に
、

科
学

技
術

・
学

術
審

議
会

の
他

の
分

科
会

等
に

お
け

る
検

討
が

期
待

さ
れ

る
。

東
京

大
学

、
京

都
大

学
、

九
州

大
学

、
筑

波
大

学
、

北
海

道
大

学
、

名
古

屋
大

学
、

東
北

大
学

、
東

京
農

工
大

学
、

千
葉

大
学

、
愛

媛
大

学
、

琉
球

大
学

、
日

本
大

学
、

明
治

大
学

、
東

京
農

業
大

学
　

等

東
京

大
学

、
京

都
府

立
医

科
大

学
、

大
阪

大
学

、
日

本
大

学
、

筑
波

大
学

、
九

州
大

学
、

京
都

大
学

　
等

（
独

）
日

本
原

子
力

研
究

開
発

機
構

カ
テ ゴ リ
ー ＢＢ

・
当

該
分

野
の

学
術

的
な

体
系

を
ど

の
よ

う
に

集
約

す
る

の
か

が
明

確
で

な
い

。
・
技

術
を

開
発

す
る

だ
け

で
な

く
、

社
会

の
受

容
性

を
意

識
し

た
枠

組
み

の
構

築
も

必
要

。
・
３

つ
の

テ
ー

マ
を

ま
と

め
た

だ
け

の
印

象
が

あ
り

、
「
グ

リ
ー

ン
・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

」
と

い
う

テ
ー

マ
と

の
関

係
性

も
含

め
て

検
討

が
必

要
。

・
中

核
的

な
機

関
が

未
定

で
あ

り
、

拠
点

と
し

て
の

意
図

や
役

割
等

が
明

確
で

な
い

。

主
な

課
題

備
考

グ
リ

ー
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
研

究
拠

点
の

形
成

①
次

世
代

植
物

・
昆

虫
資

源
作

出
用

の
大

型
実

験
圃

場
・
飼

育
設

備
・
研

究
セ

ン
タ

ー
建

設
、

②
低

炭
素

社
会

用
の

セ
ル

ロ
ー

ス
系

バ
イ

オ
リ

フ
ァ

イ
ナ

リ
ー

構
築

、
③

グ
リ

－
ン

関
連

大
気

・
水

・
土

環
境

の
改

善
・
修

復
等

の
研

究
拠

点
形

成
。

恒
久

的
拠

点
形

成
へ

。

食
品

機
能

の
活

用
と

そ
の

科
学

的
検

証
シ

ス
テ

ム
の

研
究

拠
点

の
形

成

複
合

的
な

食
品

機
能

の
科

学
的

な
検

証
シ

ス
テ

ム
の

確
立

を
目

指
し

、
食

品
機

能
の

in
vi

vo
で

の
評

価
、

消
化

管
内

で
の

成
分

動
態

解
析

、
新

規
機

能
成

分
の

探
索

と
、

そ
れ

ら
の

デ
ー

タ
の

統
合

・
解

析
の

た
め

の
研

究
拠

点
を

形
成

す
る

。

初
期

投
資

：
1
0

（
機

能
性

食
品

精
密

解
析

装
置

）
、

年
間

運
用

経
費

：
1
0

H
2
2
－

H
2
8

・
異

分
野

融
合

に
よ

る
新

し
い

学
問

領
域

の
開

拓
に

期
待

で
き

る
。

・
食

品
の

機
能

解
析

と
食

品
安

全
の

理
解

な
ど

、
異

な
る

目
的

が
１

つ
に

な
っ

た
計

画
と

い
う

印
象

を
受

け
る

た
め

、
整

理
が

必
要

。
・
得

ら
れ

る
知

見
が

、
社

会
に

お
い

て
速

や
か

に
活

用
さ

れ
る

よ
う

な
工

夫
が

必
要

。
・
拠

点
を

構
築

す
る

こ
と

で
、

当
該

分
野

の
研

究
が

ど
の

よ
う

に
進

展
す

る
の

か
を

明
確

に
す

る
必

要
が

あ
る

。
・
中

核
機

関
が

未
定

で
あ

り
、

実
施

主
体

や
共

同
利

用
体

制
が

明
確

に
な

っ
て

い
な

い
。

・
「
グ

リ
ー

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

」
と

い
う

国
家

戦
略

に
は

合
致

す
る

。
日

本
の

食
糧

状
況

や
環

境
状

況
を

考
慮

す
る

と
重

要
な

計
画

で
あ

る
。

・
原

子
力

開
発

と
し

て
の

意
義

と
は

別
に

、
学

術
的

な
イ

ン
パ

ク
ト

を
明

確
化

す
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

・
水

素
社

会
実

現
の

必
要

性
を

総
合

的
な

戦
略

に
位

置
づ

け
た

上
で

、
国

民
の

合
意

形
成

を
得

る
努

力
が

必
要

で
あ

る
。

・
計

画
の

準
備

段
階

と
し

て
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
と

「
司

令
塔

」
の

役
割

の
明

確
化

が
必

要
で

あ
る

。

高
温

工
学

試
験

研
究

炉
（
H

T
T
R

）
を

用
い

た
高

温
ガ

ス
炉

水
素

製
造

シ
ス

テ
ム

開
発

計
画

c
b

B

c

評
価

②

c c

評
価

①
主

な
優

れ
て

い
る

点
等

b

エ ネ ル ギ ー ・ 環 境 ・ 地 球 科 学生 命 科 学生 命 科 学分 野
計

画
名

称
計

画
概

要
実

施
主

体
所

要
経

費
（
億

円
）

計
画

期
間

（
年

次
計

画
）

H
2
5
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H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
1

H
3
2

H
3
3

H
2
6

H
2
3

H
2
3

H
2
5

H
2
7

東
京

大
学

、
大

阪
大

学
、

兵
庫

県
立

大
学

、
名

城
大

学
、

九
州

工
業

大
学

、
産

業
技

術
総

合
研

究
所

、
シ

ャ
ー

プ
、

新
日

本
石

油
、

京
都

大
学

、
早

稲
田

大
学

、
ソ

ニ
ー

、
ア

イ
シ

ン
精

機
、

シ
ャ

ー
プ

、
東

レ
、

住
友

化
学

、
太

陽
誘

電
、

新
日

本
石

油
、

リ
コ

ー
、

近
畿

大
学

、
神

奈
川

科
学

技
術

ア
カ

デ
ミ

ー
、

パ
ナ

ソ
ニ

ッ
ク

電
工

、
T
O

T
O

、
三

井
化

学
、

昭
和

タ
イ

タ
ニ

ウ
ム

　
等

・
社

会
的

に
重

要
な

テ
ー

マ
で

あ
り

、
成

果
に

対
す

る
一

定
の

期
待

が
あ

る
。

計
画

期
間

（
年

次
計

画
）

評
価

①

H
1
9
－

H
2
6

・
本

計
画

は
、

独
立

行
政

法
人

が
中

心
的

な
実

施
主

体
と

な
る

も
の

で
あ

り
、

本
作

業
部

会
に

お
け

る
検

討
も

参
考

に
、

科
学

技
術

・
学

術
審

議
会

の
他

の
分

科
会

等
に

お
け

る
検

討
が

期
待

さ
れ

る
。

設
備

費
：
1
2
、

運
営

費
等

：
8
6

備
考

・
当

該
計

画
に

よ
り

独
自

の
学

問
成

果
を

創
出

で
き

る
の

か
不

明
確

。
・
テ

ー
マ

と
し

て
の

緊
急

性
は

理
解

で
き

る
が

、
計

画
の

緊
急

性
が

不
明

確
。

・
実

施
主

体
と

な
る

研
究

所
の

機
能

強
化

の
観

点
か

ら
リ

ソ
ー

ス
を

集
め

た
と

い
う

印
象

を
受

け
る

。
民

間
や

関
係

機
関

と
の

連
携

も
含

め
て

、
オ

ー
ル

ジ
ャ

パ
ン

に
よ

る
推

進
体

制
の

構
築

を
図

る
べ

き
。

・
研

究
者

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
合

意
が

や
共

同
利

用
体

制
の

確
立

が
不

十
分

で
あ

る
。

B
c

c

主
な

優
れ

て
い

る
点

等

衛
星

に
よ

る
全

球
地

球
観

測
シ

ス
テ

ム
の

構
築

地
球

水
循

環
・
気

候
変

動
・
地

表
面

詳
細

観
測

を
目

的
と

し
た

衛
星

地
球

観
測

シ
ス

テ
ム

の
構

築
。

地
球

温
暖

化
・
環

境
問

題
の

対
処

に
必

要
な

長
期

の
全

球
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
デ

ー
タ

を
提

供
す

る
。

・
雲

・
エ

ア
ロ

ゾ
ル

の
影

響
な

ど
は

緊
急

に
解

明
す

る
必

要
が

あ
る

。
・
国

家
的

推
進

テ
ー

マ
で

あ
る

と
と

も
に

、
ア

ン
ケ

ー
ト

等
に

よ
る

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
議

論
を

ま
と

め
た

結
果

で
あ

り
、

戦
略

性
は

高
い

。
・
大

気
汚

染
、

海
洋

温
度

変
化

な
ど

は
社

会
的

な
関

心
や

イ
ン

パ
ク

ト
が

高
い

。

・
計

画
の

中
核

機
関

を
よ

り
明

確
に

す
べ

き
。

・
気

象
庁

な
ど

他
省

庁
担

当
者

や
J
A

X
A

と
研

究
者

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

と
の

更
な

る
議

論
が

必
要

。
・
全

体
の

プ
ラ

ン
が

明
確

に
な

っ
て

お
ら

ず
、

漠
然

と
し

て
い

る
印

象
を

受
け

る
た

め
、

透
明

性
の

確
保

に
努

め
る

べ
き

。
・
「
未

来
予

測
を

目
指

し
た

統
合

的
な

地
球

環
境

の
観

測
・
実

験
・
モ

デ
ル

研
究

計
画

」
と

の
統

合
も

可
能

と
考

え
ら

れ
る

。

b
A

「
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
環

境
技

術
国

際
研

究
拠

点
（
S
o
la

r
Q

u
e
st

）
」
計

画

既
存

の
研

究
組

織
を

核
に

太
陽

光
・
風

力
・
バ

イ
オ

マ
ス

な
ど

の
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

技
術

、
貯

蔵
・

輸
送

技
術

、
ウ

ィ
ル

ス
感

染
症

に
よ

る
パ

ン
デ

ミ
ッ

ク
対

策
等

の
環

境
リ

ス
ク

低
減

技
術

な
ど

の
総

合
的

研
究

を
計

画

c
宇

宙
航

空
開

発
研

究
機

構
（
J
A

X
A

）
、

情
報

通
信

研
究

機
構

（
N

IC
T
）
、

環
境

省

G
C

O
M

-
W

:
H

2
3
；
A

L
O

S
-

2
,

E
ar

th
C

A
R

E
,

G
P

M
: 
H

2
5
；

A
L
O

S
-
E
,

G
C

O
M

-
C

1
：

H
2
6
に

打
ち

上
げ

予
定

4
0
0
0
－

5
0
0
0

（
運

営
費

：
1
5
0
0
）

未
来

予
測

を
目

指
し

た
統

合
的

な
地

球
環

境
の

観
測

・
実

験
・
モ

デ
ル

研
究

計
画

人
間

圏
に

深
く
関

わ
る

地
球

周
辺

と
地

球
表

層
系

の
詳

細
な

観
測

・
実

験
と

、
そ

の
変

化
予

測
を

気
候

・
気

象
モ

デ
ル

に
よ

っ
て

行
う

。
地

球
周

辺
宇

宙
空

間
観

測
、

大
気

と
海

洋
・
湖

沼
の

総
合

的
観

測
、

気
候

・
気

象
モ

デ
ル

に
よ

る
予

測
研

究
で

構
成

さ
れ

る
。

・
IP

C
C

（
気

候
変

動
に

関
す

る
政

府
間

パ
ネ

ル
）
に

大
き

く
貢

献
し

て
き

た
国

家
的

テ
ー

マ
で

あ
り

、
そ

の
貢

献
を

維
持

す
る

た
め

に
は

、
地

球
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
の

後
継

機
が

必
要

。
・
大

気
汚

染
、

海
洋

温
度

変
化

な
ど

は
社

会
的

に
関

心
が

高
く
、

理
解

が
得

ら
れ

る
。

・
学

術
的

な
成

果
が

ど
こ

ま
で

得
ら

れ
る

の
か

を
明

ら
か

に
す

べ
き

。
・
気

象
庁

及
び

他
省

庁
担

当
者

と
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
と

の
更

な
る

議
論

に
よ

り
、

我
が

国
の

戦
略

と
実

行
計

画
と

し
て

練
り

上
げ

て
い

く
こ

と
が

必
要

。
・
サ

ブ
課

題
が

そ
れ

ぞ
れ

独
立

的
な

印
象

を
受

け
る

た
め

、
課

題
間

の
連

携
性

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、

計
画

の
集

約
や

絞
り

込
み

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
・
「
衛

星
に

よ
る

全
球

地
球

観
測

シ
ス

テ
ム

の
構

築
」
と

の
統

合
も

可
能

と
考

え
ら

れ
る

。

【
中

心
機

関
】

国
立

極
地

研
究

所
、

海
洋

開
発

研
究

機
構

、
東

京
大

学
理

学
系

研
究

科
、

東
京

大
学

大
気

海
洋

研
究

所
、

名
古

屋
大

学
太

陽
地

球
環

境
研

究
所

、
名

古
屋

大
学

水
循

環
研

究
セ

ン
タ

ー
、

名
古

屋
大

学
エ

コ
ト

ピ
ア

科
学

研
究

所
、

京
都

大
学

生
態

学
研

究
セ

ン
タ

ー
、

京
都

大
学

生
存

圏
研

究
所

、
九

州
大

学
宙

空
環

境
研

究
セ

ン
タ

ー
　

等

【
連

携
機

関
等

】
気

象
庁

、
環

境
省

A
,B

H
2
3
－

H
2
5
年

ま
で

に
開

発
、

準
備

；
H

2
7
年

か
ら

の
全

体
の

フ
ル

運
用

を
計

画

6
2
1
（
運

営
費

：
4
1
8
）

b
b

エ ネ ル ギ ー ・ 環 境 ・ 地 球 科 学エ ネ ル ギ ー ・ 環 境 ・ 地 球 科 学エ ネ ル ギ ー ・ 環 境 ・ 地 球 科 学分 野
計

画
名

称
計

画
概

要
カ

テ ゴ リ
ー

実
施

主
体

所
要

経
費

（
億

円
）

評
価

②
主

な
課

題
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H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
1

H
3
2

H
3
3

H
2
4

H
2
7

H
2
8

H
3
3

H
2
4

H
3
3

H
2
3

H
2
4
－

H
3
3

（
当

初
2
年

で
開

発
、

2
年

で
建

設
、

そ
の

後
に

運
用

開
始

）

建
設

期
間

：
H

2
3
－

H
2
4

運
用

期
間

：
H

2
3
－

初
期

投
資

：
 5

0

運
用

経
費

：
5
/
年

東
京

大
学

物
性

研
究

所
、

東
北

大
学

金
属

材
料

研
究

所
、

京
都

大
学

化
学

研
究

所
、

物
質

デ
バ

イ
ス

領
域

共
同

研
究

拠
点

（
北

海
道

大
学

電
子

科
学

研
究

所
、

東
北

大
学

多
元

物
質

科
学

研
究

所
、

東
京

工
業

大
学

資
源

化
学

研
究

所
、

大
阪

大
学

産
業

科
学

研
究

所
、

九
州

大
学

先
導

物
質

化
学

研
究

所
）
、

（
独

）
物

質
材

料
研

究
機

構

東
北

大
学

、
東

京
工

業
大

学
、

東
京

大
学

、
京

都
大

学
霊

長
類

研
究

所
、

九
州

大
学

、
東

洋
大

学
、

東
邦

大
学

、
国

立
科

学
博

物
館

、
海

洋
研

究
開

発
機

構
　

等

・
本

計
画

の
一

部
は

、
「
最

先
端

研
究

基
盤

事
業

」
に

採
択

さ
れ

た
も

の
で

あ
り

、
当

該
事

業
の

選
定

の
観

点
は

本
作

業
部

会
に

お
け

る
評

価
の

観
点

と
は

異
な

る
も

の
の

、
本

作
業

部
会

に
お

け
る

指
摘

が
採

択
事

業
の

今
後

の
推

進
に

活
か

さ
れ

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

東
京

大
学

地
震

研
究

所
お

よ
び

大
気

海
洋

研
究

所
、

東
京

大
学

、
千

葉
大

学
、

北
海

道
大

学
、

東
北

大
学

、
名

古
屋

大
学

、
京

都
大

学
、

京
都

大
学

防
災

研
究

所
、

九
州

大
学

、
海

洋
研

究
開

発
機

構
、

防
災

科
学

研
究

所
　

等

b
a

・
研

究
テ

ー
マ

の
重

要
性

か
ら

も
、

統
合

的
な

戦
略

と
し

て
計

画
を

推
進

す
べ

き
。

・
防

災
に

寄
与

す
る

計
画

と
し

て
、

国
家

的
な

推
進

テ
ー

マ
で

あ
る

。
・
積

極
的

な
広

報
活

動
な

ど
に

よ
り

広
く
理

解
が

進
ん

で
お

り
、

成
果

に
対

す
る

社
会

の
理

解
は

得
ら

れ
る

。

全
地

球
生

命
史

解
読

と
地

下
生

物
圏

探
査

計
画

生
物

が
進

化
の

過
程

で
、

炭
素

や
窒

素
な

ど
の

物
質

循
環

の
一

翼
を

担
っ

た
た

め
、

地
球

環
境

に
大

き
な

影
響

を
及

ぼ
す

よ
う

に
な

っ
た

。
こ

の
関

係
に

つ
い

て
全

地
球

生
命

史
を

地
下

生
物

圏
の

活
動

も
包

括
し

た
形

で
解

読
す

る
。

・
次

々
と

新
し

い
知

見
が

明
ら

か
に

な
っ

て
き

て
い

る
段

階
で

あ
り

、
「
ち

き
ゅ

う
」
を

利
用

し
た

効
果

的
な

研
究

が
期

待
さ

れ
る

。
・
生

命
の

起
源

、
生

命
史

、
地

球
外

生
命

に
つ

な
が

る
研

究
で

あ
り

、
社

会
的

関
心

が
高

い
。

・
中

心
機

関
が

不
明

確
で

あ
り

、
推

進
体

制
に

関
し

て
更

な
る

検
討

が
望

ま
れ

る
。

・
生

物
学

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
と

の
議

論
の

刷
り

合
わ

せ
が

不
足

し
て

い
る

印
象

を
受

け
る

。
・
他

の
幅

広
い

生
物

系
の

遺
伝

情
報

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

の
関

係
に

お
い

て
計

画
す

る
方

が
、

発
展

性
が

見
込

ま
れ

る
。

・
「
最

先
端

技
術

で
探

る
地

球
内

部
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
ス

と
防

災
研

究
計

画
」
と

重
複

し
て

い
る

点
が

あ
り

、
統

合
も

可
能

と
考

え
ら

れ
る

。

H
2
4
－

H
3
3

初
期

投
資

：
3
0
0
、

年
度

経
費

：
5
0
×

1
0
年

c
B

c

最
先

端
技

術
で

探
る

地
球

内
部

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

ス
と

防
災

研
究

計
画

プ
レ

ー
ト

境
界

に
お

け
る

新
し

い
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
ス

を
構

築
し

て
、

地
殻

の
形

成
、

地
震

・
火

山
活

動
の

解
明

と
予

測
を

目
指

す
。

そ
の

た
め

に
、

地
球

掘
削

、
素

粒
子

透
視

、
地

震
探

査
、

海
底

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

等
の

先
端

技
術

を
統

合
し

た
計

画
を

推
進

。

A

初
期

投
資

（
「
ち

き
ゅ

う
」
掘

削
装

置
の

改
造

を
含

む
）
：
4
0
0
、

運
用

経
費

：
4
0
0
-
6
0
0

物
質

開
発

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

拠
点

物
質

科
学

分
野

の
共

同
利

用
・
共

同
研

究
拠

点
等

を
中

心
と

し
た

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

型
連

携
組

織
を

構
築

し
、

新
物

質
探

索
，

高
品

質
試

料
作

製
，

構
造

解
析

，
物

性
評

価
の

支
援

を
行

な
う

。
ま

た
新

物
質

に
関

す
る

学
術

情
報

を
整

理
し

物
質

開
発

活
動

に
資

す
る

。

・
競

争
力

を
有

す
る

研
究

チ
ー

ム
が

連
携

す
る

こ
と

で
競

争
力

を
確

固
た

る
も

の
に

し
よ

う
と

す
る

試
み

で
あ

り
、

大
規

模
研

究
の

プ
ロ

ト
タ

イ
プ

と
な

る
可

能
性

を
持

つ
。

・
我

が
国

が
強

み
を

有
す

る
物

質
開

発
に

ス
ポ

ッ
ト

を
当

て
て

、
物

性
物

理
で

最
も

重
要

な
点

に
フ

ォ
ー

カ
ス

し
て

い
る

計
画

で
あ

る
。

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

お
け

る
実

施
主

体
の

明
確

化
や

経
費

の
見

積
も

り
の

精
査

な
ど

、
計

画
を

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
各

拠
点

の
集

合
体

が
ど

の
よ

う
に

機
能

す
る

の
か

不
明

確
で

あ
り

、
個

々
の

装
置

の
ア

ッ
プ

グ
レ

ー
ド

だ
け

に
と

ど
ま

る
こ

と
が

懸
念

さ
れ

る
。

・
連

携
機

関
間

が
離

れ
て

お
り

、
ま

ず
は

５
拠

点
程

度
か

ら
体

制
を

整
備

す
る

こ
と

が
必

要
。

・
社

会
や

国
民

の
理

解
を

得
つ

つ
、

産
業

界
と

の
情

報
共

有
を

図
り

な
が

ら
進

め
る

必
要

が
あ

る
た

め
、

広
報

機
能

を
強

化
す

る
仕

組
み

の
構

築
が

必
要

。

Ｂ
b

c

・
学

術
的

な
成

果
が

ど
こ

ま
で

得
ら

れ
る

の
か

を
明

ら
か

に
す

べ
き

。
・
「
全

地
球

生
命

史
解

読
と

地
下

生
物

圏
探

査
計

画
」
と

重
複

し
て

お
り

、
統

合
も

可
能

と
考

え
ら

れ
る

。
・
限

ら
れ

た
ポ

イ
ン

ト
の

掘
削

の
結

果
か

ら
、

統
一

理
論

の
構

築
に

結
び

つ
け

る
こ

と
が

可
能

か
疑

問
が

残
る

。

備
考

主
な

課
題

エ ネ ル ギ ー ・ 環 境 ・ 地 球 科 学 エ ネ ル ギ ー ・ 環 境 ・ 地 球 科 学 物 質 ・ 分 析 科 学分 野
計

画
名

称
計

画
概

要
カ

テ ゴ リ
ー

実
施

主
体

所
要

経
費

（
億

円
）

計
画

期
間

（
年

次
計

画
）

評
価

①
評

価
②

主
な

優
れ

て
い

る
点

等

H
2
4
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H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
1

H
3
2

H
3
3

H
2
7

H
2
6

H
3
2

H
3
3

H
2
6

H
2
8

H
2
9

建
設

期
間

H
2
6
－

H
3
2

運
転

期
間

H
3
3
－

H
4
7

建
設

費
総

額
：

5
0
0
−

7
5
0、

年
間

運
用

経
費

：
2
0

・
本

計
画

は
、

独
立

行
政

法
人

が
中

心
的

な
実

施
主

体
と

な
る

も
の

で
あ

り
、

本
作

業
部

会
に

お
け

る
検

討
も

参
考

に
、

科
学

技
術

・
学

術
審

議
会

の
他

の
分

科
会

等
に

お
け

る
検

討
が

期
待

さ
れ

る
。

詳
細

設
計

：
H

2
5
、

建
設

：
H

2
6
－

H
2
8
、

据
付

・
開

始
：

H
2
9

【
中

心
機

関
】

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

加
速

器
研

究
機

構
(K

E
K
)

【
連

携
機

関
等

】
東

北
大

学
、

東
京

大
学

、
名

古
屋

大
学

、
信

州
大

学
、

京
都

大
学

、
広

島
大

学
、

神
戸

大
学

、
広

島
大

学
、

佐
賀

大
学

　
等

A AA

東
京

大
学

宇
宙

線
研

究
所

、
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
加

速
器

研
究

機
構

、
東

京
大

学
、

京
都

大
学

、
東

北
大

学
、

名
古

屋
大

学
、

神
戸

大
学

　
等

・
他

の
ア

プ
ロ

ー
チ

と
の

関
係

を
よ

り
明

確
に

す
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

・
現

行
実

験
T
2
K
の

結
果

を
踏

ま
え

、
J
-
P

A
R

C
の

高
度

化
計

画
の

状
況

も
見

な
が

ら
ス

テ
ッ

プ
を

踏
ん

で
推

進
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
・
他

国
と

の
費

用
分

担
等

も
含

め
、

経
費

に
つ

い
て

の
更

な
る

検
討

が
必

要
。

国
際

リ
ニ

ア
コ

ラ
イ

ダ
ー

(I
L
C

)
の

国
際

研
究

拠
点

の
形

成

国
際

リ
ニ

ア
コ

ラ
イ

ダ
ー

は
、

ア
ジ

ア
・
欧

州
・
北

米
３

極
の

素
粒

子
物

理
研

究
者

の
国

際
協

力
に

よ
り

実
現

を
目

指
し

て
い

る
最

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

で
の

電
子

・
陽

電
子

衝
突

型
加

速
器

で
あ

る
。

真
空

の
構

造
、

暗
黒

物
質

の
正

体
、

宇
宙

初
期

当
時

の
物

理
法

則
を

発
見

し
宇

宙
の

進
化

を
解

明
す

る
。

大
型

先
端

検
出

器
に

よ
る

核
子

崩
壊

・
ニ

ュ
ー

ト
リ

ノ
振

動
実

験

ス
ー

パ
ー

カ
ミ

オ
カ

ン
デ

の
2
0
倍

と
な

る
1
0
0

万
ト

ン
級

水
チ

ェ
レ

ン
コ

フ
検

出
器

、
お

よ
び

1
0

万
ト

ン
級

液
体

ア
ル

ゴ
ン

検
出

器
を

用
い

て
核

子
崩

壊
の

発
見

を
目

指
す

と
同

時
に

、
加

速
器

・
宇

宙
ニ

ュ
ー

ト
リ

ノ
を

用
い

た
ニ

ュ
ー

ト
リ

ノ
の

精
密

研
究

や
ニ

ュ
ー

ト
リ

ノ
天

文
学

研
究

を
行

う
。

・
国

際
的

に
日

本
の

地
位

は
高

く
、

目
指

す
成

果
の

科
学

的
意

義
も

大
き

い
。

・
カ

ミ
オ

カ
ン

デ
は

、
「
ニ

ュ
ー

ト
リ

ノ
」
の

名
前

を
高

め
た

実
績

を
有

し
て

お
り

、
T
2
K
の

結
果

に
よ

っ
て

必
要

と
な

れ
ば

社
会

や
国

民
の

理
解

を
十

分
に

得
ら

れ
る

。

c

物 理 科 学 ・ 工 学

・
国

際
的

に
日

本
の

地
位

は
高

く
、

目
指

す
成

果
の

科
学

的
意

義
も

大
き

い
。

・
国

際
協

力
に

関
す

る
期

待
が

持
て

る
。

・
ま

だ
計

画
は

十
分

に
詰

ま
っ

て
お

ら
ず

、
継

続
し

て
研

究
者

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

や
諸

外
国

の
関

係
者

と
の

慎
重

な
協

議
が

必
要

。
・
L
H

C
の

成
果

等
を

踏
ま

え
つ

つ
、

Ｂ
フ

ァ
ク

ト
リ

ー
高

度
化

の
終

了
後

の
計

画
と

し
て

位
置

づ
け

る
べ

き
。

・
長

期
に

及
ぶ

高
額

な
計

画
で

あ
り

、
社

会
的

理
解

が
得

ら
れ

る
か

不
明

。
・
緊

急
性

が
明

確
で

な
く
、

関
連

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

及
び

社
会

や
国

民
の

さ
ら

な
る

理
解

が
得

ら
れ

る
よ

う
努

力
が

望
ま

れ
る

。

建
設

期
間

H
2
7
－

H
3
6

運
転

期
間

H
3
7
－

H
4
6

建
設

費
総

額
：

6
7
0
0
、

年
間

運
用

経
費

：
2
0
0

c
c

R
IB

F
の

R
I

ビ
ー

ム
発

生
系

の
高

度
化

に
よ

る
不

安
定

核
の

研
究

「
R

Iビ
ー

ム
フ

ァ
ク

ト
リ

ー
（
R

IB
F
）
」
の

R
I（

放
射

性
同

位
元

素
）
ビ

ー
ム

発
生

系
を

高
度

化
し

、
原

子
核

物
理

学
の

不
安

定
核

物
理

分
野

で
の

世
界

最
先

端
重

イ
オ

ン
加

速
器

施
設

と
し

て
の

研
究

を
国

際
的

に
先

導
す

る
。

・
不

安
定

ビ
ー

ム
を

使
っ

た
核

物
理

学
は

宇
宙

の
現

象
に

深
く
関

わ
っ

て
お

り
、

学
問

的
に

も
大

き
く
進

み
つ

つ
あ

る
た

め
、

現
行

実
験

を
さ

ら
に

高
度

化
す

べ
き

。
・
世

界
の

追
い

上
げ

が
厳

し
い

研
究

テ
ー

マ
で

あ
り

、
緊

急
性

は
高

い
。

・
国

際
的

に
日

本
の

地
位

は
高

く
、

目
指

す
成

果
の

科
学

的
意

義
も

大
き

い
。

・
計

画
の

準
備

状
況

が
明

確
で

な
く
、

検
出

器
の

精
度

向
上

等
と

の
関

係
も

含
め

て
、

さ
ら

な
る

検
討

が
必

要
。

・
社

会
や

国
民

の
理

解
と

い
う

意
味

で
は

、
他

国
と

の
費

用
分

担
等

も
検

討
す

べ
き

。
ま

た
、

「
新

元
素

創
造

」
と

い
っ

た
テ

ー
マ

の
方

が
よ

り
魅

力
的

な
印

象
を

受
け

る
。

（
独

）
理

化
学

研
究

所
仁

科
加

速
器

研
究

セ
ン

タ
ー

a
b

建
設

費
総

額
：

1
5
0
、

年
間

運
用

経
費

：
4
0

a

物 理 科 学 ・ 工 学 物 理 科 学 ・ 工 学分 野
計

画
名

称
計

画
概

要
カ

テ ゴ リ
ー

実
施

主
体

所
要

経
費

（
億

円
）

計
画

期
間

（
年

次
計

画
）

評
価

①
評

価
②

主
な

優
れ

て
い

る
点

等
主

な
課

題
備

考
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H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
1

H
3
2

H
3
3

H
2
2

H
3
2

H
2
9

H
2
3

H
2
9

運
用

期
間

：
H

2
2
－

H
3
2

運
用

経
費

：
4
1
/
年

国
立

天
文

台
　

等

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

加
速

器
研

究
機

構
、

筑
波

大
学

計
算

科
学

研
究

セ
ン

タ
ー

、
国

立
天

文
台

、
東

京
大

学
物

性
研

究
所

、
自

然
科

学
研

究
機

構
分

子
科

学
研

究
所

、
東

北
大

学
金

属
材

料
研

究
所

H
2
5
－

H
3
4

（
建

設
)

H
2
9
－

 (
初

期
運

用
)

H
3
5
－

(本
格

運
用

、
3
0
年

以
上

)

建
設

費
：
2
0
0
0

、
 定

常
運

用
経

費
：
2
0
0

（
日

本
は

各
1
0
％

負
担

）

AＢ
計

算
基

礎
科

学
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
拠

点

物
理

学
・
化

学
を

中
心

と
す

る
計

算
基

礎
科

学
分

野
の

国
内

6
機

関
が

連
携

し
，

全
国

的
・
学

際
的

な
研

究
体

制
と

，
当

該
分

野
の

ス
パ

コ
ン

諸
設

備
と

次
世

代
ス

パ
コ

ン
を

適
切

に
活

用
す

る
体

制
を

構
築

し
，

最
先

端
の

計
算

基
礎

科
学

を
推

進
す

る
．

・
次

世
代

ス
パ

コ
ン

が
完

成
す

る
今

年
度

か
ら

着
手

す
る

こ
と

が
望

ま
し

く
、

緊
急

性
が

高
い

。
・
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
資

源
や

人
材

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
に

戦
略

的
な

意
義

が
あ

る
。

・
他

に
措

置
さ

れ
て

い
る

予
算

と
組

み
合

わ
せ

て
効

率
的

に
研

究
す

る
こ

と
で

、
大

き
な

進
歩

が
期

待
で

き
る

。
・
計

画
費

用
が

小
額

で
あ

り
、

国
民

の
理

解
は

得
ら

れ
や

す
い

。

・
研

究
者

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
合

意
な

ど
に

つ
い

て
具

体
性

が
不

明
確

な
点

が
あ

る
。

・
H

P
C

I（
革

新
的

ハ
イ

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
・
コ

ン
ピ

ュ
ー

テ
ィ

ン
グ

・
イ

ン
フ

ラ
）

と
の

調
整

が
必

要
。

・
多

く
の

大
学

等
の

参
加

が
可

能
で

あ
る

の
で

、
さ

ら
に

関
連

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
増

や
し

て
い

く
べ

き
。

一
平

方
キ

ロ
メ

ー
ト

ル
電

波
干

渉
計

（
S
K
A

）
計

画

国
際

協
力

に
よ

る
開

口
面

積
が

平
方

キ
ロ

メ
ー

ト
ル

級
の

巨
大

な
c
m

波
・
m

波
帯

の
長

波
長

電
波

干
渉

計
。

短
波

長
電

波
用

の
ア

ル
マ

と
相

補
的

。
高

感
度

・
広

視
野

・
高

分
解

能
の

観
測

で
宇

宙
の

基
本

問
題

の
解

明
、

広
い

科
学

分
野

の
先

端
研

究
を

目
指

す
。

b
c

・
国

際
協

力
に

よ
る

計
画

で
あ

る
も

の
の

、
実

施
主

体
が

明
確

で
あ

り
、

共
同

利
用

体
制

に
つ

い
て

も
十

分
な

実
績

を
有

し
て

い
る

。
・
宇

宙
天

体
に

関
す

る
知

の
蓄

積
は

戦
略

性
の

観
点

か
ら

重
要

で
あ

る
。

・
国

際
的

な
枠

組
み

の
下

で
検

討
中

の
計

画
で

あ
り

、
「
ア

ル
マ

計
画

」
の

成
果

を
待

つ
べ

き
で

あ
る

。
・
計

画
の

目
的

に
不

明
確

な
点

が
あ

り
、

他
の

計
画

と
の

関
連

も
含

め
て

全
体

像
を

よ
り

明
ら

か
に

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
コ

ミ
ィ

ニ
テ

ィ
に

お
け

る
さ

ら
な

る
合

意
形

成
と

内
容

の
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
が

行
わ

れ
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

太
陽

系
進

化
の

解
明

を
目

指
す

宇
宙

惑
星

探
査

・
開

発
プ

ロ
グ

ラ
ム

星
・
惑

星
系

の
形

成
と

進
化

の
法

則
、

特
に

、
太

陽
系

に
お

け
る

地
球

と
生

命
の

位
置

づ
け
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学術研究の大型プロジェクトの推進について（審議のまとめ）【要旨】 

（科学技術・学術審議会 学術分科会 研究環境基盤部会 学術研究の大型プロジェクトに関する作業部会） 

 

 １．学術研究の大型プロジェクトについて  

（１）大型プロジェクトの推進の意義 

○ 「Ｂファクトリー」や「すばる望遠鏡」、「スーパーカミオカンデ」等の学術

研究の大型プロジェクトは、最先端の技術や知識を結集して人類未踏の研究課

題に挑み、世界の学術研究を先導する画期的な成果を挙げている。 

○ 今後、社会や国民の幅広い理解を得ながら、大型プロジェクトに一定の資源

を継続的・安定的に投入していくことを、国の学術政策の基本として明確に位

置づけることが必要。 

 

（２）大型プロジェクトの基本的な考え方 

（基本的性格） 

○ 大型プロジェクトは、研究者の知的好奇心・探求心に基づく主体的な検討

と研究者コミュニティの合意形成により構想され、最先端の技術や知識を集

約して、共同利用・共同研究体制により推進されるもの。 

○ 研究者コミュニティの要望や社会的な要請等に応じて、大型装置の整備を

前提とするもののほか、複数の研究施設がネットワークを形成して、多数の

研究者の参加により、全体として大きなテーマに挑戦するようなタイプも含

め、その性格を柔軟に捉えていくことが必要。 

（実施主体） 

○ 共同利用・共同研究体制による推進の観点から、大学共同利用機関や全国

共同利用の附置研究所等が実施主体の中心となるが、独立行政法人を実施主

体とするプロジェクトについても、研究者コミュニティのボトムアップ的な

意思を整理し、対象として検討することが必要。 

（予算規模） 

○ これまでは、概ね１００億円以上の建設費を要するものを対象としてきた

が、今後は、数十億円以上の経費を目安とした上で、研究分野の特性等に応

じて柔軟に取り扱うことが適当。 

 

（３）大型プロジェクトの推進の具体的方策 

（基本的な視点） 

○ 大型プロジェクトは、長期間にわたって多額の経費を要するため、社会や

国民の幅広い理解を得ながら、長期的な展望をもって戦略的・計画的に推進

することが必要。 

○ 社会状況等の変化に対応して、必要に応じて戦略の見直しや計画の変更を

行うなど、柔軟な対応に留意することが必要。 

○ 新たな学問領域の創成や異なる分野への波及効果の創出の観点から、計画

段階から、幅広い研究者コミュニティの意向を踏まえるよう工夫するととも

に、分野や内容の特性に応じて、海外の研究機関や研究者との役割分担を明

確にして、協力・連携体制を構築することが必要。 
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（欧米におけるロードマップの策定とその意義） 

○ ロードマップの策定により、科学的評価に基づき、戦略的・計画的な政策

決定を行うことができるとともに、社会や国民の理解・支持を獲得しつつプ

ロジェクトを推進するといったことが可能となる。 

○ 大型プロジェクトを戦略的・計画的に推進していく上で、欧米で策定され

ているようなロードマップの策定は大きな意義がある。 

○ 本作業部会として、学術研究の大型プロジェクトの推進に関する基本構想

「ロードマップ」を策定することが適当。 

 

 

 ２．ロードマップの策定  

（１）日本学術会議におけるマスタープランの策定 

○ 本作業部会からの依頼も踏まえ、日本学術会議が平成２２年３月に、７分野

４３の研究計画からなるマスタープランを盛り込んだ「学術の大型施設計画・

大規模研究計画－企画・推進策の在り方とマスタープランの策定について－」

を提言。 

 

（２）マスタープランを踏まえた検討 

○ ロードマップは、予算措置を保証するものではないが、関連施策を推進する

上で十分考慮すべき資料とすることが適当。 

○ 純粋に科学的視点から評価したマスタープランを踏まえ、大型プロジェクト

推進に当たっての優先度を明らかにする観点から、各研究計画について、評価

結果と主な優れた点や課題・留意点等を整理。 

 

（３）各研究計画の審議及びロードマップの策定 

○ ４３計画を対象に、①研究者コミュニティの合意、②計画の実施主体、③共

同利用体制、④計画の妥当性、⑤緊急性、⑥戦略性、⑦社会や国民の理解、の

観点を設定して、ヒアリングを行った上で審議を実施。 

○ 上記の観点について、個々の研究計画毎に、３段階で評価を行うとともに、

優れた点や課題等を整理。 

○ 以上の評価結果を基本に、４３計画について以下のとおり整理。 

１）計画推進の上で満たすべき基本的な要件と考えられる①～④の観点におけ

る評価に基づき、「ａ」「ｂ」「ｃ」に分類 

２）作業部会において新たに設定した⑤～⑦の観点における評価に基づき、

「ａ」「ｂ」「ｃ」に分類 

○ 上記１）において「ａ」と評価され、かつ開始年度が早期（平成２５年度以

前）の計画を、基本的な要件が満たされており、一定の優先度が認められる計

画として、その他の計画と区別してロードマップに整理。 

○ 全ての計画について、計画の内容、上記１）、２）の評価結果、主な優れて

いる点や課題・留意点等をロードマップに整理｡ 

○ 評価の結果は以下のとおり。 

・基本的な要件が満たされており、一定の優先度が認められる計画：１８計画 

・１８計画のうち、上記２）について評価の高かったものから順に、 

ａ：８計画、ｂ：５計画、ｃ：５計画 と整理。 
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○ 研究者コミュニティにおいては、ロードマップの評価結果を参考に、各研究

計画、ひいては、我が国の学術研究全体の飛躍的な発展につながるような積極

的な議論が活発に行われることを期待。 

○ 今後、マスタープランの改訂を踏まえ、ロードマップも定期的な改訂を行う。 

 

 

 ３．大型プロジェクトの着実な推進に向けて  

（１）新たなプロジェクトの推進 

○ 新たにプロジェクトを推進する際は、ロードマップを踏まえ、本作業部会等

において、専門家による客観的かつ透明性の高い事前評価を行うことが必要。 

○ その際、国民や関係者の意見を反映しながら議論を進め、その実施の可否を

決定することが重要（例：パブリックコメントの実施。国民や研究者との対話

の場の確保等）。 

○ また、目標達成時期を明確に設定するとともに、既存施設・設備の活用の検

討、進行中のプロジェクトの見直し・中止等により、新たなプロジェクトへの

資源の重点化など、限られた資源の効率的な活用に関する工夫が必要。 

 

（２）進行中のプロジェクトの評価 

○ プロジェクト毎に適切な時期を設定し、専門家による客観的かつ透明性の高

い評価を実施するとともに、その結果、目標達成が見込めないプロジェクトに

ついては、中止や改善等の方針を打ち出すなど、資源の「集中」や「選択」の

考え方を徹底することが必要。 

 

（３）社会や国民とのコミュニケーションの強化 

○ 国民が、大型プロジェクトの実現に向けて夢を共有し、応援したくなるよう

に、目標を明確かつ分かりやすく伝えていくことが必要。 

○ 社会や国民から、大型プロジェクトの意義について十分な理解を得るための

取組が必要（例：インターネット等を活用した活動実態のきめ細かい発信。科

学コミュニケーターの配置など支援体制の充実等）。 

 

（４）安定的・継続的な財政措置 

○ 国は、ロードマップを基本に、大型プロジェクトの着実な推進に向けて、安

定的・継続的な予算の確保に最大限の努力をすることが必要。 

○ 実施機関は、既存施設・設備の活用や事業の効率化・見直しによる経費の節

減を図るとともに、プロジェクトの性格や内容に応じて、国際協力の確保、第

三者からの支援の働きかけなど、自助努力を続けていくことが必要。 

○ 安定的・継続的な財政措置の実現のため、施設・設備の整備費や運用費が一

体となった予算枠の確保など、新たな予算措置方策の可能性も含め、幅広い観

点から検討を進めていくことが必要。 
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9
9
9

2
0
0
0

2
0
0
1

2
0
0
2

2
0
0
3

2
0
0
4

2
0
0
5

2
0
0
6

2
0
0
7

2
0
0
8

2
0
0
9

2
0
1
0

2
0
1
1

2
0
1
2

(
H
2
)

(
H
3
)

(
H
4
)

(
H
5
)

(
H
6
)

(
H
7
)

(
H
8
)

(
H
9
)

(
H
1
0
)
(
H
1
1
)
(
H
1
2
)
(
H
1
3
)
(
H
1
4
)
(
H
1
5
)
(
H
1
6
)
(
H
1
7
)
(
H
1
8
)
(
H
1
9
)
(
H
2
0
)
(
H
2
1
)
(
H
2
2
)
(
H
2
3
)
(
H
2
4
)

（
装

置
名

等
）

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

※
表

中
の

金
額

は
施

設
・

設
備

の
建

設
費

※
　

四
捨

五
入

の
関

係
で

計
が

合
わ

な
い

と
こ

ろ
も

あ
る

。

※
建

設
（

施
設

・
設

備
）

運
転

・
実

験
建

設
中

ア
ル

マ
計

画

区
　

分

ス
ー

パ
ー

カ
ミ

オ
カ

ン
デ

Ｂ
フ

ァ
ク

ト
リ

ー
（

電
子

・
陽

電
子

衝
突

型
加

速
器

）

大
型

光
学

赤
外

線
望

遠
鏡

「
す

ば
る

」

大
型

ヘ
リ

カ
ル

装
置

（
Ｌ

Ｈ
Ｄ

）

大
強

度
陽

子
加

速
器

（
Ｊ

－
Ｐ

Ａ
Ｒ

Ｃ
）

約
１

０
４

億
円

約
５

０
７

億
円

約
３

９
５

億
円

約
３

７
８

億
円

約
２

５
６

億
円

約
６

６
６

億
円

約
２

５
億

円
※

事
故

後
の

復
旧

分

（
計

画
額

）

※
こ

の
ほ

か
に

、
（
独

）
日

本
原

子
力

研
究

開
発

機
構

分
が

あ
る

。
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学
術

研
究

の
大

型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主

な
成

果
事

例

「
B

フ
ァ

ク
ト

リ
ー

」
に

よ
る

素
粒

子
物

理
学

研
究

の
推

進
【
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
加

速
器

研
究

機
構

】

○
反

物
質

が
消

え
た

謎
を

解
く
鍵

と
な

る
現

象
「
Ｃ

Ｐ
対

称
性

の
破

れ
（
粒

子
と

反
粒

子
の

崩
壊

過
程

に
ズ

レ
が

存
在

す
る

こ
と

）
」
を

実
験

的
に

証
明

し
、

小
林

・
益

川
両

博
士

の
２

０
０

８
年

ノ
ー

ベ
ル

物
理

学
賞

受
賞

に
貢

献
し

た
。

○
こ

れ
ま

で
の

実
験

に
よ

り
、

素
粒

子
物

理
学

に
お

け
る

一
般

的
な

考
え

方
で

あ
る

「
標

準
理

論
」
で

は
説

明
が

困
難

な
現

象
を

複
数

捉
え

て
お

り
、

新
た

な
物

理
法

則
の

手
が

か
り

と
し

て
、

世
界

的
に

注
目

が
集

ま
っ

て
い

る
。

世
界

最
高

の
衝

突
性

能
を

誇
る

電
子

・
陽

電
子

衝
突

型
加

速
器

（
K
E
K
B

)を
用

い
て

、
物

質
と

反
物

質
の

性
質

の
違

い
（
C

P
対

称
性

の
破

れ
）
を

明
ら

か
に

し
、

宇
宙

の
発

展
過

程
で

反
物

質
が

消
え

去
っ

た
謎

の
解

明
に

迫
る

。

「
大

型
ヘ

リ
カ

ル
装

置
（
L
H

D
）
」
に

よ
る

核
融

合
科

学
研

究
の

推
進

【
自

然
科

学
研

究
機

構
（
核

融
合

科
学

研
究

所
）
】

我
が

国
独

自
の

ア
イ

デ
ア

に
基

づ
く
超

伝
導

コ
イ

ル
を

用
い

た
世

界
最

大
の

ヘ
リ

カ
ル

型
実

験
装

置
「
大

型
ヘ

リ
カ

ル
装

置
（
Ｌ

Ｈ
Ｄ

）
」
に

よ
り

、
高

温
高

密
度

プ
ラ

ズ
マ

の
実

現
と

定
常

運
転

の
実

証
を

目
指

す
。

「
ス

ー
パ

ー
カ

ミ
オ

カ
ン

デ
」
に

よ
る

ニ
ュ

ー
ト

リ
ノ

研
究

の
推

進
【
東

京
大

学
宇

宙
線

研
究

所
】

○
ニ

ュ
ー

ト
リ

ノ
に

質
量

が
存

在
す

る
こ

と
の

決
定

的
な

証
拠

と
な

る
「
ニ

ュ
ー

ト
リ

ノ
振

動
」
の

直
接

観
測

に
世

界
で

初
め

て
成

功
。

大
気

中
の

ミ
ュ

ー
ニ

ュ
ー

ト
リ

ノ
が

５
０

０
ｋ
ｍ

移
動

す
る

と
消

滅
、

さ
ら

に
５

０
０

ｋ
ｍ

移
動

す
る

と
再

び
現

れ
る

波
形

の
振

動
パ

タ
ー

ン
を

示
し

て
い

る
こ

と
を

明
ら

か
に

し
た

。

小
柴

昌
俊

先
生

が
ノ

ー
ベ

ル
物

理
学

賞
を

受
賞

し
た

実
験

装
置

の
後

継
装

置
で

、
世

界
を

リ
ー

ド
す

る
研

究
の

展
開

に
よ

り
、

素
粒

子
物

理
学

の
標

準
理

論
の

見
直

し
と

宇
宙

の
進

化
の

謎
に

迫
る

。

A
LO
S

大
型

光
学

赤
外

線
望

遠
鏡

「
す

ば
る

」
に

よ
る

天
文

学
研

究
の

推
進

【
自

然
科

学
研

究
機

構
（
国

立
天

文
台

）
】

単
一

鏡
と

し
て

は
、

世
界

最
大

級
の

口
径

８
．

２
ｍ

の
す

ば
る

望
遠

鏡
に

よ
り

、
宇

宙
の

涯
に

挑
み

、
銀

河
が

誕
生

し
た

頃
の

宇
宙

の
姿

を
探

る
。

○
宇

宙
最

遠
方

の
天

体
を

発
見

。
○

最
も

重
元

素
の

少
な

い
星

を
発

見
、

宇
宙

で
最

初
に

生
ま

れ
た

星
の

正
体

に
迫

る
。

○
太

陽
系

外
の

惑
星

形
成

に
重

要
な

手
が

か
り

と
な

る
原

始
惑

星
系

円
盤

の
多

様
な

形
態

を
観

測
。

○
彗

星
衝

突
「
デ

ィ
ー

プ
イ

ン
パ

ク
ト

」
を

Ｎ
Ａ

Ｓ
Ａ

と
国

際
共

同
観

測
し

、
彗

星
の

内
部

物
質

を
解

明
し

た
。

○
電

子
温

度
を

１
億

７
，

０
０

０
万

度
ま

で
上

昇
さ

せ
る

こ
と

に
成

功
し

、
超

高
温

プ
ラ

ズ
マ

の
生

成
に

必
要

な
加

熱
と

断
熱

を
実

証
し

た
。

○
電

子
温

度
が

３
，

５
０

０
万

度
の

プ
ラ

ズ
マ

を
４

０
０

秒
維

持
し

、
高

性
能

プ
ラ

ズ
マ

の
定

常
保

持
研

究
が

順
調

に
進

展
し

た
。

○
不

純
物

が
中

心
部

か
ら

外
側

に
排

出
さ

れ
る

現
象

に
原

子
番

号
依

存
性

が
あ

る
こ

と
を

発
見

し
、

核
融

合
炉

設
計

に
重

要
な

知
見

を
も

た
ら

し
た

。
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学
術

研
究

の
大

型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等

の
波

及
効

果
に
つ
い
て
（
１
）

●
LH

D
に
お
け

る
超
伝
導
工
学
の
成
果
は
、

IT
ER

-B
A
や
世
界
の

大
型
超
伝
導
核
融
合
装
置
等
の
低
温
工
学
分
野
に
大
き
く
波
及
。

※
B

A
：
原

型
炉

設
計

、
IT

ER
計

画
補

完
た

め
、

日
欧

が
日

本
で

実
施

し
て

い
る

「
幅

広
い

ｱ
ﾌ
ﾟﾛ

ｰ
ﾁ
：
Br

oa
de

r 
Ap

pr
oa

ch
 」

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ

●
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ｽ
ﾞ
ﾏ
加
熱
技

術
を
応
用
し
た
ﾏ
ｲ
ｸ
ﾛ
波
焼
成
及
び
ｱ
ｽ
ﾍ
ﾞ
ｽ
ﾄ
無
害

化
処
理
は
、
省

ｴ
ﾈ
ﾙ
ｷ
ﾞ
ｰ
の
実
現
等
、
環
境
科
学
分
野
に
波
及
。

●
全
て
の
超
伝
導

ｺ
ｲ
ﾙ
を
一
つ
の
電
源
で
任
意
に
電
流
を
流
す
方

法
を
発
明
し
、

特
許
化
。

●
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ｽ
ﾞ
ﾏ
加
熱
手

法
の
一
つ
で
あ
る
ﾏ
ｲ
ｸ
ﾛ
波
加
熱
の
技
術
を
応
用

し
、
ﾏ
ｲ
ｸ
ﾛ
波
を

利
用
し
た
新
し
い
焼
成
技
術
を
特
許
化
。

●
人

類
未

到
の

研
究

課
題

に
挑

む
た

め
、

当
該

分
野

に
お

け
る

世
界

最
先

端
の

研
究

成
果

の
創

出
の

み
な

ら
ず

、
他

の
研

究
分

野
へ

の
波

及
効

果
が

大
き

い
。

●
最

先
端

の
技

術
開

発
を

伴
う

た
め

、
民

間
企

業
の

技
術

者
が

参
画

す
る

こ
と

も
多

く
、

副
次

的
効

果
と

し
て

、
産

業
応

用
へ

の
貢

献
度

も
大

き
い

。

「
大

型
ヘ

リ
カ

ル
装

置
（

L
H
D
）

」
に

よ
る

核
融

合
科

学
研

究
の

推
進

自
然

科
学

研
究

機
構

（
核

融
合

科
学

研
究

所
）

我
が

国
独

自
の

ア
イ

デ
ア

に
基

づ
く
超

伝
導

コ
イ

ル
を

用
い

た
世

界
最

大
の

「
大

型
ヘ

リ
カ

ル
装

置
（
Ｌ

Ｈ
Ｄ

）
」
に

よ
り

、
高

温
プ

ラ
ズ

マ
の

閉
じ

こ
め

と
定

常
運

転
の

実
証

を
目

指
す

。
※

Ｌ
Ｈ

Ｄ
：
La

rg
e 

H
el

ic
al

 D
ev

ic
e

ニ
ュ

ー
ト

リ
ノ

研
究

の
推

進
東

京
大

学
（

宇
宙

線
研

究
所

）

５
万

ト
ン

の
大

型
水

チ
ェ

レ
ン

コ
フ

装
置

、
ス

ー
パ

ー
カ

ミ
オ

カ
ン

デ
を

用
い

て
、

ニ
ュ

ー
ト

リ
ノ

の
研

究
、

大
統

一
理

論
の

検
証

等
を

行
う

。

「
Ｂ

フ
ァ

ク
ト

リ
ー

」
に

よ
る

素
粒

子
物

理
学

研
究

の
推

進
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
加

速
器

研
究

機
構

（
素

粒
子

原
子

核
研

究
所

）

電
子

・
陽

電
子

の
衝

突
頻

度
が

世
界

最
高

性
能

の
加

速
器

を
用

い
て

、
宇

宙
創

成
時

に
は

同
量

あ
っ

た
と

さ
れ

る
物

質
と

反
物

質
が

、
現

在
の

物
質

の
み

の
世

界
へ

と
変

化
し

た
原

因
を

解
明

す
る

。

●
最
先
端
の
加
速
器
技
術
は
医
療
・
非
破
壊
検
査
用
小
型

Ⅹ
線
源
、
次
世
代
高
輝
度
放
射
光
源
、
大
強
度
超
伝
導

加
速
器
な
ど
へ
直
結
。

●
素
粒
子
や
原
子
核
の
解
明
は
、
宇
宙
創
成
や
星
の
進
化

な
ど
と
密
接
に
関
係
し
、
本
研
究
成
果
は
宇
宙
物
理
学

に
大
き
く
寄
与
。

他
の

研
究

分
野

へ
の

波
及

効
果

産
業

応
用

面
へ

の
波

及
効

果

大
型

光
学

赤
外

線
望

遠
鏡

「
す

ば
る

」
に

よ
る

天
文

学
研

究
の

推
進

自
然

科
学

研
究

機
構

（
国

立
天

文
台

）

米
国

ハ
ワ

イ
州

マ
ウ

ナ
ケ

ア
山

頂
に

建
設

さ
れ

た
単

一
鏡

と
し

て
は

世
界

最
大

の
口

径
8.

2m
の

「
す

ば
る

望
遠

鏡
」
を

用
い

て
、

銀
河

誕
生

時
の

宇
宙

の
姿

を
探

り
、

太
陽

系
外

の
惑

星
の

謎
に

迫
る

。

●
多
種
多
様
な
太
陽
系
以
外
の
惑
星
等
の
発
見
は
、
地
球
物

理
学
分
野
と
の
共
同
研
究
に
発
展
。

●
宇
宙
の
起
源
や
構
造
理
解
に
迫
る
た
め
、
ダ
ー
ク
マ
タ
ー

な
ど
に
関
連
し
た
素
粒
子
物
理
学
と
の
共
同
研
究
に
発
展
。

特
許

約
1
0
0
件

取
得

特
許

4
5
件

取
得

※
民

間
技

術
者

計
9
4
名

が
参

画

特
許

2
5
件

取
得

※
民

間
技

術
者

計
3
0
名

が
参

画
ガ

ス
検

出
器

主
鏡
を
支
持
す
る
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
。

先
端
部
に
1
グ
ラ
ム
の
精
度
ま
で
測
定

可
能
な
セ
ン
サ
ー
が
あ
る
。

●
宇
宙
の
物
質
起
源
の
探
索
へ
の
糸
口
を
与
え
、
宇
宙
の

理
論
的
研
究
に
も
刺
激
を
与
え
た
。

●
地
下
で
行
う
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
探
索
、
２
重
ベ
ー
タ
崩
壊

探
索
な
ど
に
も
刺
激
を
与
え
た
。

●
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
検
出
を
行
う
口
径
2
0
イ
ン
チ
の
光
電
子

増
倍
管
を
開
発
し
特
許
を
取
得
。
（
医
療
、
分
析
・
計
測
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
等

に
用
い
る
増
倍
管
に
応
用
。
）

●
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
検
出
に
よ
り
光
電
子
増
倍
管
か
ら
送
ら
れ
る
微
弱
な
ア
ナ
ロ
グ
信
号
を

精
度
よ
く
デ
ジ
タ
ル
信
号
に
変
換
す
る
た
め
の
電
子
回
路
を
開
発
。

C
Tに

応
用

さ
れ

る
光

電
子

増
倍

管

運
用

を
開

始
し

た
マ

イ
ク

ロ
波

焼
成

器

特
許

2
件

取
得

※
民

間
技

術
者

計
1
0
名

が
参

画

他
の

研
究

分
野

へ
の

波
及

効
果

他
の

研
究

分
野

へ
の

波
及

効
果

他
の

研
究

分
野

へ
の

波
及

効
果

産
業

応
用

面
へ

の
波

及
効

果

産
業

応
用

面
へ

の
波

及
効

果
産

業
応

用
面

へ
の

波
及

効
果

音
叉
振
動

子

●
遠
方
の
銀
河
を
写
す
た
め
に
超
高
感
度
C
C
D
カ
メ
ラ
を

開
発
し
、
医
療
用
Ｘ
線
カ
メ
ラ
へ
応
用
。

●
す
ば
る
主
鏡
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
の
開
発
の
た
め
に
、
超
高
精
度
の

音
叉
式
力
セ
ン
サ
ー
を
開
発
し
、
超
精
密
計
量
技
術
へ
応
用
し
特
許
化
。

●
超
伝
導
電
磁
石
の
長
期
安
定
運
転
を
目
指
す
過
程
で
安
価
か
つ
小
型
・

軽
量
で
長
期
安
定
な
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
検
出
器
を
開
発
し
、
特
許
化
。

●
素
粒
子
の
飛
行
時
間
差
を
精
密
に
計
測
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
過
程
で
時
間
差
を

高
速
に
デ
ジ
タ
ル
信
号
に
変
換
す
る
電
圧
制
御
発
信
回
路
を
開
発
し
、
特
許
化
。
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学
術

研
究

の
大

型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等

の
波

及
効

果
に
つ
い
て
（
２
）

●
「
平
面
度
測
定
装
置
」

J
-
P
A
R
C
ミ
ュ
オ
ン
ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
建
設
過
程
に
お
い
て
、

ビ
ー
ム
を
通
す
パ
イ
プ
の
接
合
部
の
平
面
度
が
真
空
性
能
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
判
明
。
こ
の
た
め
、
平
面
度

の
測
定
を
可
能
と
す
る
可
搬
式
平
面
度
測
定
器
を
開
発
し
、

特
許
化
。

可
搬

式
平

面
度

測
定

装
置

ア
ル

マ
計

画
の

推
進

自
然

科
学

研
究

機
構

（
国

立
天

文
台

）
※

建
設

中

日
本

・
米

国
・
欧

州
の

３
者

の
国

際
協

力
に

よ
り

、
チ

リ
の

ア
タ

カ
マ

高
地

（
標

高
5
,0

0
0
m

）
に

電
波

望
遠

鏡
等

を
建

設
・
運

用
し

、
銀

河
や

惑
星

等
の

形
成

過
程

の
解

明
を

目
指

す
。

※
ア

ル
マ

（
A

L
M

A
）
:A

ta
c
am

a 
L
ar

ge
 M

ill
im

e
te

r 
/
su

bm
ill

im
e
te

r
A

rr
ay

●
宇
宙
の
極
め
て
広
い
対
象
や
現
象
に
対
し
卓
越
し
た
観
測
能
力
を
発
揮
す
る
。
遠
方
の

銀
河
の
観
測
に
よ
る
宇
宙
論
パ
ラ
メ
ー
タ
の
決
定
、
巨
大
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
形
成
・

進
化
や
宇
宙
ジ
ェ
ッ
ト
の
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
、
太
陽
系
外
惑
星
の
観
測
、
惑
星

や
生
命
材
料
物
質
の
探
査
、
太
陽
系
の
惑
星
の
大
気
構
造
・
組
成
・
火
山
活
動
の
解
明
、

彗
星
・
小
惑
星
や
カ
イ
パ
ー
ベ
ル
ト
天
体
の
組
成
解
析
を
通
じ
た
太
陽
系
の
構
造
と

歴
史
の
解
明
な
ど
、
極
め
て
広
い
範
囲
を
対
象
と
し
て
お
り
、
本
格
運
用
開
始
後
は
、

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
理
学
、
地
球
惑
星
科
学
、
生
命
科
学
等
多
く
の
隣
接
分
野
へ
の
波
及

効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

他
の

研
究

分
野

へ
の

波
及

効
果

大
強

度
陽

子
加

速
器

（
J
-
P
A
R
C
）

に
よ

る
原

子
核

・
素

粒
子

物
理

学
研

究
等

の
推

進
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
加

速
器

研
究

機
構

※
平

成
20

年
度

完
成

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

加
速

器
研

究
機

構
と

日
本

原
子

力
研

究
開

発
機

構
が

共
同

で
、

世
界

最
大

級
の

ビ
ー

ム
強

度
を

持
つ

陽
子

加
速

器
施

設
を

運
営

し
、

物
質

・
生

命
科

学
、

原
子

核
・
素

粒
子

物
理

学
な

ど
基

礎
研

究
分

野
か

ら
産

業
利

用
ま

で
幅

広
い

分
野

に
寄

与
す

る
研

究
開

発
を

推
進

す
る

※
J-

P
A

R
C

：
Ja

pa
n 

P
ro

to
n 

A
cc

el
er

at
or

 R
es

ea
rc

h 
C

om
pl

ex

●
中
性
子
や
ミ
ュ
オ
ン
を
用
い
た
物
質
・
生
命
科
学
の
研
究
は
、
新
し
い
超
伝
導
物
質
、

高
性
能
電
池
、
高
分
子
な
ど
の
新
素
材
の
開
発
や
、
創
薬
に
関
連
し
た
タ
ン
パ
ク
質

の
研
究
な
ど
に
波
及
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

特
許

１
１

件
取

得
※

民
間

技
術

者
計

1
6
名

が
参

画

産
業

応
用

面
へ

の
波

及
効

果

他
の

研
究

分
野

へ
の

波
及

効
果

●
回
路
著
作
権
「
N
E
U
N
E
T
」

中
性
子
利
用
の
普
及
の
た
め
に
は
、
扱
い
や
す

い
中
性
子
測
定
器
読
み
出
し
回
路

の
開
発
と
安
定
供
給
が
不
可
欠
。
そ
の
た
め
、
汎

用
の
中
性
子
測
定
器
回
路
「
N
E
U
N
E
T
」

を
開
発
し
、
株
式
会
社

B
e
e
B
e
a
n
s
T
e
c
h
n
o
l
o
g
i
e
s
（
現
在
K
E
K
ベ
ン
チ
ャ
ー
）
と
技
術

提
供
契
約
を
締
結
し
、
同
社
を
通
じ
て
産
業
界
に

導
入
・
技
術
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
。

●
そ

の
他

、
世

界
最

高
レ

ベ
ル

の
ビ

ー
ム

強
度

を
も

つ
加

速
器

に
関

連
し

た
高

度
な

技
術

及
び

ニ
ュ

ー
ト

リ
ノ

や
ハ

ド
ロ

ン
実

験
に

よ
る

検
出

器
技

術
は

、
産

業
技

術
に

波
及

効
果

を
も

た
ら

す

と
期

待
さ

れ
る

。

特
許

３
件

取
得

（
1
0件

出
願

中
）

※
民

間
技

術
者

計
1
0
名

が
参

画

産
業

応
用

面
へ

の
波

及
効

果

●
高
精
度
ア
ン
テ
ナ
製
作
に
お
け
る
高
精
度
自
動
制
御
や

精
密
加
工
技
術
、
高
感
度
受
信
機
開
発
に
お
け
る
超
伝

導
素
子
や
サ
ブ
ミ
リ
波
（
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
）
光
源
、
相
関

器
開
発
に
お
け
る
専
用
計
算
機
技
術
な
ど
の
超
最
先
端

技
術
が
、
多
分
野
の
技
術
開
発
に
大
き
く
貢
献
す
る
可

能
性
が
高
い
。
具
体
の
例
と
し
て
、
高
精
度
ア
ン
テ
ナ

製
作
を
行
う
過
程
で
「
ア
ン
テ
ナ
鏡
面
測
・
調
整
装

置
」
を
開
発
し
、
特
許
を
取
得
。

●
今
後
、
高
感
度
受
信
機
製
作
を
行
う
過
程
で
開
発
さ
れ

た
サ
ブ
ミ
リ
波
の
発
生
・
検
出
技
術
の
応
用
と
し
て
、

医
学
分
野
に
お
い
て
非
侵
襲
的
検
査
（
痛
み
や
危
険
を

伴
わ
な
い
検
査
）
へ
の
適
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

サ
ブ

ミ
リ

波
の

非
侵

襲
的

検
査

へ
の

適
用
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学
術

研
究

の
大

型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等

の
波

及
効

果
に
つ
い
て
（
３
）

●
物
質
科
学
や
生

命
科
学
等
で
の
新
た
な
光
科
学
技
術
と
し
て

赤
外
線
、
ﾃ
ﾗ
ﾍ
ﾙ
ﾂ
光
を
含
む
高
輝
度
光
を
世
界
的
に
広
く
応
用
。

●
円
偏
光
自
由
電

子
ﾚ
ｰ
ｻ
ﾞ
ｰ
の
開
発
に
世
界
で
初
め
て
成
功
し
、

生
命
起
源
の
解

明
等
の
新
し
い
分
野
へ
の
応
用
。

●
太
陽
光
を
有
効

活
用
で
き
る
蛍
光
体
を
高
性
能
化
す
る
た
め
、

高
輝
度
真
空
紫

外
分
光
器
を
開
発
し
、
蛍
光
体
の
蓄
光
特
性

評
価
に
応
用
。

●
ﾘ
ﾁ
ｳ
ﾑ
ｲ
ｵ
ﾝ
電
池
を

高
性
能
化
す
る
た
め
、
軽
元
素
専
用
高
輝
度

軟
Ｘ
線
分
光
器

を
開
発
し
、
電
池
が
含
む
各
元
素
周
辺
の
局

所
状
態
解
析
に

応
用
。

高
精

度
V

L
B
I観

測
に

よ
る

先
端

的
天

文
学

研
究

の
推

進
自

然
科

学
研

究
機

構
（

国
立

天
文

台
）

国
内

と
東

ア
ジ

ア
諸

国
の

電
波

望
遠

鏡
を

連
携

さ
せ

て
高

精
度

VL
BI

観
測

網
を

構
築

し
、

銀
河

系
全

域
の

天
体

の
位

置
や

そ
の

構
造

を
明

ら
か

に
し

、
銀

河
系

の
進

化
の

過
程

解
明

を
目

指
す

。
※

V
LB

I：
V

er
y 

Lo
ng

 B
as

el
in

e 
In

te
fe

ro
m

et
ry

●
任
意
に
選
択
し

た
２
天
体
を
同
時
に
受
信
す
る
受
信
機
位
置
を

正
確
に
設
定
す

る
技
術
を
開
発
。

●
ギ
ガ
ビ
ッ
ト
磁

気
テ
ー
プ
記
録
装
置
は
企
業
に
よ
り
製
品
化
さ

れ
、
既
に
大
学

の
観
測
装
置
に
導
入
。

Ｐ
Ｆ

（
光

の
工

場
）

に
よ

る
放

射
光

科
学

研
究

の
推

進
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
加

速
器

研
究

機
構

（
物

質
構

造
科

学
研

究
所

）

極
紫

外
線

か
ら

硬
Ｘ

線
ま

で
の

幅
広

い
波

長
域

を
活

用
し

た
放

射
光

科
学

の
実

験
研

究
に

よ
り

、
物

質
・
材

料
・
環

境
・
生

命
科

学
な

ど
広

範
な

分
野

の
先

端
的

・
基

盤
的

研
究

を
推

進
。

※
P

F:
P

ho
to

n
Fa

ct
or

y

●
環
境
浄
化
に
果
た
す
生
物
の
機
能
解
明
か
ら
、

よ
り
高
性
能
な
環
境
浄
化
生
物
の
探
索
を
可
能

と
し
、
環
境
科
学
分
野
へ
波
及
。

●
放

射
光

の
特

性
に

着
目

し
、

こ
れ

を
利

用
し

た
心

臓
冠

状
動

脈
造

影
で

き
る

Ｘ
線

撮
像

装
置

を
企

業
と

共
同

開
発

。
●
国
内
企
業
と
開
発
し
た
二
結
晶
分
光
器
は
、
世
界
の
放
射
光

施
設
に
多
数
輸
出
。

最
先

端
学

術
情

報
ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
（

S
IN

E
T
3
）

に
よ

る
学

術
情

報
基

盤
の

構
築

情
報

・
シ

ス
テ

ム
研

究
機

構
（

国
立

情
報

学
研

究
所

）

特
許

3
件

取
得

※
民

間
技

術
者

計
1
1
名

が
参

画

特
許

１
３

件
取

得
※

民
間

技
術

者
計

7
7
名

が
参

画

特
許

２
件

取
得

（
5件

数
出

願
中

）
※

民
間

技
術

者
計

3
0
名

が
参

画

冠
動

脈
診

断
シ

ス
テ

ム

低
エ

ネ
ル

ギ
ー

放
射

光
源

施
設

「
U
V
S
O

R
」

に
よ

る
分

子
科

学
研

究
の

推
進

自
然

科
学

研
究

機
構

（
分

子
科

学
研

究
所

）

低
エ

ネ
ル

ギ
ー

放
射

光
に

特
化

し
た

世
界

最
高

輝
度

の
小

型
放

射
光

源
施

設
（
U

V
SO

R
）

に
よ

り
、

新
た

な
特

性
の

放
射

光
源

を
開

発
し

、
高

輝
度

光
に

よ
る

新
規

物
性

評
価

、
光

反
応

等
を

開
拓

す
る

。
※

U
V

S
O

R
:極

端
紫

外
光

研
究

施
設

の
愛

称

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
国
内
最
大
の
デ
ー
タ
送
信
事
例

で
あ
り
、
本
格

的
な
大
容
量
通
信
の
実
用
化
試
験
と
し
て

機
能
。

●
広
帯
域
測
地

V
LB

I観
測
に
成
功
し
、
測
地
精
度
を
従
来
の

２
倍
に
向
上
さ

せ
、
測
地
学
分
野
へ
大
き
く
波
及
。

水
蒸
気
計
測
装
置
（
ラ
ジ
オ
メ
ー
タ
）

の
高
精
度
化
に
よ
っ
て
測
地
精
度
の
向

上
と
集
中
豪
雨
予
測
に
応
用

産
業

応
用

面
へ

の
波

及
効

果
産

業
応

用
面

へ
の

波
及

効
果

産
業

応
用

面
へ

の
波

及
効

果
産

業
応

用
面

へ
の

波
及

効
果

他
の

研
究

分
野

へ
の

波
及

効
果

他
の

研
究

分
野

へ
の

波
及

効
果

他
の

研
究

分
野

へ
の

波
及

効
果

他
の

研
究

分
野

へ
の

波
及

効
果

特
許

3
件

取
得

※
民

間
技

術
者

計
5
名

が
参

画

軽
元

素
専

用
高

輝
度

軟
Ｘ

線
分

光
器

を
使

っ
て

初
め

て
解

析
可

能
に

な
る

リ
チ

ウ
ム

イ
オ

ン
電

池
中

の
リ

チ
ウ

ム
の

局
所

状
態

大
型

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

等
の

大
規

模
実

験
で

発
生

す
る

大
量

の
実

験
デ

ー
タ

を
超

高
速

・
高

機
能

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
よ

っ
て

効
率

よ
く
柔

軟
に

転
送

す
る

な
ど

、
学

術
研

究
発

展
の

た
め

の
情

報
基

盤
を

構
築

。
※

S
IN

ET
:S

ci
en

ce
In

fo
rm

at
io

n 
N

ET
w

or
k

●
研
究
拠
点
間
で
膨
大
な

実
験
デ
ー
タ
等
を
安
全
か
つ
高
品
質

に
転
送
す
る
こ
と
が
可

能
。
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
「
小
林
・

益
川
理
論
」
の
検
証
に

大
き
く
貢
献
し
た

B
el

le
実
験
、

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
実
験
、
ア
ト
ラ
ス

(A
TL

A
S

)実
験
、

V
LB

I観
測
等
、
我
が
国
に
お
け
る
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
基
盤
と
し

て
強
力
に
支
援
。

●
利
用
者
が
接
続
先
・
速

度
・
時
間
等
を
指
定
し
て
超
高
品
質
な

仮
想
専
用
線
を
確
保
す

る
技
術
（
Ｌ
１
オ
ン
デ
マ
ン
ド
技
術
）

を
開
発
し
、

S
IN

E
Tに

お
い
て
世
界
で
初
め
て
実
用
化
す
る
と

と
も
に
、
国
内
特
許
及

び
海
外
特
許
を
出
願
し
て
い
る
。

ユ
ー

ザ
の

指
定

に
よ

っ
て

L1
回

線
を

動
的

に
設

定
。

・
接

続
対

地
・
開

始
・
終

了
時

刻
・
回

線
帯

域

KE
K

北
海

道
大
学

国
立

天
文
台

山
口

大
学

N
IF

S

利
用

者

：
仮

想
専

用
線

：
L1

 S
w

itc
h

L1
オ

ン
デ

マ

ン
ド

サ
ー

バ

Ｌ
１

オ
ン

デ
マ

ン
ド

技
術

に
よ

る
、

動
的

な
仮

想
専

用
線

の
確

保
(図

は
V

LB
Iで

の
一

例
）
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学
術

研
究

の
大

型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
審

議
会

に
お
け
る
評

価
の
状

況
に
つ
い
て

評
価

時
期

報
告

書
等

事
前

Ｈ
２

．
７

学
術

審
議

会
特

定
研

究
領

域
推

進
分

科
会

宇
宙

科
学

部
会

　
「
天

文
学

研
究

の
推

進
に

つ
い

て
（
報

告
）
」

中
間

Ｈ
１

４
．

５
科

学
技

術
・
学

術
審

議
会

学
術

分
科

会
基

本
問

題
特

別
委

員
会

天
文

学
Ｗ

Ｇ

事
前

Ｈ
５

．
７

学
術

審
議

会
特

定
研

究
領

域
推

進
分

科
会

加
速

器
科

学
部

会
　

「
加

速
器

科
学

研
究

の
推

進
に

つ
い

て
」

中
間

H
１

２
．

１
１

学
術

審
議

会
特

定
研

究
領

域
推

進
分

科
会

加
速

器
科

学
部

会
　

「
我

が
国

に
お

け
る

加
速

器
科

学
研

究
に

つ
い

て
（
報

告
）
」

事
前

Ｈ
９

．
６

学
術

審
議

会
特

定
研

究
領

域
推

進
分

科
会

加
速

器
科

学
部

会
　

「
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
加

速
器

研
究

機
構

に
お

け
る

加
速

器
科

学
研

究
に

つ
い

て
」

事
前

Ｈ
１

２
．

８
学

術
審

議
会

特
定

研
究

領
域

推
進

分
科

会
加

速
器

科
学

部
会

及
び

原
子

力
委

員
会

・
大

強
度

陽
子

加
速

器
施

設
計

画
評

価
専

門
部

会
　

「
大

強
度

陽
子

加
速

器
計

画
評

価
報

告
書

」

中
間

H
１

２
．

１
１

学
術

審
議

会
特

定
研

究
領

域
推

進
分

科
会

加
速

器
科

学
部

会
　

「
我

が
国

に
お

け
る

加
速

器
科

学
研

究
に

つ
い

て
（
報

告
）
」

中
間

H
１

５
．

１
２

科
学

技
術

・
学

術
審

議
会

学
術

分
科

会
基

本
問

題
特

別
委

員
会

大
強

度
陽

子
加

速
器

計
画

評
価

作
業

部
会

　
「
大

強
度

陽
子

加
速

器
計

画
中

間
評

価
報

告
書

」

中
間

H
１

９
．

６
　

科
学

技
術

・
学

術
審

議
会

学
術

分
科

会
学

術
研

究
推

進
部

会
／

研
究

計
画

・
評

価
分

科
会

原
子

力
分

野
の

研
究

開
発

に
関

す
る

委
員

会
　

大
強

度
陽

子
加

速
器

計
画

評
価

作
業

部
会

　
「
大

強
度

陽
子

加
速

器
計

画
中

間
評

価
報

告
書

」

事
前

Ｈ
１

２
．

１
２

学
術

審
議

会
特

定
研

究
領

域
推

進
分

科
会

宇
宙

科
学

部
会

　
「
我

が
国

に
お

け
る

天
文

学
研

究
の

推
進

に
つ

い
て

」

事
前

Ｈ
１

５
．

１
科

学
技

術
・
学

術
審

議
会

学
術

分
科

会
基

本
問

題
特

別
委

員
会

天
文

学
研

究
Ｗ

Ｇ
　

「
ア

ル
マ

実
施

計
画

に
関

す
る

評
価

に
つ

い
て

」

中
間

H
２

０
．

７
　

科
学

技
術

・
学

術
審

議
会

学
術

分
科

会
学

術
研

究
推

進
部

会
ア

ル
マ

計
画

評
価

作
業

部
会

　
「
ア

ル
マ

計
画

中
間

評
価

報
告

書
」

事
前

Ｈ
２

．
７

学
術

審
議

会
特

定
研

究
領

域
推

進
分

科
会

宇
宙

科
学

部
会

　
「
天

文
学

研
究

の
推

進
に

つ
い

て
」

中
間

H
１

２
．

１
１

学
術

審
議

会
特

定
研

究
領

域
推

進
分

科
会

　
「
我

が
国

に
お

け
る

天
文

学
研

究
の

推
進

に
つ

い
て

」

事
前

Ｓ
６

１
．

２
学

術
審

議
会

特
定

研
究

領
域

推
進

分
科

会
核

融
合

部
会

　
「
大

学
に

お
け

る
今

後
の

核
融

合
研

究
に

つ
い

て
（
報

告
）
」

中
間

H
１

２
．

１
１

学
術

審
議

会
特

定
研

究
領

域
推

進
分

科
会

核
融

合
部

会
　

「
大

学
に

お
け

る
核

融
合

研
究

の
在

り
方

に
つ

い
て

（
報

告
）
」

中
間

Ｈ
１

５
．

１
科

学
技

術
・
学

術
審

議
会

学
術

分
科

会
基

本
問

題
特

別
委

員
会

核
融

合
研

究
Ｗ

Ｇ
　

「
今

後
の

我
が

国
の

核
融

合
科

学
の

在
り

方
に

つ
い

て
（
報

告
）
」

中
間

Ｈ
１

９
．

６
科

学
技

術
・
学

術
審

議
会

研
究

計
画

・
評

価
分

科
会

原
子

力
分

野
の

研
究

開
発

に
関

す
る

委
員

会
核

融
合

研
究

作
業

部
会

「
IT

E
R

計
画

、
幅

広
い

ア
プ

ロ
ー

チ
を

は
じ

め
と

す
る

我
が

国
の

核
融

合
研

究
の

推
進

方
策

に
つ

い
て

」

中
間

Ｈ
２

１
．

１
内

閣
府

原
子

力
委

員
会

核
融

合
専

門
部

会
「
原

子
力

政
策

大
綱

等
に

示
し

て
い

る
核

融
合

研
究

開
発

に
関

す
る

取
組

の
基

本
的

考
え

方
の

評
価

に
つ

い
て

」

法
  

人
  
名

「
Ｂ

フ
ァ

ク
ト

リ
ー

」
に

よ
る

素
粒

子
物

理
学

研
究

の
推

進
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
加

速
器

研
究

機
構

東
大

宇
宙

線
研

究
所

「
ス

ー
パ

ー
カ

ミ
オ

カ
ン

デ
」
に

よ
る

ニ
ュ

ー
ト

リ
ノ

研
究

の
推

進

事
　

業
　

名

「
大

強
度

陽
子

加
速

器
（
Ｊ
－

Ｐ
Ａ

Ｒ
Ｃ

）
」
に

よ
る

物
質

・
生

命
科

学
及

び
原

子
核

・
素

粒
子

物
理

学
研

究
の

推
進

大
型

光
学

赤
外

線
望

遠
鏡

「す
ば

る
」
計

画
の

推
進

自
然

科
学

研
究

機
構

（核
融

合
科

学
研

究
所

）

自
然

科
学

研
究

機
構

「
大

型
ヘ

リ
カ

ル
装

置
（
Ｌ

Ｈ
Ｄ

）
」
に

よ
る

核
融

合
科

学
研

究
の

推
進

（
国

立
天

文
台

）

ア
ル

マ
計

画
の

推
進

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

加
速

器
研

究
機

構

自
然

科
学

研
究

機
構

（
国

立
天

文
台

）

実
施

機
関

　
科

学
技

術
・学

術
審

議
会

学
術

分
科

会
等

に
お

け
る

提
言

〔
H

2
1
.1

.2
2
現

在
〕

（
文

部
科

学
省

作
成

）
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大
規

模
研

究
施

設
に
関

す
る
諸

外
国

の
動

向
調

査
（
概

要
）

目
的

G
8
各

国
に

お
け

る
大

規
模

研
究

施
設

の
ロ

ー
ド
マ

ッ
プ

及
び

優
先

順
位

付
け

を
調

査

海
外

研
究

者
に

よ
る

各
研

究
施

設
の

利
用

の
可

否
及

び
ル

ー
ル

等
を

調
査

大
規

模
研

究
施

設
の

共
同

利
用

に
係

る
国

際
協

力
の

在
り

方
を

検
討

目
的

G
8
各

国
に

お
け

る
大

規
模

研
究

施
設

の
ロ

ー
ド
マ

ッ
プ

及
び

優
先

順
位

付
け

を
調

査

海
外

研
究

者
に

よ
る

各
研

究
施

設
の

利
用

の
可

否
及

び
ル

ー
ル

等
を

調
査

大
規

模
研

究
施

設
の

共
同

利
用

に
係

る
国

際
協

力
の

在
り

方
を

検
討

調
査

方
法 文

献
調

査
、

W
e
b
サ

イ
ト
調

査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

調
査

調
査

方
法 文

献
調

査
、

W
e
b
サ

イ
ト
調

査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

調
査

2
0
0
6

(
2
0
0
8
年

に
更

新
)

E
u
ro

p
e
a
n
 R

o
a
d
m

a
p
 f
o
r 

R
e
s
e
a
rc

h
 I
n
fr
a
s
tr
u
c
tu

re
s
 –

R
o
a
d
m

a
p
 2

0
0
8
-

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
研

究
基

盤
戦

略
フ

ォ
ー

ラ
ム

（
E
S
F
R
I）

E
U

2
0
0
2
年

S
ta

te
m

e
n
t 
o
n
 n

in
e
 l
a
rg

e
-
s
c
a
le

 f
a
c
ili

ti
e
s
 f
o
r 

b
a
s
ic

 s
c
ie

n
ti
fi
c
 

re
s
e
a
rc

h
 a

n
d
 o

n
 t
h
e
 d

e
v
e
lo

p
m

e
n
t 
o
f 
in

v
e
s
tm

e
n
t 
p
la

n
n
in

g
 

fo
r 

la
rg

e
-
s
c
a
le

 f
a
c
il
it
ie

s
 

連
邦

教
育

研
究

省
、

サ
イ

エ
ン

ス
・
カ

ウ
ン

シ
ル

G
e
rm

a
n
y

L
a
rg

e
 F

a
c
il
it
ie

s
 S

tr
a
te

g
ic

 R
o
a
d
m

a
p
 2

0
0
8

M
a
jo

r 
R
e
s
e
a
rc

h
 E

q
u
ip

m
e
n
t 
a
n
d
 F

a
c
ili

ti
e
s
 C

o
n
s
tr

u
c
ti
o
n
 –

M
R
E
F
C
-

A
c
c
o
u
n
t 

P
ro

je
c
ts

L
a
rg

e
 F

a
c
il
it
ie

s
 M

a
n
u
a
l

S
e
tt
in

g
 P

ri
o
ri
ti
e
s
 f
o
r 

L
a
rg

e
 R

e
s
e
a
rc

h
 F

a
c
il
it
y 

P
ro

je
c
ts

 
S
u
p
p
o
rt

e
d
 b

y
 t
h
e
 N

a
ti
o
n
a
l 
S
c
ie

n
c
e
 F

o
u
n
d
a
ti
o
n

F
o
u
r 

Y
e
a
rs

 L
a
te

r:
 A

n
 I
n
te

ri
m

 R
e
p
o
rt

 o
n
 F

a
c
il
it
ie

s
 f
o
r 

th
e
 

F
u
tu

re
 o

f 
S
c
ie

n
c
e
: 
A
 T

w
e
n
ty

-
Y
e
a
r 

O
u
tl
o
o
k
 

F
a
c
il
it
ie

s
 f
o
r 

th
e
 F

u
tu

re
 o

f 
S
c
ie

n
c
e
 

-
A
 T

w
e
n
ty

-
Y
e
a
r 

O
u
tl
o
o
k
-

文
書

2
0
0
8

(
2
年

毎
)

リ
サ

ー
チ

・
カ

ウ
ン

シ
ル

U
K

毎
年

2
0
0
7
年

全
米

科
学

財
団

2
0
0
4
年

ナ
シ

ョ
ナ

ル
・
ア

カ
デ

ミ
ー

2
0
0
7
年

2
0
0
3
年

エ
ネ

ル
ギ

ー
省

U
.S

.

発
行

年
発

行
主

体
国

等

2
0
0
6

(
2
0
0
8
年

に
更

新
)

E
u
ro

p
e
a
n
 R

o
a
d
m

a
p
 f
o
r 

R
e
s
e
a
rc

h
 I
n
fr
a
s
tr
u
c
tu

re
s
 –

R
o
a
d
m

a
p
 2

0
0
8
-

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
研

究
基

盤
戦

略
フ

ォ
ー

ラ
ム

（
E
S
F
R
I）

E
U

2
0
0
2
年

S
ta

te
m

e
n
t 
o
n
 n

in
e
 l
a
rg

e
-
s
c
a
le

 f
a
c
ili

ti
e
s
 f
o
r 

b
a
s
ic

 s
c
ie

n
ti
fi
c
 

re
s
e
a
rc

h
 a

n
d
 o

n
 t
h
e
 d

e
v
e
lo

p
m

e
n
t 
o
f 
in

v
e
s
tm

e
n
t 
p
la

n
n
in

g
 

fo
r 

la
rg

e
-
s
c
a
le

 f
a
c
il
it
ie

s
 

連
邦

教
育

研
究

省
、

サ
イ

エ
ン

ス
・
カ

ウ
ン

シ
ル

G
e
rm

a
n
y

L
a
rg

e
 F

a
c
il
it
ie

s
 S

tr
a
te

g
ic

 R
o
a
d
m

a
p
 2

0
0
8

M
a
jo

r 
R
e
s
e
a
rc

h
 E

q
u
ip

m
e
n
t 
a
n
d
 F

a
c
ili

ti
e
s
 C

o
n
s
tr

u
c
ti
o
n
 –

M
R
E
F
C
-

A
c
c
o
u
n
t 

P
ro

je
c
ts

L
a
rg

e
 F

a
c
il
it
ie

s
 M

a
n
u
a
l

S
e
tt
in

g
 P

ri
o
ri
ti
e
s
 f
o
r 

L
a
rg

e
 R

e
s
e
a
rc

h
 F

a
c
il
it
y 

P
ro

je
c
ts

 
S
u
p
p
o
rt

e
d
 b

y
 t
h
e
 N

a
ti
o
n
a
l 
S
c
ie

n
c
e
 F

o
u
n
d
a
ti
o
n

F
o
u
r 

Y
e
a
rs

 L
a
te

r:
 A

n
 I
n
te

ri
m

 R
e
p
o
rt

 o
n
 F

a
c
il
it
ie

s
 f
o
r 

th
e
 

F
u
tu

re
 o

f 
S
c
ie

n
c
e
: 
A
 T

w
e
n
ty

-
Y
e
a
r 

O
u
tl
o
o
k
 

F
a
c
il
it
ie

s
 f
o
r 

th
e
 F

u
tu

re
 o

f 
S
c
ie

n
c
e
 

-
A
 T

w
e
n
ty

-
Y
e
a
r 

O
u
tl
o
o
k
-

文
書

2
0
0
8

(
2
年

毎
)

リ
サ

ー
チ

・
カ

ウ
ン

シ
ル

U
K

毎
年

2
0
0
7
年

全
米

科
学

財
団

2
0
0
4
年

ナ
シ

ョ
ナ

ル
・
ア

カ
デ

ミ
ー

2
0
0
7
年

2
0
0
3
年

エ
ネ

ル
ギ

ー
省

U
.S

.

発
行

年
発

行
主

体
国

等

調
査

対
象

大
規

模
研

究
施

設
の

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

及
び

優
先

順
位

付
け

に
係

る
報

告
書

等
調

査
対

象
と

し
た

大
規

模
研

究
施

設

●
建

設
費

と
1
0
年

間
の

運
営

経
費

の
和

が
5
0
0
億

円
を

超
え

る
研

究
施

設
（
但

し
、
該

当
す

る
全

て
の

研
究

施
設

を
網

羅
し

た
わ

け
で

は
な

く
、

文
献

調
査

等
に

よ
り

把
握

し
た

主
要

な
研

究
施

設
を

対
象

と
し

た
）

●
大

規
模

研
究

施
設

の
種

別
•

放
射

光
施

設
•

中
性

子
ビ

ー
ム

施
設

•
ミ

ュ
オ

ン
ビ

ー
ム

施
設

•
R
Iビ

ー
ム

施
設

•
素

粒
子

物
理

実
験

施
設

•
核

融
合

実
験

施
設

•
高

強
度

レ
ー

ザ
ー

実
験

施
設

•
天

体
観

測
施

設
•

地
球

観
測

施
設

•
ス

ー
パ

ー
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
施

設

平
成

21
年

5月
28

日
内

閣
府
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大
規

模
研

究
施

設
の

種
別

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

科
学

（
A
d
va

n
c
e
d
 S

c
ie

n
ti
fi
c
 C

o
m

p
u
ti
n
g
 R

e
se

a
rc

h
(
A
S
C
R
)
）

基
礎

エ
ネ

ル
ギ

ー
科

学
（
B
a
si

c
 E

n
e
rg

y 
S
c
ie

n
c
e
s(

B
E
S
)
）

生
物

・
環

境
（
B
io

lo
g
ic

a
l 
a
n
d
 E

n
vi

ro
n
m

e
n
ta

l 
R
e
se

a
rc

h
(
B
E
R
)
）

核
融

合
科

学
（
F
u
si

o
n
 E

n
e
rg

y 
S
c
ie

nc
e
s(

F
E
S
)
）

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

物
理

（
H
ig

h
 E

n
e
rg

y 
P
h
ys

ic
s(

H
E
P
)
）

核
物

理
（
N
u
c
le

a
r 

P
h
ys

ic
s(

N
P
)
）

大
規

模
研

究
施

設
の

種
別

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

科
学

（
A
d
va

n
c
e
d
 S

c
ie

n
ti
fi
c
 C

o
m

p
u
ti
n
g
 R

e
se

a
rc

h
(
A
S
C
R
)
）

基
礎

エ
ネ

ル
ギ

ー
科

学
（
B
a
si

c
 E

n
e
rg

y 
S
c
ie

n
c
e
s(

B
E
S
)
）

生
物

・
環

境
（
B
io

lo
g
ic

a
l 
a
n
d
 E

n
vi

ro
n
m

e
n
ta

l 
R
e
se

a
rc

h
(
B
E
R
)
）

核
融

合
科

学
（
F
u
si

o
n
 E

n
e
rg

y 
S
c
ie

nc
e
s(

F
E
S
)
）

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

物
理

（
H
ig

h
 E

n
e
rg

y 
P
h
ys

ic
s(

H
E
P
)
）

核
物

理
（
N
u
c
le

a
r 

P
h
ys

ic
s(

N
P
)
）

米
国

D
O

E
に

お
け

る
事

例

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

及
び

優
先

順
位

付
け

の
検

討
方

法
研

究
者

等
か

ら
構

成
さ

れ
る

ア
ド
バ

イ
ザ

リ
ー

・
コ

ミ
ッ

テ
ィ
を

設
置

し
、

科
学

と
し

て
の

重
要

性
、

及
び

建
設

に
向

け
た

実
現

性
の

観
点

か
ら

検
討

各
研

究
施

設
の

フ
ェ

ー
ズ

（
R
&

D
、

概
念

設
計

、
工

学
的

設
計

、
建

設
、

運
転

）
を

整
理

計
画

に
影

響
を

及
ぼ

す
よ

う
な

技
術

的
な

ブ
レ

ー
ク

ス
ル

ー
や

、
海

外
に

お
い

て
計

画
さ

れ
て

い
る

同
種

・
類

似
の

研
究

施
設

の
動

向
を

踏
ま

え
て

、
見

直
し

を
実

施

大
規

模
研

究
施

設
の

種
別

ご
と

に
、
ロ

ー
ド
マ

ッ
プ

を
作

成
（
計

6
分

野
）
。

優
先

順
位

1
位

か
ら

同
列

2
3
位

ま
で

、
優

先
順

位
付

け
を

明
確

に
実

施
。

（
複

数
の

施
設

が
同

列
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る
。

）

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

及
び

優
先

順
位

付
け

の
検

討
方

法
研

究
者

等
か

ら
構

成
さ

れ
る

ア
ド
バ

イ
ザ

リ
ー

・
コ

ミ
ッ

テ
ィ
を

設
置

し
、

科
学

と
し

て
の

重
要

性
、

及
び

建
設

に
向

け
た

実
現

性
の

観
点

か
ら

検
討

各
研

究
施

設
の

フ
ェ

ー
ズ

（
R
&

D
、

概
念

設
計

、
工

学
的

設
計

、
建

設
、

運
転

）
を

整
理

計
画

に
影

響
を

及
ぼ

す
よ

う
な

技
術

的
な

ブ
レ

ー
ク

ス
ル

ー
や

、
海

外
に

お
い

て
計

画
さ

れ
て

い
る

同
種

・
類

似
の

研
究

施
設

の
動

向
を

踏
ま

え
て

、
見

直
し

を
実

施

大
規

模
研

究
施

設
の

種
別

ご
と

に
、
ロ

ー
ド
マ

ッ
プ

を
作

成
（
計

6
分

野
）
。

優
先

順
位

1
位

か
ら

同
列

2
3
位

ま
で

、
優

先
順

位
付

け
を

明
確

に
実

施
。

（
複

数
の

施
設

が
同

列
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る
。

）

大
規

模
研

究
施

設
の

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

（
核

融
合

科
学

分
野

の
例

）

大
規

模
研

究
施

設
の

優
先

順
位

付
け
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大
規

模
研

究
施

設
の

種
別

数
物

系
科

学
（
M

a
th

 &
 P

h
ys

ic
a
l 
S
c
ie

n
c
e
s）

地
球

科
学

（
G
e
o
sc

ie
nc

e
s）

工
学

（
E
ng

in
e
e
ri
n
g
）

極
地

研
究

（
P
o
la

r 
P
ro

g
ra

m
s）

大
規

模
研

究
施

設
の

種
別

数
物

系
科

学
（
M

a
th

 &
 P

h
ys

ic
a
l 
S
c
ie

n
c
e
s）

地
球

科
学

（
G
e
o
sc

ie
nc

e
s）

工
学

（
E
ng

in
e
e
ri
n
g
）

極
地

研
究

（
P
o
la

r 
P
ro

g
ra

m
s）

米
国

N
S
F
に

お
け

る
事

例

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

及
び

優
先

順
位

付
け

の
検

討
方

法
以

下
の

基
準

に
基

づ
き

、
支

援
対

象
と

す
る

大
規

模
研

究
施

設
が

選
定

さ
れ

る

科
学

面
・
技

術
面

に
よ

る
評

価
基

準

（
学

際
的

な
分

野
の

研
究

者
が

評
価

）

全
米

科
学

財
団

の
戦

略
に

基
づ

く
評

価
基

準

（
全

米
科

学
財

団
の

長
官

の
諮

問
委

員
会

（
ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ー

・
コ

ミ
ッ

テ
ィ
）
が

評
価

）

国
家

全
体

の
戦

略
に

基
づ

く
評

価
基

準

（
国

家
科

学
審

議
会

（
N
a
ti
o
n
a
l 
S
c
ie

n
c
e
 B

o
a
rd

）
が

評
価

）

大
規

模
研

究
施

設
の

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

策
定

や
優

先
順

位
付

け
を

、
５

年
程

度
の

将
来

を
見

据
え

て
実

施
。

優
先

順
位

付
け

に
つ

い
て

は
、

毎
年

見
見

直
し

が
行

わ
れ

る
。

例
え

ば
ス

ー
パ

ー
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

よ
う

に
技

術
の

進
展

が
速

い
施

設
に

お
い

て
は

、
ロ

ー
ド
マ

ッ
プ

の
見

直
し

頻
度

も
高

い

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

及
び

優
先

順
位

付
け

の
検

討
方

法
以

下
の

基
準

に
基

づ
き

、
支

援
対

象
と

す
る

大
規

模
研

究
施

設
が

選
定

さ
れ

る

科
学

面
・
技

術
面

に
よ

る
評

価
基

準

（
学

際
的

な
分

野
の

研
究

者
が

評
価

）

全
米

科
学

財
団

の
戦

略
に

基
づ

く
評

価
基

準

（
全

米
科

学
財

団
の

長
官

の
諮

問
委

員
会

（
ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ー

・
コ

ミ
ッ

テ
ィ
）
が

評
価

）

国
家

全
体

の
戦

略
に

基
づ

く
評

価
基

準

（
国

家
科

学
審

議
会

（
N
a
ti
o
n
a
l 
S
c
ie

n
c
e
 B

o
a
rd

）
が

評
価

）

大
規

模
研

究
施

設
の

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

策
定

や
優

先
順

位
付

け
を

、
５

年
程

度
の

将
来

を
見

据
え

て
実

施
。

優
先

順
位

付
け

に
つ

い
て

は
、

毎
年

見
見

直
し

が
行

わ
れ

る
。

例
え

ば
ス

ー
パ

ー
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

よ
う

に
技

術
の

進
展

が
速

い
施

設
に

お
い

て
は

、
ロ

ー
ド
マ

ッ
プ

の
見

直
し

頻
度

も
高

い

大
規

模
研

究
施

設
の

優
先

順
位

付
け

主
要

研
究

機
器

施
設

建
設

会
計

一
般

会
計

の
ほ

か
、

予
算

の
繰

越
も

可
能

な
会

計
区

分
で

あ
る

主
要

研
究

機
器

施
設

建
設

会
計

（
M

a
jo

r 
R
e
se

a
rc

h
 E

q
u
ip

m
e
n
t 
a
n
d
 F

a
c
ili

ti
e
s 

C
o
n
st

ru
c
ti
o
n
-
M

R
E
F
C
-

A
c
c
o
u
n
t 
P
ro

je
c
t）

が
設

け
ら

れ
て

い
る

N
S
F
は

、
国

家
科

学
審

議
会

の
承

認
を

受
け

た
後

に
、

主
要

研
究

機
器

施
設

建
設

会
計

に
係

る
予

算
案

を
、

優
先

順
位

付
け

や
ロ

ー
ド
マ

ッ
プ

と
合

わ
せ

て
、

議
会

へ
提

出

2
0
0
8
年

の
N
S
F
に

お
け

る
大

規
模

研
究

施
設

に
関

す
る

年
間

予
算

額
は

約
1
0

億
ド
ル

で
あ

り
、

う
ち

主
要

研
究

機
器

施
設

建
設

会
計

は
約

2
億

ド
ル

主
要

研
究

機
器

施
設

建
設

会
計

一
般

会
計

の
ほ

か
、

予
算

の
繰

越
も

可
能

な
会

計
区

分
で

あ
る

主
要

研
究

機
器

施
設

建
設

会
計

（
M

a
jo

r 
R
e
se

a
rc

h
 E

q
u
ip

m
e
n
t 
a
n
d
 F

a
c
ili

ti
e
s 

C
o
n
st

ru
c
ti
o
n
-
M

R
E
F
C
-

A
c
c
o
u
n
t 
P
ro

je
c
t）

が
設

け
ら

れ
て

い
る

N
S
F
は

、
国

家
科

学
審

議
会

の
承

認
を

受
け

た
後

に
、

主
要

研
究

機
器

施
設

建
設

会
計

に
係

る
予

算
案

を
、

優
先

順
位

付
け

や
ロ

ー
ド
マ

ッ
プ

と
合

わ
せ

て
、

議
会

へ
提

出

2
0
0
8
年

の
N
S
F
に

お
け

る
大

規
模

研
究

施
設

に
関

す
る

年
間

予
算

額
は

約
1
0

億
ド
ル

で
あ

り
、

う
ち

主
要

研
究

機
器

施
設

建
設

会
計

は
約

2
億

ド
ル

3
0
～

5
0
/
yr

2
0
5

4
1

A
d
v
a
n
c
e
d

L
a
s
e
r 

In
te

rf
e
ro

m
e
te

r 
G
ra

v
it
a
ti
o
n
a
l 
W

a
v
e
 O

b
s
e
rv

a
to

ry
(
A
d
v
L
IG

O
)

S
e
c
o
n
d

p
ri
o
ri
ty

1
5
～

2
0

/y
r

1
4
9

1
6

S
o
u
th

 P
o
le

 S
ta

ti
o
n
 M

o
d
e
rn

iz
a
ti
o
n
(
S
P
S
M

)

3
5
～

4
0

/y
r

1
1
5

5
S
c
ie

n
ti
fi
c
 O

c
e
a
n
 D

ri
lli

n
g
 V

e
s
s
e
l(

S
O

D
V
)

3
0
～

5
0

/y
r

3
3
1

6
0

O
c
e
a
n
 O

b
s
e
rv

a
to

ri
e
s
 I
n
it
ia

ti
v
e
(
O

O
I)

1
0
～

3
0

/y
r

1
0
0

6
6

N
a
ti
o
n
a
l 
E
c
o
lo

g
ic

a
l 
O

b
s
e
rv

a
to

ry
 

N
e
tw

o
rk

(
N
E
O

N
)

5
～

3
0

/y
r

2
4
3

1
Ic

e
C
u
b
e
 N

e
u
tr
in

o
 O

b
s
e
rv

a
to

ry

2
5
～

3
0

/y
r

1
9
7

9
E
a
rt
h
 S

c
o
p
e

2
0
～

2
5

/y
r

4
9
9

3
8

A
ta

c
a
m

a
 L

a
rg

e
 M

il
lim

e
te

r 
A
rr

a
y
(
A
L
M

A
)

7
.5

～
9

/y
r

1
2
3

2
A
la

s
k
a
 R

e
g
io

n
 R

e
s
e
a
rc

h
 V

e
s
s
e
l(

A
R
R
V
)

F
ir
s
t 
p
ri
o
ri
ty

O
p
e
ra

ti
o
n

&
M

a
in

te
n

a
n
c
e

Im
p
le

m
e
n

ta
ti
o
n

C
o
n
c
e
p
t

/
d
e
v
e
lo

p
m

e
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各
国

に
お

け
る

取
組

の
概

要
G
8
各

国
で

は
、

米
国

、
英

国
、

ド
イ

ツ
、

E
U
が

大
規

模
研

究
施

設
に

係
る

（
特

化
し

た
）
政

策
を

有
し

て
お

り
、

関
連

の
報

告
書

が
公

開
さ

れ
て

い
る

。

こ
の

他
、

O
E
C
D
の

G
S
F
（
グ

ロ
ー

バ
ル

サ
イ

エ
ン

ス
フ

ォ
ー

ラ
ム

）
に

お
い

て
、

大
規

模
研

究
施

設
に

関
す

る
情

報
交

換
が

行
わ

れ
て

い
る

。

各
国

に
お

け
る

取
組

の
概

要
G
8
各

国
で

は
、

米
国

、
英

国
、

ド
イ

ツ
、

E
U
が

大
規

模
研

究
施

設
に

係
る

（
特

化
し

た
）
政

策
を

有
し

て
お

り
、

関
連

の
報

告
書

が
公

開
さ

れ
て

い
る

。

こ
の

他
、

O
E
C
D
の

G
S
F
（
グ

ロ
ー

バ
ル

サ
イ

エ
ン

ス
フ

ォ
ー

ラ
ム

）
に

お
い

て
、

大
規

模
研

究
施

設
に

関
す

る
情

報
交

換
が

行
わ

れ
て

い
る

。

各
国

に
お

け
る

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

、
優

先
順

位
付

け
等

の
政

策

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

策
定

や
優

先
順

位
付

け
等

の
実

施
方

法
原

則
と

し
て

委
員

会
等

を
設

置
し

て
、

研
究

者
の

意
見

を
取

り
入

れ
て

い
る

。

（
例

米
国

D
O

E
：
1
0
0
名

以
上

か
ら

構
成

さ
れ

る
委

員
会

を
設

置
。
英

国
：
リ

サ
ー

チ
カ

ウ
ン

シ
ル

の
中

に
1
0
人

～
2
0
人

程
度

の
分

科
会

を
設

置
。

）

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

策
定

や
優

先
順

位
付

け
等

の
実

施
方

法
原

則
と

し
て

委
員

会
等

を
設

置
し

て
、

研
究

者
の

意
見

を
取

り
入

れ
て

い
る

。

（
例

米
国

D
O

E
：
1
0
0
名

以
上

か
ら

構
成

さ
れ

る
委

員
会

を
設

置
。
英

国
：
リ

サ
ー

チ
カ

ウ
ン

シ
ル

の
中

に
1
0
人

～
2
0
人

程
度

の
分

科
会

を
設

置
。

）

各
国

に
お

い
て

検
討

対
象

と
し

て
い

る
大

規
模

研
究

施
設

予
算

規
模

に
閾

値
を

設
け

て
検

討
対

象
を

選
定

し
て

お
ら

ず
、

各
国

に
お

い
て

対
象

と
し

て
い

る
研

究
施

設
の

予
算

規
模

は
様

々
で

あ
る

。
（
例

え
ば

、
英

国
、

ド
イ

ツ
、

E
U
に

お
い

て
は

、
建

設
費

と
1
0
年

間
の

運
転

経
費

の
和

が
1
億

ユ
ー

ロ
を

下
回

る
研

究
施

設
も

対
象

と
し

て
含

ま
れ

て
い

る
）
。

各
国

に
お

い
て

検
討

対
象

と
し

て
い

る
大

規
模

研
究

施
設

予
算

規
模

に
閾

値
を

設
け

て
検

討
対

象
を

選
定

し
て

お
ら

ず
、

各
国

に
お

い
て

対
象

と
し

て
い

る
研

究
施

設
の

予
算

規
模

は
様

々
で

あ
る

。
（
例

え
ば

、
英

国
、

ド
イ

ツ
、

E
U
に

お
い

て
は

、
建

設
費

と
1
0
年

間
の

運
転

経
費

の
和

が
1
億

ユ
ー

ロ
を

下
回

る
研

究
施

設
も

対
象

と
し

て
含

ま
れ

て
い

る
）
。

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

策
定

の
取

組
事

例
大

規
模

研
究

施
設

の
ロ

ー
ド
マ

ッ
プ

に
関

し
て

は
、

米
国

、
英

国
、

ド
イ

ツ
、

E
U
の

各
国

等
に

お
い

て
、

作
成

が
行

わ
れ

、
か

つ
公

開
さ

れ
て

い
る

。

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

策
定

の
取

組
事

例
大

規
模

研
究

施
設

の
ロ

ー
ド
マ

ッ
プ

に
関

し
て

は
、

米
国

、
英

国
、

ド
イ

ツ
、

E
U
の

各
国

等
に

お
い

て
、

作
成

が
行

わ
れ

、
か

つ
公

開
さ

れ
て

い
る

。

優
先

順
位

付
け

の
取

組
事

例
米

国
D
O

E
に

お
い

て
は

、
所

管
の

国
立

研
究

所
が

保
有

す
る

大
規

模
研

究
施

設
（
放

射
光

施
設

、
中

性
子

ビ
ー

ム
施

設
、

核
融

合
研

究
施

設
、

ス
ー

パ
ー

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

施
設

な
ど

）
の

優
先

順
位

付
け

を
明

確
に

実
施

（
優

先
順

位
１

位
か

ら
2
3
位

ま
で

順
位

付
け

（
複

数
の

施
設

が
同

列
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る
。

）

米
国

N
S
F
に

お
い

て
は

、
明

確
に

順
位

付
け

を
行

う
の

で
は

な
く

、
政

府
と

し
て

出
資

す
る

べ
き

大
規

模
研

究
施

設
（
天

体
観

測
施

設
、

地
球

観
測

施
設

な
ど

）
を

カ
テ

ゴ
リ

ー
分

類
す

る
に

留
ま

っ
て

い
る

（
ド
イ

ツ
に

お
い

て
も

同
様

）
。

※
米

国
で

は
、
例

え
ば

D
O

E
と

N
S
F
等

、
省

庁
横

断
に

よ
り

整
備

が
進

め
ら

れ
て

い
る

大
規

模
研

究
施

設
は

、
関

係
省

庁
間

で
整

備
計

画
の

検
討

を
実

施
。

優
先

順
位

付
け

の
取

組
事

例
米

国
D
O

E
に

お
い

て
は

、
所

管
の

国
立

研
究

所
が

保
有

す
る

大
規

模
研

究
施

設
（
放

射
光

施
設

、
中

性
子

ビ
ー

ム
施

設
、

核
融

合
研

究
施

設
、

ス
ー

パ
ー

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

施
設

な
ど

）
の

優
先

順
位

付
け

を
明

確
に

実
施

（
優

先
順

位
１

位
か

ら
2
3
位

ま
で

順
位

付
け

（
複

数
の

施
設

が
同

列
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る
。

）

米
国

N
S
F
に

お
い

て
は

、
明

確
に

順
位

付
け

を
行

う
の

で
は

な
く

、
政

府
と

し
て

出
資

す
る

べ
き

大
規

模
研

究
施

設
（
天

体
観

測
施

設
、

地
球

観
測

施
設

な
ど

）
を

カ
テ

ゴ
リ

ー
分

類
す

る
に

留
ま

っ
て

い
る

（
ド
イ

ツ
に

お
い

て
も

同
様

）
。

※
米

国
で

は
、
例

え
ば

D
O

E
と

N
S
F
等

、
省

庁
横

断
に

よ
り

整
備

が
進

め
ら

れ
て

い
る

大
規

模
研

究
施

設
は

、
関

係
省

庁
間

で
整

備
計

画
の

検
討

を
実

施
。
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海
外

研
究

者
に

よ
る

利
用

の
可

否
今

回
調

査
対

象
と

し
た

各
研

究
施

設
※
で

は
、

以
下

の
２

つ
に

大
別

さ
れ

る
。

※
「
現

時
点

で
運

転
を

開
始

し
て

い
る

施
設

」
及

び
「
近

々
に

運
用

開
始

だ
が

利
用

ポ
リ

シ
ー

が
明

示
さ

れ
て

い
る

施
設

」

基
本

的
に

自
国

あ
る

い
は

出
資

国
・
加

盟
国

の
み

に
よ

る
利

用
が

主
と

し
て

想
定

さ
れ

、
共

同
研

究
の

枠
組

に
お

い
て

の
み

海
外

研
究

者
が

利
用

可
能

ひ
ろ

く
一

般
に

供
用

し
て

お
り

、
申

請
が

採
択

さ
れ

れ
ば

海
外

研
究

者
も

利
用

可
能

海
外

研
究

者
に

よ
る

利
用

の
可

否
今

回
調

査
対

象
と

し
た

各
研

究
施

設
※
で

は
、

以
下

の
２

つ
に

大
別

さ
れ

る
。

※
「
現

時
点

で
運

転
を

開
始

し
て

い
る

施
設

」
及

び
「
近

々
に

運
用

開
始

だ
が

利
用

ポ
リ

シ
ー

が
明

示
さ

れ
て

い
る

施
設

」

基
本

的
に

自
国

あ
る

い
は

出
資

国
・
加

盟
国

の
み

に
よ

る
利

用
が

主
と

し
て

想
定

さ
れ

、
共

同
研

究
の

枠
組

に
お

い
て

の
み

海
外

研
究

者
が

利
用

可
能

ひ
ろ

く
一

般
に

供
用

し
て

お
り

、
申

請
が

採
択

さ
れ

れ
ば

海
外

研
究

者
も

利
用

可
能

海
外

研
究

者
へ

の
開

放
状

況
等

特
定

国
に

対
す

る
優

遇
措

置
「
出

資
メ

ン
バ

ー
国

」
か

否
か

と
い

う
点

を
除

き
、

特
定

国
に

対
す

る
優

遇
措

置
は

見
受

け
ら

れ
な

か
っ

た
。

政
府

が
テ

ロ
国

家
と

認
定

し
て

い
る

国
の

利
用

に
関

し
て

は
、

制
約

が
見

受
け

ら
れ

た
（
米

国
D
O

E
傘

下
の

研
究

施
設

）
。

特
定

国
に

対
す

る
優

遇
措

置
「
出

資
メ

ン
バ

ー
国

」
か

否
か

と
い

う
点

を
除

き
、

特
定

国
に

対
す

る
優

遇
措

置
は

見
受

け
ら

れ
な

か
っ

た
。

政
府

が
テ

ロ
国

家
と

認
定

し
て

い
る

国
の

利
用

に
関

し
て

は
、

制
約

が
見

受
け

ら
れ

た
（
米

国
D
O

E
傘

下
の

研
究

施
設

）
。

利
用

料
金

の
設

定
民

間
企

業
に

よ
る

利
用

も
多

い
放

射
光

施
設

及
び

中
性

子
ビ

ー
ム

施
設

に
お

い
て

は
、

無
償

（
成

果
公

開
）
だ

け
で

な
く

、
有

償
で

の
利

用
（
成

果
非

公
開

・
占

有
）
の

選
択

肢
も

設
け

ら
れ

て
い

る
。

放
射

光
施

設
及

び
中

性
子

ビ
ー

ム
施

設
以

外
の

研
究

施
設

に
お

い
て

は
、

学
術

的
な

色
合

い
が

強
い

た
め

、
研

究
者

は
基

本
的

に
無

償
で

の
利

用
が

可
能

。

利
用

料
金

の
設

定
民

間
企

業
に

よ
る

利
用

も
多

い
放

射
光

施
設

及
び

中
性

子
ビ

ー
ム

施
設

に
お

い
て

は
、

無
償

（
成

果
公

開
）
だ

け
で

な
く

、
有

償
で

の
利

用
（
成

果
非

公
開

・
占

有
）
の

選
択

肢
も

設
け

ら
れ

て
い

る
。

放
射

光
施

設
及

び
中

性
子

ビ
ー

ム
施

設
以

外
の

研
究

施
設

に
お

い
て

は
、

学
術

的
な

色
合

い
が

強
い

た
め

、
研

究
者

は
基

本
的

に
無

償
で

の
利

用
が

可
能

。

知
的

財
産

権
の

取
扱

い
研

究
施

設
を

利
用

し
た

成
果

と
し

て
得

ら
れ

た
知

的
財

産
権

に
関

し
て

は
、

海
外

研
究

者
も

、
自

国
・
加

盟
国

の
研

究
者

も
同

様
の

取
扱

い
と

な
っ

て
い

る
。

成
果

非
公

開
（
成

果
占

有
）
の

場
合

に
は

ユ
ー

ザ
ー

が
権

利
を

1
0
0
%
保

有
す

る
こ

と
に

な
る

。

知
的

財
産

権
の

取
扱

い
研

究
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学術研究の大型プロジェクトに関する作業部会の設置について 

 

 

平 成 ２ １ 年 ６ 月 ２ ５ 日                

科 学 技 術 ・ 学 術 審 議 会                

学術分科会研究環境基盤部会                

 

１．趣旨 

学術研究の大型プロジェクトに関して、中長期的な視点も含めて計画的な

推進を図るための方策について、専門的見地から検討を行うため、研究環

境基盤部会の下に「学術研究の大型プロジェクトに関する作業部会」を設

置する。 

 

２．検討事項 

①学術研究の大型プロジェクトの推進のための方策 

②その他関連する事項  

 

３．庶務 

 作業部会の庶務は、関係課室の協力のもと、研究振興局学術機関課にお

いて処理する。 
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科学技術・学術審議会 学術分科会 研究環境基盤部会 

学術研究の大型プロジェクトに関する作業部会 

委員名簿 

（◎：主査） 

（臨時委員：４名） 

岡田 清孝  自然科学研究機構基礎生物学研究所長 

瀧澤美奈子  科学ジャーナリスト 

中西 重忠  財団法人大阪バイオサイエンス研究所長 

西尾章治郎  大阪大学理事・副学長 

 

（専門委員：８名） 

◎ 飯吉 厚夫  中部大学総長 

海部  宣男  放送大学教授 

川合 知二  大阪大学産業科学研究所教授 

佐藤 勝彦  自然科学研究機構長 

平  朝彦  独立行政法人海洋研究開発機構理事 

塚本 桓世  東京理科大学理事長、山口東京理科大学学長 

永宮 正治  Ｊ－ＰＡＲＣセンター長 

  横山 広美  東京大学大学院理学系研究科准教授 

 

（平成２２年４月１日現在） 
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科学技術・学術審議会 学術分科会 研究環境基盤部会 

学術研究の大型プロジェクトに関する作業部会の審議経過 

 

 

第３８回研究環境基盤部会（平成２１年６月２５日開催）において、同部会の下に「学術

研究の大型プロジェクトに関する作業部会」の設置を決定。 

白井部会長より、飯吉主査をはじめ１２名の委員を指名。飯吉主査より、主査代理として

塚本委員を指名。 

これまでの経過と主な審議内容は以下のとおり。 

 

第１回：平成２１年７月１３日（月） 

○大型プロジェクトの定義等について審議 

 

 

第２回：平成２１年７月２４日（金） 

○大型プロジェクトの定義について審議 

○欧米のロードマップの状況について聴取 

○各研究分野における大型プロジェクト構想の状況について聴取 

 

第３回：平成２１年８月２０日（木） 

○大規模研究施設・設備に係る国際協力・協働の動きについて聴取 

○ＮＩＨ（米国国立衛生研究所）のロードマップの概要について聴取 

○日本版のロードマップの在り方について審議 

 

第４回：平成２１年９月 ３日（木） 

○審議経過報告（案）の審議・取りまとめ 

 

 

第５回：平成２１年１１月１３日（金） 

○日本学術会議における検討状況等について聴取 

 

 

委員懇談会：平成２１年１２月４日（金） 

○推進中の大型プロジェクトの現状・課題の把握 

  ・Ｂファクトリー 

 ・Ｊ－ＰＡＲＣ 

○審議経過報告に対する意見聴取 

・高エネルギー加速器研究機構 
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第６回：平成２２年１月１５日（金） 

○推進中の大型プロジェクトの現状・課題の把握 

 ・スーパーカミオカンデ 

○審議経過報告に対する意見聴取 

・社団法人国立大学協会 

・日本私立大学団体連合会 

・東京大学宇宙線研究所 

 

第７回：平成２２年２月９日（火） 

○推進中の大型プロジェクトの現状・課題の把握 

  ・大型ヘリカル装置（ＬＨＤ） 

○審議経過報告に対する意見聴取 

・角南 篤 氏（政策研究大学院大学准教授） 

・自然科学研究機構核融合科学研究所 

 

第８回：平成２２年２月１９日（金） 

○推進中の大型プロジェクトの現状・課題の把握 

   ・アルマ計画 

  ・大型光学赤外線望遠鏡「すばる」 

○審議経過報告に対する意見聴取 

・藤原 洋 氏（株式会社インターネット総合研究所代表） 

 

第９回：平成２２年３月５日（金） 

○審議経過報告に対する意見聴取 

・柘植 綾夫 氏（芝浦工業大学長（前・三菱重工業（株）代表取締役技術本部長）） 

・外村 彰 氏（株式会社日立製作所フェロー） 

 

（３月１７日） 

日本学術会議が、７分野４３の研究計画からなるマスタープランを盛り込んだ

「学術の大型施設計画・大規模研究計画－企画・推進策の在り方とマスタープラン

の策定について－」を提言 

 

第１０回：平成２２年４月１６日（金） 

○日本学術会議の「提言」について聴取 

 

 

第１１回：平成２２年４月２３日（金） 

○審議経過報告に対する意見聴取 

・立花 隆 氏（ジャーナリスト） 
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第１２回：平成２２年５月１３日（木） 

○マスタープランに盛り込まれた計画のヒアリング 

・物理科学・工学①（７計画） 

 

 

第１３回：平成２２年５月１４日（金） 

○マスタープランに盛り込まれた計画のヒアリング 

・エネルギー・環境・地球科学①（４計画） 

・生命科学（１１計画） 

・情報インフラストラクチャー（２計画） 

 

第１４回：平成２２年５月１９日（水） 

○マスタープランに盛り込まれた計画のヒアリング 

・エネルギー・環境・地球科学②（４計画） 

・人文・社会科学（３計画） 

 

第１５回：平成２２年５月２１日（金） 

○マスタープランに盛り込まれた計画のヒアリング 

・宇宙空間科学（４計画） 

・物質・分析科学（４計画） 

・物理科学・工学②（４計画） 

 

第１６回：平成２２年６月２５日（金） 

○ロードマップの策定方針について審議 

 

 

第１７回：平成２２年７月１６日（金） 

○ロードマップの策定方針について審議 

 

 

第１８回：平成２２年７月２３日（金） 

○「審議のまとめ（案）」について審議 

 

 

第１９回：平成２２年９月２日（木） 

○「審議のまとめ（案）」について審議 
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提 言 

「学術の大型施設計画・大規模研究計画－企画・推進策の在り方と 

マスタープラン策定について－」（抄） 

 

４ 学術の大型施設計画・大規模研究計画リストアップ基準 

 

本分科会における大型施設計画および大規模研究計画のリストの取りまとめに際して

は、以下の各項目について基本的にクリアしていることをリストアップの要件とするこ

とにした。リストアップでは、我が国の科学者コミュニティの状況を基に、ＥＳＦＲＩ

やＤＯＥによる分野分類を参考にして、７つの分野分類に分けて、分野分類毎の計画の

総数があまり多くならないよう留意した。一方、一部項目が不十分だが今後速やかに改

善され日本学術会議として推奨することが可能になると思われる計画については、準備

段階の計画として別枠にリストアップすることも考慮した。なお、分科会検討過程にお

いて、大型研究施設（装置、設備等を含む）計画、大型設備計画等の表現の混在があっ

たが、改めて「大型施設計画」として表現を統一することとした。また、大型施設計画

では、調査段階で数十億円以上を目途としたが、調査の結果を検討して、リストアップ

基準では施設建設費総額が１００ 億円以上とし、分野によっては数十億円も対象とし

た。大規模研究計画では、初期投資および運営費等の経費を含め、総額数十億円以上の

経費を必要とする計画とした。 

以下に、大型施設計画と大規模研究計画のリストアップ基準を記す。 

 

(1) 学術の大型施設計画リストアップ基準 

① 定義： 

大型の研究施設・設備を建設･運用することで科学の最先端を切り開く研究計画。 

② 予算： 

運営費を除く建設費総額が目途として１００億円（物質科学など分野によっては、

数十億円）を超える規模の計画であること。 

③ 科学的目標： 

明確な科学目標により、真理を探究し人類の知的資産を拡大する計画であること。 

④ 国際的水準・国際連携： 

世界状況に照らし十分な先進性と独自性を持ち、効果的国際連携が可能であるこ

と。 

⑤ 研究者コミュニティの合意： 

研究者コミュニティの十分な検討と議論を経て合意が形成された計画であるこ

と。 

⑥ 計画の実施主体： 

計画を実施する主体組織が明確であり、かつ責任を果たす用意があること。 

⑦ 共同利用体制： 

完成後、共同利用運用などコミュニティによる効果的利用が期待できること。 

⑧ 計画の妥当性・透明性： 

全体として実現性・計画性・推進体制が妥当であり、透明性が確保されているこ

と。 
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(2) 学術の大規模研究計画リストアップ基準 

① 定義： 

大分野の根幹となる大型計画であり、大規模な研究基盤設備の設置、研究ネット

ワークの構築あるいは膨大な研究データの集積を行い、これらを運用することで

科学の最先端を切り開く研究計画であること。 

② 予算： 

初期投資および運営費等の経費を含め、総額数十億円以上の経費を必要とし、科

学研究費補助金等では実施が困難な研究計画であること。なお、分野により必要

とする予算規模は異なるので、上記の総額は一つの目安と考えて良い。 

③ 科学的目標： 

明確な科学目標により、真理を探究し人類の知的資産を拡大する研究計画である

こと。 

④ 国際的水準： 

世界状況に照らして十分な先進性と独自性を持ち、我が国として推進すべき研究

計画であること。 

⑤ 研究者コミュニティの合意： 

研究者コミュニティの十分な検討と議論を経て合意が形成された研究計画である

こと。 

⑥ 計画の実施主体： 

計画を実施・推進する主体組織の体制が明確であり、かつ責任を果たす用意があ

ること。 

⑦ 共同利用体制： 

完成後、共同利用・運用などコミュニティによる効果的利用が期待できること。 

⑧ 計画の妥当性・透明性： 

全体として実現性・計画性・推進体制が妥当であり、透明性が確保されているこ

と。 
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